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    「あら、おはようございます、ゴローさん。今日もお早いですね」


    　台所に立つ僕の背後から声を聞かせてくれたのは、お祖ば母あちゃんの不ふ々ふ動どうねねである。


    　家族である僕に対しても、きちんと一礼をする丁てい寧ねいさだ。


    　僕も彼女に倣ならって、振り向いて頭を下げる。


    「おはようございます、お祖母ちゃん」


    　現在早朝六時過ぎ。


    　いつもの日課で、五時半に起きて家庭菜園の様子を見つつ、時間が余れば軽いランニングなどの運動を行う。


    　そして六時過ぎくらいから朝食と弁当作りだ。そこへお祖母ちゃんが起きてきて、一緒に朝食を作るといった流れだろうか。


    　晴れていれば乾燥機を使わずに、洗濯物を干すのも一緒に行う。


    「おやおや、今日も可愛かわいらしいお弁当ですね」


    　お祖母ちゃんが小さな弁当箱を見て頰ほおを緩める。


    「確か……キャラ弁……というのでしたっけ、ゴローさん？」


    「はい、その通りです」


    　弁当箱に入れた白米の上に、卵やそぼろ、海苔のりやゴマなどを駆使してアニメや漫画などの可愛らしいキャラクターを描く。俗にいうキャラ弁というやつで、小さな子供──特に女の子に人気だ。


    　ただ僕の弁当については、ご飯に海苔だけを置いたシンプルなものであり、このキャラ弁は我が家の天使である妹の珠たま乃ののものである。


    　前に彼女の友達がキャラ弁を持ってきて羨うらやましいと言っていたので、ネットを見たり本などを購入して勉強してみた。


    　母親が傍そばにいないからといって、珠乃に劣等感などを味わってほしくない。母親でなくともキャラ弁くらい持たせてやるのが兄の務めだと思っているのだ。


    「これは何のキャラクターなのですか？」


    「ロケットモンスターのテカチュウというやつらしいですね。元々はゲームでしたが、人気になってアニメや映画などにもなっています。珠乃もよく観ていますよ」


    　何でもロケット型のモンスターを駆使してレースを行い、技などを使って優勝を目指すものらしい。モンスターのバリエーションも豊富だが、とにかく可愛いということで子供に絶大な人気を誇っている。


    　その中でもこのテカチュウというのはアニメの主人公が最初に仲間にしたモンスターであり、その見た目も愛らしいネズミ形をしていて人気ナンバーワンだ。


    「へぇ、最近のお弁当というものは、昔と違ってカラフルで楽しそうですね。何だか食べるのがもったいないくらいです」


    　僕のような素人しろうとが作ったものはまだまだ未熟だ。本当に凄すごいものになると、明らかに芸術の域に入っており、まさにアート作品なので、食べるより飾っておきたいと思うこともあるだろう。


    「そういえばゴローさん、二年生になって新しい男友達はできましたか？」


    「…………いえ」


    「そう、なのですか。ではお友達はももりちゃんくらいなんですね？」


    「桃ももノ森もりさんは友達というわけではないと思いますが」


    「え？」


    「え？」


    　互いに顔を見合わせて固まる。


    　何かおかしなことを言ったのだろうか。


    「え、えっと……ももりちゃんは最近よく遊びにきますよね？」


    「はぁ。仏壇にお線香をあげてくれますし、珠たま乃のの遊び相手になってくれていますから感謝していますね」


    「……それってお友達ではないのですか？」


    「？　……珠乃の友達には違いないと思いますが」


    　先日の珠乃の誕生日会から、桃ノ森さんと珠乃はとても仲が良い。


    　桃ノ森さんはアイドル声優で、珠乃が大好きな魔法少女アニメ──『マジカルまかろん』の主人公をしていることもあって、僕の知り合いの中で一番懐なついているかもしれない。だから珠乃の友達なのは確かだろう。ただ桃ノ森さんは、隙あらば珠乃を自分の妹にしようと画策しているらしいが。


    　しかし自分の友達か？　と考えると首を傾かしげざるを得ない。


    　そもそもよく考えれば友達の定義が分からない。


    　コミュニケーション能力の権ごん化げだった、他界した兄である悟ご道どう──どーくんならば、即座に友達とは何ぞやと答えられるのだろうが、僕は今まで友達だと胸を張れるような存在はいなかった。


    　どーくんが亡くなるまではずっと彼が傍そばにいてくれたし、彼だけで良いとさえ思っていたので、深く考えたことはない。


    　中学に上がってからは成長期に爆発した身長も相まって、この見た目に拍車をかけることになり、極端に怯おびえられ距離を取られてしまい、親しい間柄の人物はとんとできなかった。


    「…………ゴローさん、私としてはもう少し学生らしいというか、楽しい青春を送ってほしいと思っているんですが」


    「？　十分に楽しいですが？」


    　現状に不満など持っていないのは事実だ。


    　するとお祖ば母あちゃんはやれやれと言った感じで深い溜ため息いきを吐つく。


    「これは……良くないところがお祖じ父いさんや、小さい頃のあなたの母親にそっくりですね……はぁ」


    　何やら頭を抱えながら小声で呟つぶやいているようだが……。


    「ゴローさん、高校時代は二度と来ないのですよ？　灰色の高校生活というものは、大人になると必ず後悔してしまうものです。私は、ゴローさんには、忘れられない思い出というものをたくさん作ってほしいのです」


    「は、はい」


    　いつになく真剣なお祖母ちゃんの言葉に思わず背筋がピンとなる。まるで今、戦場に立っているような錯覚さえ感じてしまう。


    　こう見えても剣道家として世界でもトップクラスだった人だ。普段は穏やかで物静かだが、真ま面じ目めに説教モードになると威圧感は何倍にも膨ふくれ上がる。あの厳格で逞たくましいお祖父ちゃんでさえ頭が上がらないのだから。


    「別にお友達をたくさん作ってほしいと言っているのではありません。たった一人でもいい。一人でもいいから、互いに信頼し支え合えるような人を持ってほしいのです」


    「それは……どーくんのような人を見つけろと？」


    「いいえ。ゴドーさんは家族でしょう？　親しくなれば境界線は曖あい昧まいになったりしますが、他人にゴドーさんを重ねてはいけません。あなたがその曇りなき眼で見て、傍そばにいたい、いてほしいと思えるようなお友達を作ってもらいたいのです」


    「……自分には難しいです」


    「あなたが自分に自信がないのは分かっています。それに、これから作家としても忙しくなってくるでしょう。そうなれば学生として遊ぶことのできる時間も削られてしまうかもしれない。だからこそ、あなたのことを理解し支えてくれるようなお友達が必要だと思うのです。こればかりは女性では困難です。異性ということで話せないことはたくさんあります。ですから気心を許せる男友達が良いのです」


    　お祖母ちゃんは「それに」と言って続ける。


    「せっかくの学生生活、保護者としては目一杯楽しんでほしいですから」


    　ニッコリと優しさに溢あふれた笑みを浮かべるお祖母ちゃんを見て思い悩んでしまう。


    　友達……ですか。


    　実際、中学時代のことだ。


    　どーくんがいなくなった悲しみは、僕の心にポッカリと穴を開けてしまい、何をしても楽しさなど皆無だった。少しずつ時間と趣味、そして珠たま乃のの存在が埋めてくれたのが幸いだっただろう。


    　そんな中、実は友達になろうと話しかけてくれた人物はいたにはいたのだ。僕もそれを受け入れて、彼らと一緒に休日に出掛けたこともあった。


    　しかしある放課後、その彼らが僕のことについて何かを話しているのを耳にしたのである。


    『なあなあ、もうアイツ呼ばなくていいんじゃね？』


    『ああ、巨人のことな。アイツ、遊んでても自分から喋しやべらねえし、こっちの話にもリアクション薄いしな』


    『まあ不良グループにも一目置かれてっから、傍そばに置いときゃ箔はくがつくって思ったけど、正直アイツがいるだけで空気重いしなぁ』


    『それにその不良に絡からまれたりもしたし。アイツのこと聞かれたりほんっとウゼェ』


    『つーか、あの巨人さ、この前手作りクッキーなんて持ってきてんの。作ったので食べてくださいって。乙女かっつうの！　マジウケたわ』


    『もうそろそろ切っていいんじゃね？　巨人とつるんでると周りに変な目で見られるし』


    『そうそう。俺なんて彼女に、ヤクザと繫つながってるでしょとか聞かれたしよ。巨人、ヤクザに見られてて笑った』


    　僕はそれ以上聞いていられなくて逃げるように立ち去ったのだ。


    　当然そのあとは、彼らと距離を置き、自然に疎遠になった。


    　それからは友達というものがどんな存在なのかよく分からなくなったのだ。


    　この見た目や噂うわさがあるせいで、たとえ友達を作ったとしてもきっと迷惑をかけるだけ。


    　ならばいっそのことそんなものはいらないと思った。


    　他人とはできるだけ距離を取ろう、と。


    　でも……。


    　授業の休み時間や放課後に友達同士で笑い合い、楽しそうに会話をしているところを見ると羨うらやましいと思うこともたまにある。


    　互いを信頼し支え合う友達。


    　本当に自分なんかが得られるようなものなのでしょうか。


    　僕はお祖ば母あちゃんに申し訳ない気分を抱きつつ、不毛な考えを捨てて弁当作りを再開した。
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    　俺の名前は──伏ふし見み虎こ大だい。


    　今日これからのことを思うと気持ちは超ブルーだ。


    　それは何な故ぜかって？


    　──スポーツテストがあるからだよ。


    　別にスポーツが苦手ってわけじゃねえ。どちらかというと運動神経は良い方だ。


    　けどスポーツテストの日には、毎回ある行事も一緒に開催される。


    　──身体測定だ。


    　小学生の時は、別に苦じゃなかった。でも中学、高校と上がるにつれて毎年恒例のコレが来る時期はいつも憂ゆう鬱うつになっちまう。


    「…………はぁぁぁ」


    　俺は教室の一番前の自分の席に突っ伏しながら大きな溜ため息いきを吐つく。


    　……ヤダな……。


    　サボっちまうか？　いや、どうせあとで結局受け直しになるし意味がねえよな。


    　何でこんなにも俺が身体測定を嫌うのかって？


    　簡単だ。


    　────背がちっちぇえからだよ！


    　成長期のはずなのに、俺の身長は中学二年くらいからウンともスンも言わないようになっちまった。


    　そして現在の身長──[image: ]センチメートル。


    　女子かっての!?　いや、女子でも低い方だし！


    　…………はぁぁぁぁぁ。


    　何で俺の身長はこんなにもやる気がねえのか……。


    　確か16歳の男子の平均身長って[image: ]センチメートルを超えてたはず。加えて言うと女子のそれも[image: ]近くあった。


    　……俺は小学生かっ!?


    　それに高校生になってから、歴史の教師である友とも枝え先生が、会う度たびに生温かい視線を向けてくるのだ。まるで同類でも見るかのように。


    　止やめて！　俺はショタじゃないから！　アンタはロリかもしれないけれど！


    　…………はぁぁぁぁぁぁぁぁ。


    　今日、何度目の溜め息か分からねえ。どうせまた、絶望を突きつけられるんだろうなぁ。


    　教室の机に突っ伏し、確実にやってくるであろう絶望に嘆いていると、扉を開けて一人の人物が教室に入ってきた。


    「あっ、ハッホー、ろーくん！」


    　入ってきた人物に向けていち早く反応し挨あい拶さつをしたのは、この学園でも有名なアイドル声優──桃ももノ森もりももりだ。
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    　学園の中でもアイドルとして君臨しており、男子の視線を釘くぎ付づけにするギャルである。俺としてはちょっと苦手なタイプだ。


    　ただ、最近髪を切り、ショートボブになっていて、どちらかというとそっちの方がキャピキャピ感が薄いので好みではある。


    　それに入ってきた人物も、彼女とは別の意味で教室を席巻する──巨人こと不ふ々ふ動どう悟ご老ろうだ。


    　巨人と呼ばれる通り、ＮＢＡプレーヤーかっていうほどデケエ。それにいつも不愛想で睨にらみつけているかのような目つきに、額に入った大きな傷が助長して超がつくほどのコワモテだ。


    　この二人、前に一ひと悶もん着ちやくあって、一時はクラス中が気まずい雰ふん囲い気きになっていたが、今ではかなり親密なように見えた。桃ノ森なんてあだ名呼びだし、不々動も嫌な顔をせずに受け入れている。


    　４月下旬に急に仲良くなった気もするが、二人に何があってそうなったのかは分からん。


    　ただ〝ろーくん〟と桃ノ森が不々動のことをこの教室で初めて呼んだ時は、クラス中がひっくり返ったかのような衝撃が走ったものだ。


    　今ではもう慣れて……いや、よく見れば男どもは悔くやしそうというか羨うらやましそうに不ふ々ふ動どうを睨にらみつけているが、当の本人はどこ吹く風で気にしていない。


    　いつものように毅き然ぜんとした態度で、不々動の奴やつが桃ももノ森もりに挨あい拶さつを返すと、桃ノ森も挨拶に満足したのか、友達との談笑を再開した。


    　そしてもう一人、彼に対し桃ノ森のように物もの怖おじしない女子生徒がいる。


    「あ、不々動くん。おはようございます」


    「おはようございます、繭まゆ原はらさん」


    　繭原糸いと那な。どういった繫つながりで挨拶を交わすような間柄になったかは知らないが、彼女もまた不々動のことを避けない人物の一人だ。


    　物静かで、いつも自信なさげな雰ふん囲い気きを醸かもし出しているが、以前桃ノ森の友人である舞まい川かわと不々動が衝突した際に、一人だけ不々動を庇かばった発言をした。


    「あ、あの不々動くん、先日オススメした本はどうでしたか？」


    「はい。登場人物たちがとてもユニークで、つい夜更かししてまで読破してしまいました。いつも面おも白しろい本を薦すすめてくださり、本当に感謝しています」


    「そ、そんな！　でもそう言ってくれると嬉うれしいです……えへへ」


    　繭原が笑っている。アイツがあんな表情を見せるのはこのクラスじゃ不々動の前だけだ。これだけでも二人が相当親しいことが分かる。


    　そうして不々動は、「ではまた」と言って自分の席へと向かった。


    　俺は不々動を見ながら思う。


    　…………ああ、20センチメートルくらい分けてくれねえかなぁ。


    　それでもアイツ、[image: ]センチメートルはあるだろ？　十分じゃね？


    　俺なんてそれでも[image: ]センチメートル台ですけど？


    　しかもあの男らしい身体からだつき。目つきも鋭くてカッコ良い感じでマジで羨ましい。


    　俺なんていくら鍛えてもマッスルボディみたいに逞たくましくならない上、顔も童顔というか中性的だからよく可愛かわいいって言われたりする。


    　だからホント不々動を見る度たびに羨ましく思う。ただそれだけでなく、アイツは他人の評価をまったく気にしない。


    　巨人、ヤクザ、バケモノ、俺なら落ち込むほどのあだ名をつけられても平然としている。


    　他人に流されない強い心を持っているってことなんだろう。俺なんてチビとか可愛いとか言われるとイラってして殴なぐりたくなるってのによ。


    　肉体も精神も大きく強い。俺の憧れの在り方だ。


    　まあ、あの形なりで文化系だって知った時は思わず心の中でツッコんじまったけどな。あれだけ恵まれた体格がすっげえもったいねえだろうに。


    　たまに運動部の連中がスカウトや助すけっ人とになってほしいとやってくるが、一切表情を変えずに淡々と断っている。


    　その理由が〝妹の世話があるので〟だ。


    　何その可愛かわいい理由。ギャップがあり過ぎてつい胸がキュンってしちまったし。


    　てかアイツが本気でスポーツにのめりこめば、常人じゃ行けない高みに簡単に行けそうな気もする。聞いた話によれば、家が剣道の道場をやってるらしいしな。


    　桃ももノ森もりとの会話を盗み聞き……いや、たまに聞こえてくるが、アイツも昔は剣道をやってたって言うし。


    　……何で辞めたんだろうなぁ。


    　俺だったら自分の能力を活かしたことをやると思うけど。


    　そんなことを思っていると、チャイムが鳴り担任の教師が入ってくる。これからスポーツテストがあるから、更衣室で準備をして男女ともに指定された場所へ行けとのこと。


    　ああ……地獄の証明が始まっちまう。


    　俺はもう諦あきらめて、体操服を持って男子たちと一緒に更衣室へと向かう。


    「なあなあおチビ～？」


    「あぁ？　んだよ、話しかけんなボケ」


    「あ、ああ……悪い」


    　更衣室への道中、クラスメイトの……ああ、去年も同じクラスだった奴やつが話しかけてきた。


    　つーか気安く悪口放り込んでくんじゃねえよ。名前は……何だったっけ？　特に関わりたいって思わなかった奴だから覚えてねえや。


    　そいつは俺の不機嫌さにあてられて「何だよアイツ」って文句を言いながら先を行く。


    　多分一緒にスポーツテストを回ろうとかそんなとこだろう。


    



    　テストはいろいろあって、結構種類は豊富だ。


    　50メートル走・握力・反復横跳び・立ち幅跳び・ソフトボール投げ・20メートルシャトルラン・上体起こし・長ちよう座ざ体たい前ぜん屈くつなど。


    　昔は懸けん垂すいとか垂直跳びや背筋力など計測してたらしいが、それらは旧スポーツテストと呼ばれていて、今では計測種目には入っていない。何でかは知らねえけど。


    　まあ運動神経が良いっていっても、この身体からだだから種目によっては平均を大きく下回る結果になるので、普通以上の身体能力を持つ奴らとどうしても比べてしまうから、このテストも好きじゃない。特に絶対的な筋力を有する種目は砕け散ればいいと思っている。


    　中学の時、他の男子と一緒に回ることがあったが、そいつらは俺の結果を見て、バカにしたようにクスクスと笑っていた。


    　──まるで小学生みてえだよな、お前。


    　そう言われてからというもの、どいつもこいつも俺を見てバカにしている気がして、ずっとぼっち生活だ。友達って呼べる奴やつなんていやしねえ。


    　作っても心の中でどうせ俺のことをバカにしてるって思うと、そんなクソみてえな連中なんていらないって思ったからだ。


    　それでもこの容姿だから話しかけやすいのか、男女問わず気さくに声をかけてくるが、全部当たり障さわりのない応対をして深く繫つながってはいない。


    　別に一人でもいい。……とか最初は思ってたんだけどなぁ。


    　…………やっぱり寂さびしかったりする。


    　俺だって本当に信頼できる友人とか欲しいし、放課後や休日とかそいつらとバカ騒ぎして遊んでみてえ。


    　まあ簡単に言えば俺がヘタレなだけなんだろうけどな。うっせえよ、誰がヘタレだ！


    　はぁ、自分で言って自分でツッコむしかないこの寂せき寥りよう感かん……。


    　とりあえず今日は目立たず過ごしたい。そんですぐに家に帰ってアニメでも観て癒いやされたい。


    　肩を落としながら、まずは50メートル走からでもやるかと思い列に並ぶ。


    　走ることには自信があるので、ここは何も問題はない。むしろデケエ奴らをごぼう抜きして良い気分になれるから最高だ。


    　俺の番が来て、スタートラインに並ぶ。そして開始の合図。


    　見事スタートダッシュが決まり、グングンと風に乗っていく。


    　まるで追い風が吹いているみたいに身体からだが軽い。いや、元々軽いんだけどね。


    　タイムは──６秒２０。


    　おお、自己ベスト更新だ。やるな、俺。


    「うおっ、速えなアイツ」


    「すげえ、忍者だ忍者」


    「まさに電光石火だよな。ロケモンのテカチュウを思い出したぜ」


    　おい、誰が忍者だ。クナイとか持ってねぇから。ニンニンとか言わないから。それにテカチュウって、ロケットモンスターに出てくるネズミ形モンスターじゃねえか。そんなに小さくねえよ！


    「去年もそうだったが凄すごいな伏ふし見み。なあ本当に陸上部に興味はないのか？」


    　そう聞いてくるのは陸上部顧こ問もんの先生だ。


    「あーいや、興味ないんで。すんません」


    　この人、こうやって会う度たびに勧誘してくるから苦手だ。


    　俺は部活で青春とか暑苦しいのはノーサンキューである。基本的に汗とかかくの嫌いなんだよ。だから夏なんて爆発して消えてしまえばいいのに。


    　そそくさとその場を離れて、次は何をしようかとグラウンドの周りを見回す。するとどこからか「おお～っ！」と感嘆するような声が響く。


    　見ると、ソフトボール投げが行われている場所である。


    　衆目の中心にいる人物を見て、俺も興味が湧わく。


    　何せあの不ふ々ふ動どうだったのだから。


    　ソフトボール投げは、一人二回ずつ投げる。


    　多分一投目を放ったところだろうか、それを見て周囲の連中は驚いたのだろう。


    　そういや去年もアイツ、マジヤベエ記録出したとかで注目を浴びてたっけ？


    　今回もそうだろうが、一体どれほどの距離を出したのか。


    「ふ、不々動くん、記録──────測定不能です！」


    　…………は、はあっ!?　んだよ測定不能って！


    　良く見えなかったので野次馬の話を聞けば、どうやら奴やつの投げたボールが、その先のフェンスにぶち当たってしまったのだという。


    　投げる場所からフェンスまでの距離は80メートル以上あるらしい。


    　去年はそこまでの飛距離は出ていないと思う。


    　つまりこの一年でビルドアップしたってことだ。いや、ビルドは違うか？　レベルアップ？　とにかく成長してるってこった。マジかよアイツ……どんだけだよ……。


    　確かソフトボール投げの平均って30メートルくらい……だった気がする。80メートルのフェンスにぶつかるってことは、明らかにそれ以上ってこと。一体何メートル飛んだのやら。


    　アイツの身体能力はどうなってやがんだ……！


    　しかし不々動は動じず、そのまま二投目も放った。


    　高く上げられたボールは、綺麗な放物線を描き、そして──フェンスにぶつかった。


    　う、噓ぉん……！


    「…………ふ、不々動……その、記録なんだがな……」


    　明らかに顔が引きつっている監督役の先生が不々動に声をかけた。


    「はい、フェンスまでの距離で構いません」


    「い、いや、良かったら後ろに下がって再度記録を取っても……」


    「いえ、特に記録自体には興味がないので」


    「！　……そ、そうか。お前がそう言うなら別にそれでも……」


    　愕がく然ぜんとする先生を尻目に、不々動は淡々と記録係から距離を聞いて、それを所持している記録用紙に書くと、一礼をしてから去っていく。


    　そんなアイツを、その場にいた全員が珍獣でも見るような目で見送っていた。


    　アイツ……マジで大物だな。


    　これほどの大記録を打ち立てても興味ないとか…………一度でいいから俺も言ってみてえよ。


    　俺だったらぜってえ自慢するし。胸張るし。その日、ウキウキ気分だし。ああでもぼっちだから目立ちたくねえな。うん、一人で静かに嬉うれし悶もだえてるだけだな。


    「てかアイツ、何したら笑うんだろうな」


    　そういえば去年からちょくちょく見ているが、少しも笑った顔を見たことがない。


    　表情筋ぶっ壊れてんじゃねえかって思うほどの淡泊さだ。


    　…………ま、気にしてもしゃーねえか。


    　俺とはどだい住む世界が違い過ぎると思い、スポーツテストの続きを行っていく。


    　グラウンドで行われるテストをすべて終了し、今度は体育館へと向かう。


    　そこでもまた不ふ々ふ動どうが注目を浴びていた。


    　何でも柔道部のエースが、不々動と握力勝負を挑んでものの見事に一いつ蹴しゆうされたらしい。


    　柔道やってる奴やつは、相手の道着を摑つかんでこそのスポーツなので必然と握力が強くなる。だからエースならかなり高い握力を持つだろうし、当人も自信があったのだろう。しかし申し訳なさそうに頰ほおをボリボリとかく不々動の前に、四つん這ばいで崩れ落ちている柔道部エースがそこにいた。


    「くっ……さすがだ不々動！　この俺を易やす々やすと超えるとはな！　しかしだからこそお前は柔道部に相応ふさわしい……っていないしっ!?」


    　すでに興味を失ったのか、不々動は無視して次のテストへと向かっていた。


    　憐あわれ……肉体的にも精神的にも一本負けをくらった柔道部エース。


    　……って、おいおい。不々動の奴こっち来るじゃねえか！


    　俺は長ちよう座ざ体たい前ぜん屈くつの列に並んでいる。そこへ奴がやってきたのだ。


    　しかも俺の後ろかよ！　他にも列があんだろバカ！


    　意識している俺を気にもせず、不々動はいつもの無感情っぷりで立っている。


    　そして周囲からクスクスと笑い声が聞こえてきた。明らかにその視線は俺と不々動に注がれている。


    　俺と不々動が並ぶと、まるで大人と子供だ。絶対同級生には見えない。このツーショットは、他人からしたらさぞかし滑こつ稽けいな光景だろう。


    　ぐっ……だからコイツみたいな奴の近くにいるのはヤなんだよ！


    　自分が気にしなくても、周りがこうやって面おも白しろがるのが鬱うつ陶とうしいから。


    　けど今更別の列に移ったところで、俺が劣等感を覚えて逃げたみたいに思われてしまう。


    　そんな軟弱者みたいに思われるのは我慢ならねえ。


    　ああくそっ！　早く俺の番来いよな！


    　できることは順番が回って、次のテストに素早く移ることだ。


    　するとそこへ──。


    「──あっ、ハッホー、ろーくん！」


    　聞き覚えのある黄色い声が聞こえてきた。


    　反射的に声の主を視線で追うと、そこには桃ももノ森もりと、彼女といつも一緒にいる仲の良いクラスメイトがいた。どうやら不ふ々ふ動どうの姿を見て近づいてきたようだ。


    「あはは、聞いたよー。何かいろいろすっごい記録出してるんだって？」


    　バンバンと気安く不々動の背中を叩たたく桃ノ森。


    　彼女から男子に触れるところは見たことがない。不々動以外。


    　だからか、周りにいる男子の眼が羨せん望ぼうと嫉しつ妬とで渦巻いているように見える。


    「ねえねえ、その記録表見せて？」


    「……どうぞ」


    「ん、ありがと。…………うわっ、ソフトボール投げの記録マジ激爆じゃない？」


    　げきばく……ってのは一体どういう意味だ？


    　相変わらずギャルが使う言葉は理解できない。


    「それに握力──ひゃ、[image: ]キロ以上ぉっ!?　…………ゴリラなの？」


    　…………うわぁ。


    　いやもう、溜ため息いきしか出ねえわ。つーか柔道部勝てなくてもしょうがねえわ。


    　つーか何で測定で[image: ]キロ以上なの？　あ、確かココにある握力計って[image: ]キロまでしか測れないんだっけか？　あーまた測定不能ですか、そうですか。


    「いえ、人間ですが。ちなみにゴリラは大体[image: ]キロ以上あるので、とても敵かないません」


    「いやいや何言ってんだし。熊殺しのくせに」


    　……え、は？　く、熊？　殺し？


    　めっちゃ悍おぞましいワードが出てきて思わず耳に意識が集中する。足は震えているが。


    「ですから殺していません。撃退しただけです」


    　いやいやいやいやいやいやいや。撃退って何さ！　追い返したってことだよな？　熊を？　お前マジでなにもんなんだよっ！


    「あ、そうそう。ほら、理り菜な」


    　急に話が変わり、桃ノ森の背後でずっとバツが悪そうな表情をしていた彼女の友人である舞まい川かわ理菜って名前の女子が、桃ノ森に背中を押されて、不々動の前に出される。


    「あっ、ちょ、ももり！」


    「ほーら、言いたいことあんでしょ！」


    　そうして不々動と舞川が対面する……が、舞川は明らかに目が泳ぎ戸惑っている。


    　不々動も状況が摑つかめていないようで、軽く首を傾かしげていた。


    「っ…………ふ、不々動……くん」


    「いえ、ふが一つ多いです。自分は不々動です」


    「!?　ち、違うから！　今のはつっかえただけだし！」


    「あ、そうだったんですか。それは申し訳ありません」


    「え？　あ、ううん。その……えと…………うぅ、ももりぃ～」


    　助けを求めるように舞まい川かわが桃ももノ森もりを見るが、桃ノ森は「だーめ」と言って笑顔で、舞川の背中をもう一押しする。


    　するとしばらく困惑気味だった舞川は、深呼吸をしたと思ったら、あろうことか頭を下げた。


    「遅れちゃったけど、前はごめんっ！」


    「……はい？」


    　いきなりの謝罪の意味が不ふ々ふ動どうには分からないらしい。


    「……ほ、ほら、前にその……教室でアンタのこと責め……たでしょ？」


    　俺も思い出す。不々動と桃ノ森に一ひと悶もん着ちやくがあった時のことを。桃ノ森を不々動が泣かせたと、彼に舞川が詰め寄ったのである。


    　どうもあれは桃ノ森が勘違いしたことで起きたらしく、不々動にまったく非はなかったらしいが。


    「ほ、本当はもっと早く謝らないといけなかったと思う。でもその……」


    「ああ、気にしないでください」


    「え？」


    「この見た目ですし、謝るのにも怖かったのでしょう。自分も気にはしていませんので、どうか舞川さんも気にしないでください」


    　…………んだよコイツ。何でそんなことが言えんの？


    　コイツ、もしかして聖人君子か何かか？


    「あ、いや違うから！　あれはもう完全にウチが悪いから！　ももりにもその……事情を教えてもらって。だから謝るのは当然で、怖いとかそんなこと全然ないから！　ただ……勇気が出なくて……」


    「あのね、ろーくん。この子、ずっと謝らなきゃって悩んでたんだ。でもこの子ね、実は男子苦手なんだよね。目も合わせられないくらいに、さ」


    　桃ノ森からの情報が入る。


    　そういえば舞川が男子と話しているところを見たことはない。


    　桃ノ森のようなギャルっぽい見た目ではあるが、実は超絶初心うぶってことだろうか。


    「それでね、苦手だからろーくんと話すのもなかなかできなかったんだよ」


    「……なるほど、そのような理由が」


    　確かに今も不々動と対面してはいるが、目が合う度たびにすぐ逸そらし、キョロキョロと忙せわしない。


    「でも謝りたいって言うから、アタシがこうして仲介役をしてるの。これだったら何とか話せるらしいし」


    　う～む。ギャルなのに男が苦手か。ギャルゲーじゃ、なかなか魅み力りよく的てきな属性だな。


    　きっとそのギャップは多くの男性ファンを虜とりこにするだろう。実際そういう理由なら俺も〝推し〟にしていいヒロインでもある。まあ、あくまでもゲームの中だけの話だが。


    「…………やはり舞まい川かわさんは優しい方ですね」


    「「ふぇ？」」


    　舞川はともかく、思わず俺もそんな声を出してしまった。


    　ヤッバ、聞かれてねえよな？


    　……ふぅ。どうやら気づかれなかったようだ。


    　しかし不ふ々ふ動どうの奴やつ、一体どういうつもりだよ？


    「や、優しい……？」


    「はい。男子が苦手にもかかわらず、あの時一人で自分に詰め寄ってきました。普通はできないことだと思います」


    　だよな。今の舞川を見ると、とてもじゃないが自力で起こせない行動だったはず。


    「しかしあなたは震える身体からだを押して、恐怖に負けじと行動を起こした。それは大切な友達のため。友達のためにそこまでできる人を自分は知りません。ですから、舞川さんは胸を張っていいと思います。少なくとも自分はとても優しく強い女性だと理解しました」


    「～～～～～～～～っ!?」


    　直後、彼女の顔が面おも白しろいように真っ赤に染め上がると、ボフッと彼女の顔から湯気のようなものが浮き出た。


    　パクパクと、何かを言いたいのか、口を動かすが言葉にできていない。


    　つか何これ？　何を見せられてんだ？


    　いやまあ、不々動の恥ずかしくなるような言葉で、舞川が照れＭＡＸになってんのは分かったけど。


    　てかよくもそんな歯の浮くようなセリフ吐けるよな。コイツ、ギャルゲーの主人公かよ。


    「ちょ、ちょちょちょ！　ろーくんっ、何アタシの友達口説いてんだしっ！」


    　あ、やっぱり桃ももノ森もりもそう思ったんだ。


    「……？　いえ、口説いていませんが？」


    　本人は何をバカなとでも言いたげだ。


    「と、とにかくこれで仲直りね！　ほ、ほら行くよ、理り菜な！」


    　いまだトリップ中の舞川を連れて、そそくさとその場を去って行った。


    　そして不々動はというと……。


    「…………舞川さん、顔が赤かったですね。……風邪かぜでしょうか？」


    　などと呟つぶやいていた。


    　アホかボケ！　目ぇ腐ってんのか！　どう見てもお前の言葉が原因だろうが！


    　今時鈍感系主人公なんて流行はやんねえんだよ！


    　いや、もしかして実は知ってて女を手玉に…………ああないわ。コイツ、マジで心配そうに見てるし。どうやら超絶初心うぶは、コイツの方だったらしい。


    　けど……。


    　俺はチラリと不ふ々ふ動どうの横顔を見つめる。


    　……確かに目つき鋭いし、額の傷もあって威圧感はあるが、見ようによってはイケメン寄りだ。怖いタイプの？　いや、さすがにイケメンってのは言い過ぎか？


    　何というか主人公ではないが、敵役で出てきそうな陰のある人気キャラみたいな？


    　身体能力はバケモノスペックに、容姿も偏かたよりこそあるが上等な部類で、今のやり取りを見て分かる通り性格も良い。


    　……………………羨うらやまし過ぎだろっ！


    　どこの完かん璧ぺき超人だよ！　世界とか救っちゃうのかよ！


    　マジで何なんだよコイツ。知れば知るほど欠点が見当たらねえんだけど？


    　…………ああ、そっか。そう、だよな。


    　本当に噂うわさにあるような人物なら、桃ももノ森もりがフレンドリーに話しかけることはない。何せアイツはアイドル声優っていう立場もあるし、スキャンダルだって怖いだろう。でも自分からあだ名で呼んで、奴やつに近づいていく。


    　それに生徒会長ともよく二人でいるところを目撃されている。これも同じ理由で、生徒会長とも親しくなれるほどの人物ってことだ。


    　…………良い奴……なのかな？


    　それに思い返せば、朝とか目が合うとしっかりと俺に挨あい拶さつをしてくれる。


    　敬語口調もそうだし、授業だって俺と違って寝ているところを見たことない。


    　きっと真ま面じ目めなんだろうな。そして自分というものをしっかり持ってる。


    　だけどその見た目や噂もあって他人は近づかない。


    　でも一度近づいてみれば、コイツの価値に気づくんだ。


    　…………もっと話してみてえかもな、コイツと。


    　そんなふうに思えたのはいつ以来だろうか。


    　ただ、やっぱり、と思うことはある。


    　コイツも俺のことを見て内心で笑うんじゃないかって。


    　チビで女顔で、身体からだつきも男っぽくない俺を見て、まさに対極にあるようなコイツにもそんな目で見られたら、もう誰も信じられなくなる。


    　だから手を伸ばすより、最初から出遭わなかったように振る舞う方が賢い……かもしれない。


    　俺は情けねえなと思いつつも、そのままスポーツテストを続けていくのだった。


    



    



    　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～。


    　今日一長い溜ため息いきがこれでもかってくらい出た。


    　溜め息グランプリがあったら優勝しちまうくらいの勢いだろう。


    　俺は保健室から出て自分の記録用紙を見つめながらガックリと肩を落とす。


    　理由は分かんだろ？


    　──身長が一ミリも伸びてなかったんだよ！


    　ああくそぉ。まだ高校二年生だってのに、やっぱもう成長期終わったんかなぁ。


    　俺は遠い目をしながら、窓の外で優雅に飛ぶ鳥たちを見つめる。


    　…………俺も鳥になりてえ。


    　きっと奴やつらは身長とか気にしないと思うし。自由に空も飛べるし。あ、でも虫食うとかダメだわ俺。虫チョー嫌いだし。ゴキブリ？　出たら失神ですが何か？


    「早く帰って日常アニメでも観ながら癒いやされたい……」


    　これで一応午前の日程は終了。もうすぐ昼休みの時間だ。


    　午後からはスポーツテストでもダントツに嫌われているシャトルランが予定されている。


    　今日一日、授業がないというのは嬉うれしいことだが。


    　ちなみに俺は運動神経はあるが体力はそんなに自信ない。持久走なんてこの世からなくなればいいと思っている。あんなしんどいもん、やりたい奴だけやればいい。長距離走とか好んでする奴なんてドＭしかいねえんじゃねえのって思う。


    　あいにく俺はどちらかというとＳだし。攻める方だし。見た目と違って。


    「…………何か飲みもんでも買ってくるか」


    　学園には生徒も自由に購入することができる自動販売機が幾いくつか設置されている。


    「の前に、顔でも洗うか」


    　少し汗ばんでいるので、この憂ゆう鬱うつな気持ちを払ふつ拭しよくしスッキリさせるためにも洗っておこう。


    　幸い自動販売機の傍そばに水飲み場もある。俺は蛇口を捻ひねり、冷たい水で顔を洗う。


    　はぁ～、冷たい水が気持ち良いぜぇ。


    　ただそこで俺は失敗したことに気づく。


    　……ヤベェ、タオル持ってくんの忘れてた。


    　もう最悪。俺のバカ。このまま自然乾燥しろってのか？


    　ずっと下向いてねえと服が濡ぬれちまうじゃねえか。……ったくよぉ。


    　これではジュースも買えない。そう思ったらどんどん喉のどが渇いてきた。


    　気分はもうスッキリ微炭酸なのによぉ。水じゃ物足りねえし……。


    　今日は厄やく日びだなって思い、固まっていると、


    「──どうぞ、良かったら使ってください」


    　腹に響くような低音ボイスが俺の鼓膜を震わせた。


    「……は？」


    「こちら、タオルです。安心してください、まだ未使用のなので」


    「え？　あ……サ、サンキュ」


    　どこかで聞いた声だなと思いつつも、差し出されたタオルを受け取り、顔の水気を取っていく。


    　未使用なのは確かなようで、お日さんの心地ここち好よい香りがタオルを包んでいた。


    「……ふぅ。マジで助かったよ、あんがとな……って、ふ、ふ、不ふ々ふ動どうっ!?」


    　タオルから顔を上げると、そこにはまさかの人物が立っていた。


    「いえ、〝ふ〟が二個多いです。自分は不々動です」


    「知ってるよ！　つーかそのやり取りデジャブだし！」


    　ついさっきどこぞのギャルがやってたしな！


    　まさかコイツだったとは、まったく予想していなかった。


    　どこか聞き覚えのある声だと思ってたけど、すぐに気づけよ俺ぇ！


    「……あー、お前も顔洗いに来たのか？」


    　不々動は「はい」と端的に答えると、同じように顔を洗う。


    　そしてそのまま顔を上げて………………いや、タオルは!?


    「お、おい、予備のタオルはねえのか？」


    「……持ってきたタオルはそれ一つですよ？」


    「…………じゃあどうすんだよ、その……ベチャベチャだぞ？」


    「そのうち乾くかと」


    　いやまあそうだろうけどよ……。


    　俺は貸してもらったタオルを不々動に向ける。


    「……これ。俺が使っちまって悪かったけど。嫌じゃなけりゃ……どうだ？」


    「よろしいのですか？」


    「お、お前こそいいのか？　知らない奴やつが使ったタオルで」


    「？　……伏ふし見みくんはクラスメイトですよ？　知らない相手ではありません」


    「！　そ、そうかよ……」


    　コイツ、覚えてたのか。他人には一切興味ないって感じなのに。


    「ではお借りします」


    「お、おお」


    　不々動が一切の躊ちゆう躇ちよもなく俺が使ったタオルで顔を拭ふいていく。


    　あ、あのぉ、せめて俺が使った面とは逆の部分を使ったらどうすかね？


    　いくら親しい間柄でも、そこは気を遣ってしまいがちなところだと思うが、そんな考えなど毛ほどもないらしい。


    　顔を拭き終わった不々動と不意に目が合う。


    　…………えと、どうすればいいんだ？


    　何を話せばいいのかまったく分からん。ああもう、こういう時のコミュ障っぷりはマジで泣けてくる。


    「……伏ふし見みくんは、もうすべてのテストは終わったのですか？」


    　ナイス！　よくぞ先に質問をしてくれたぜ！


    「あ、ああ。あとは午後に行われるシャトルランだけだ。……まあ、サボりてえけどな」


    「もしかして持久走が苦手ですか？」


    「苦手も苦手。超苦手だ。この世から消えてしまえばいいと思ってる」


    「それは……なかなかに物騒な発想ですね。ただ自分もあまり得意な方ではありませんが」


    「そうなのか？　そのガタイだし、体力も有り余ってるって感じだが」


    「昔は剣道もしていましたが、やはりその頃と比べるとかなり劣ってしまっています。それに……疲れることは苦手ですから」


    「あはは、だよな。誰が好き好んで疲れたがるかっての。んだよ、お前も俺みてえに普通なんだな」


    「？　別に自分が特別だとは思ったことはないですが」


    「ああいやいや、そういう意味じゃなくてよ。ただこっちが偏見持ってたってこと」


    　そう、もういろいろとな。今日でコイツのこと、少なからず分かったし。


    　……って、アレ？　俺よく考えたらめちゃ普通に喋しやべってね？


    　まるで従来の連れみたいな感じで、気安く会話のキャッチボールしてるし。


    　…………けど何だか話し易やすいんだよな、コイツ。


    　見た目と違って、受け答えがあまりにも自然で親しみ感を覚える。


    　それにコイツの声だ。


    　丁てい寧ねいな口調ということもあるのか、聞き取りやすく耳に心地ここち好よい声音なのがいい。だからか、ずっと喋っていたいという気持ちにさせる。


    「それでは自分はこのあたりで」


    　そう言って不ふ々ふ動どうがその場を立ち去ろうとするのを、無意識に腕を取って止めてしまった。


    「ま、待て！」


    「……どうかされましたか？」


    　……何してんの俺？　いつからこんな強引になったの？　どうすんのこの先？


    「…………ちょ、ちょっとここで待っててくれ」


    　早口でそう言うと、俺は自動販売機へと駆け寄り二本の缶ジュースを購入する。


    「ほれ、タオルの礼だ」


    　一本のジュースを突き出すと、不々動は反射的に受け取った。


    「あ、あの……別にお礼なんていらないのですが」


    「いいから受け取っておけって。俺は誰かに貸しを作るとか好きじゃねえんだよ」


    「はぁ。……ではありがたく頂きます。ありがとうございます」


    「お、おう。俺が奢おごるなんて滅めつ多たにねえんだから感謝しろよ」


    　いやいや感謝するのは俺の方だから。つか俺って何様だよ！　ただ単に今まで奢るような友達とかいなかっただけだろ！


    「分かりました。この空き缶も大事に取っておきます」


    「いや、そこまでしなくていいから！　つーかそれはキモいぞ不ふ々ふ動どう！」


    　相手がアイドルとかなら分かる気がするけどな。


    　中にはアイドルが使った私物とか欲しがる連中もいるが、よくもまあ他人にそこまでのめり込むことができると感心する。見習いたくはねえけど。


    　俺は自分の発言に照れ臭さを感じ、顔を背けながらジュースを飲む。


    　すると俺を見ている視線を感じた。見れば不思議そうに不々動が見ていた。


    「な、何だよ？」


    「……いえ、伏ふし見みくんは不思議な人だなと」


    「は、は？」


    「この学園で自分のことを名前で呼ぶ人は限られていますから」


    「……！　あーそういう」


    　確かにクラスメイトでも、コイツのことを名前で呼ぶ奴やつは少ない。巨人やバケモノとか、あだ名で呼ぶ場合がほとんどだ。


    　もっとも、コイツに話しかける奴らの方が稀まれだが。


    「別に。だってお前は不々動だろ？　だったらそう呼ぶのは当たり前だ」


    　俺だって結構な割合であだ名で呼ばれる。


    　おチビやらチビ助、プチ虎とかミニトラックなんてのもあった。


    　全部俺の体格をいじってきてるもんばっかだ。その中でも天使とか女子に呼ばれた時は、コイツら頭おかしいんじゃねえのって思ったけどな。


    　すると不意にコイツが持っている記録表が気になった。


    「…………なあ、身体測定はもうやったのか？」


    「ええ。午前の種目はすべて終わりました」


    「ふぅん……」


    　そこで俺はよせばいいのに、ついつい好奇心で聞いてしまう。


    「……し、身長とか……どうだった？」


    「身長ですか？」


    　突然不々動の醸かもし出すオーラがどんよりとし始めた。表情にも覇気がなくなる。


    「ど、どうしたんだよ？」


    「いえ……その、また…………伸びてまして」


    「ふぇ？」


    「以前は[image: ]センチメートルでしたが、今回は[image: ]センチメートルになっていました」


    　コイツッ、まだ先があんのかっ!?


    「っ、そ、そうか。伸びてんだったらいいじゃねえか。普通嬉うれしいもんだろ？」


    「…………むしろ縮んでほしいと思っています。毎年、この測定だけは気が進みません」


    　……なるほど。マジで心の底からそう願っている様子だ。


    　確かによく考えたら２メートル超えって不便そうだもんな。さすがの俺もそこまではいらねえって思うし。


    　それに、そんなガタイが他人に悪く見られることを助長している。


    　そう、だよな。コイツはコイツで悩んでんだもんな。


    「…………俺も、よ」


    「？」


    「俺もほら、見た目こんなんだから……毎年身体測定が嫌でよ」


    「……では自分たちは、似た者同士ということですね」


    「！　……ははっ、そうかもな」


    　外見ではまったくもって似通っているところはない。むしろ真逆と言っていい。


    　だが俺とコイツは、思考が似ているのかもしれない。


    　身長という同じコンプレックスを抱いだいているということもあるし。それに──。


    　多分コイツも自分のことが──あんま好きじゃねえんだろうな。


    　きっと過去に何かあったからこその価値観なのだろうが、さすがにまだそこまで踏み込もうとは思わない。


    　俺も踏み込んでほしいとは思ってねえしな。


    　けど何だろうか。コイツと一緒に喋しやべってると、普通に楽しいって思っちまう。


    　……不思議な奴やつだよな……。


    　知れば知るほど興味が出てくるような。


    　まるで嚙かめば嚙むほど味が湧わき出てくる……ビーフジャーキー？


    　いや、そんなに味が濃いって感じじゃなくて、嚙むほどじっとりと味わいが出てくるような………………ご飯かっ!?


    　そうだ、米だ。一見クソ真ま面じ目めで味もしないような奴だと思いきや、じっくり味わっていけば米特有の甘みや深みが出てくる。それでいて飽きない。コイツにピッタリな感じだ。


    　…………てか俺、さっきから何意味分からねえこと考えてんだか……。


    「どうせ教室同じなんだしよ。一緒に戻らね？」


    　……自分で言ってビックリだ。


    　この身長差で歩いていると、またつまらねえ連中がありふれたことしか言わねえし、そういう陰でコソコソ言われるのは嫌なはずなのにな。


    　しかしさらに驚いたのは、不ふ々ふ動どうの次の発言だ。


    「いえ、自分なんかと一緒にいるのはオススメできませんので」


    「は？　……どういうことだよ？」


    「自分が他の生徒たちからどう見られているか理解しているつもりです。もしかしたら伏ふし見みくんの耳にも入っているかもしれません」


    　まあ……知ってるけどよ。


    「一緒にいたら不快な思いをさせてしまうでしょう。下へ手たをすれば、伏見くんに害が及ぶ可能性さえありますので」


    「んだよそれ。他人が好き勝手に言ってるだけだろ？　つーか俺だっていろいろ言われてんだよ。いちいち気にしてられっか」


    　噓です。すっごい気にします。超敏感ですから。


    「しかし……」


    「言わせたい奴やつには言わせとけって。俺はやりたいと思ったことをする。ほら行くぞ」


    「あ…………分かりました」


    　渋々といった感じではあるが、二人で肩を並べて歩く。


    　まあ並んでいるというより完全に凸でこ凹ぼこしているが。


    　そして案の定、俺たちを見る連中はギョッとしながら興味深そうな視線を送ってくる。


    　教室に入った時もそうだ。確かに今まで会話すらしていない二人が、一緒に並んで入ってきたのだから驚きだろう。しかも見る限りあまりにも対照的な二人という事実も、眼を引き付ける要因になっている。


    　俺は「見んなよ」と、不良のようにこっちを見る連中にガンをたれてやるが、あまり効果はないらしく、不ふ甲が斐いない思いだけが胸を締め付けてきた。


    　きっとこの睨にらみも「あら、可愛かわいいらしい」とか思ってんだろうなぁ。実際何度も言われたことあるし。


    　仮に、隣にいる不々動が睨みつけると、蜘蛛くもの子を散らすかのように静かになると思う。


    「な、なあおチビ」


    　自分の席に座ると、スポーツテスト前にも話しかけてきた奴が近づいてきた。


    「あぁ？　つーかおチビって呼ぶなよ」


    「んなことよりよ、お前巨人と一緒に入ってきたけど偶然、だよな？」


    「は？　偶然じゃねえよ」


    「へ？　いやぁ……仲良かったっけ、お前らって」


    「お前に関係ねえだろうが。ほっとけよ」


    「いやいや、友達だろ？　ほっとけるかよ」


    　……友達、ね。


    　俺、お前の名前すら憶おぼえてねえんだけど。しかもその友達が嫌がるあだ名で呼ぶか普通。


    　コイツにとって友達ってのは綿あめみてえに軽いもんなんだろうな。


    　無論、友達に関して、十人いれば十人全員がそれぞれの価値観を持っていると思う。


    　けど再認識した。コイツの友達という価値観と俺の価値観はまったく違うし、一生分かり合うことなんかねえって。


    　俺はあてつけるように大きな溜ため息いきを吐つくと、弁当を持って席から立つ。


    　そしてそのままの足で不ふ々ふ動どうの席へ向かう。


    「なあ不々動、一緒に飯食わね？」


    「…………よいのですか？」


    　不々動が周りを気にしているように目線を動かす。


    「言ったろ。やりたいようにするって。お前、いつもどこで飯食ってんの？」


    「屋上です」


    「ん、ならさっさと行こうぜ」


    　俺に何を言ったところでムダだと思ったのか、不々動は「分かりました」と答えてカバンから弁当を取り出す。


    　するとまたも耳みみ障ざわりな声が聞こえてくる。


    「ね、ねえ。伏ふし見みくん、どうしたの？」


    「さあ？　もしかしたら巨人に脅おどされてるとか？」


    「あーあ、俺らのプチ虎ちゃんがとうとう巨人の毒どく牙がに、ってか」


    　その直後、若じやつ干かんだが不々動の表情が暗くなったのを見た。


    　コイツは多分良い奴やつだ。少なくとも俺や周りの連中よりもずっと。それはまだ短い時間だけど、接してきた俺が分かっている。


    　今良くないことを口にしてる奴らは、コイツの本質を知ろうとしないバカどもだ。


    　見た目と噂うわさだけで判断し、陰でこそこそしかできねえ臆おく病びよう者ものばっか。


    「…………うっせぇな」


    　気がつけば、そんな言葉を俺は吐いてしまっていた。


    「俺は誰にも脅されてなんかねえよ。てか、今のやり取り見てたら普通分かんだろ」


    　あー言っちまった。てか俺もつい数時間前は、どっちかってーと、コイツを見た目や噂で決めつけてたアッチ側だったくせによ。マジで調子良くて笑える。


    　俺も見た目とか噂で判断されるのが一番嫌だったのに、そんなことを俺がしてたわ。


    　そんな現金な俺の圧倒的な正論に対し、ざわつきが一瞬にして収まった。


    　俺がこんなにハッキリと意見を言ったのは初めてだし、俺みたいな見た目の奴は強く反論しないとでも思っていたのだろう。


    　ほぼ全員がキョトンと、珍獣にでも遭遇したかのような表情をしている。


    　その姿はとても滑こつ稽けいに映り、思わず笑みが零こぼれそうになった。


    「ほらさっさと行くぞ、不ふ々ふ動どう。飯の時間がなくなっちまう」


    「あ、はい。分かりました」


    　そうして俺たちは、絶句しているクラスメイトに見送られながら教室を出て行った。


    



    



    「────へぇ、こんなとこあったんだなぁ」


    　不々動がいつも昼飯を食ってるという屋上の一角へと来ていた。


    　日当たりも良く風も心ここ地ち好よい。汗ばんだ体操服から制服に着替えていたから、なおのこと。


    　物置が壁になっていて、他の視線も届かない。ぼっちには最適な場所である。まさにベストプレイスって奴やつだ。


    「んだよ、こんな良いとこあんなら教えてほしかったぜ」


    「すみません。教える機会がなかったもので」


    「おいおい、マジで受け取んなって。今のは冗談だぞ冗談」


    「あ、そうなんですか。すみません、ユーモアのセンスがなくて」


    　コイツ、どうやっても謝ってきやがる。多分人生の中で一番言ってる言葉なんじゃねえの、〝すみません〟って。


    「ま、とにかく飯食おうぜ。もう腹減って仕方ねえし」


    　二人でベンチに座り互いの弁当を広げる。


    「って重箱じゃねえか!?」


    「す、すみません……」


    「いや、別に謝らなくていいけどよぉ。それマジで一人で食うのかよ？」


    「いつもこのくらいは」


    　なるほど。こんだけのガタイを作るには食べる量も増やさねえといけえのか。俺も頑張って…………いや、こんなに食ったら絶対吐くわ。だって小食だし俺。


    　だが少しでも背を伸ばすために、今日からちょっとずつ食べる量を増やしていこうかなって思った。


    「へぇ、不々動の弁当って今どきの若者って感じの弁当じゃねえな。種類もたくさんあるし、煮物とか漬け物とかも入ってるし」


    　聞けばコイツは家庭菜園をやっていて、自分で育てた野菜を自分で調理しているとのこと。


    「すっげえな。自炊できんのかよ」


    「とはいっても、妹のも作っているのでついでみたいなものです」


    　そういや妹がいたんだったよな。……ま、まさかコイツみてえにデカイんじゃねえだろうな。いや、有り得るから怖い。


    「伏ふし見みくんのも立派なお弁当ですが、ご自分で作られたのですか？」


    「は？　ああ、これはその……アレだ。…………姉ちゃんが、な」


    「お姉さんがおられるんですね」


    「ま、まあな。つーか今日登校してきた時に、多分見てると思うけど」


    「登校……確か今日は風紀委員の方々が身み嗜だしなみをチェックするために立っていましたが…………まさか風紀委員の中に？」


    「いや、違くてよ…………ほら、監視役の教師もいただろ？」


    「はい……今日は家庭科の伏見先生が……！」


    「気づいたか？」


    「伏見……同じ苗みよう字じです」


    「そゆこと。家庭科の伏見小こ兎とは、俺の姉ちゃんだ」


    「そうだったのですね。知りませんでした」


    「結構知ってる連中多いけどな。まあ姉ちゃんの奴やつ、俺を見かけるとすぐに抱き着いてきたりして話題になってるし」


    　その度たびに生徒たちにはからかわれるし、教師からも注意されずに微ほほ笑えましそうに見られる。
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    　こっちは家族といえど異性だし、それに何より、誰かにその現場を見られるのはやっぱり恥ずかしい。


    「仲が良いんですね」


    「……姉ちゃんが過保護なだけだ。昔っから俺を妹みてえに扱うしよぉ」


    　そう。残念なことに見た目が女の子っぽいことから、よく着せ替えさせられ遊ばれていた。もちろん女物の服を、である。


    　しかもそれは成長とともに終わることはなくて、一緒に買い物に出かけると決まって女物の服を試着させられ、写真を撮られるのだ。


    　当然俺は何度も断るのだが、泣きそうな顔をしてくるので結局俺が折れるしかない。


    「そのお弁当を見ると、伏ふし見み先生があなたを本当に心から愛していることが伝わってきます」


    「なっ……！」


    「手間暇ひまがかかるおかずもあります。とっても温かい想いを感じます。愛がなければきっと続きません。愛されていますね、伏見くんは」


    「ばっ、ちょっ、な、何恥ずかしいことをさらりと言ってんだよ！　天然ジゴロかてめえはっ！」


    「はあ……別に口説いていませんが？」


    「分かってんよ！　今の発言はちょっと俺がおかしかったなとか分かってるし！　ただアレだ……ああもう！　俺の姉ちゃんの話は終わり！　さっさと食うぞもう！」


    　んだよコイツ。愛とか、俺ら世代じゃ口にしにくいワードランキングでもトップのはずなのによ。ああくそ……何かものすっげえ恥ずかしいんだけど。


    　コイツはアレだな。距離感は近くないのに、遠距離から大砲をぶっかまして見事にクリティカルヒットさせてくる危険な奴やつだ。


    　味方ならたのもしいが、敵に回るといちいち急所をついてくるので勘かん弁べんしてほしい。


    　…………それも多分、コイツが本心で言ってるからなんだろうなぁ。


    　お世辞じゃ、さすがに俺もここまで動揺はしねえ。


    　さっきのおチビ発言のクラスメイトが、今のコイツと同じことを言ったところで全然響かねえし、「黙れ、消えろ」って思う。


    　コイツが本気で女を口説きにいったらどうなるんだろ？


    　多分……だけど、あの桃ももノ森もりは怪しい。アイツの不ふ々ふ動どうを見る目が、ただの男子を見るような目つきではないことは明らかだ。


    　異性として好き……とまではいかないまでも、友達以上の感情を持っているような気はする。


    　それにいつも物静かで地味少女として名を馳はせてるクラスメイトの繭まゆ原はらも、コイツのことを意識しているような……。前にコイツを庇かばった発言もしてたしな。


    　おいおい……そのうちコイツ、とんでもねえ修羅場とか築くんじゃねえだろうな。


    「今日はとても晴れ晴れと気持ちの良い空模様ですね。何だかこうしてここにいると、二人だけでこの心地ここち好よい空間を占有している感じで、少し申し訳ない気持ちになってきます。まあここに来る人などそういないのですが」


    　おい待てこら、そんなフラグを立てるようなことを言うとだな……。


    「あっ、やっぱいた！　ハッホー、ろーくん！」


    　ほらな。神様も案外ベタ好きなんだよ。だからこうしてフラグを回収するようなことを起こすんだっての。


    　しかも桃ももノ森もりだけじゃなく、舞まい川かわまで一緒じゃねえか。


    「あっれぇ～？　もしかして……フッシー？」


    「おい桃ノ森、そのご当地キャラみてえなヤツ、それってまさか俺のことじゃねえよな？」


    「伏ふし見みくん、だよね？　だからフッシー。どうどう、可愛かわいいっしょ？」


    　コミュ力のバケモノかっ！　よくもまあ初会話で、そんな他人に踏み込めんな！　もうビックリし過ぎて呆あきれてしまうわ。


    「クラスの子にろーくんがフッシーと一緒に教室出てったって聞いたけどマジだったんだぁ」


    　あの時、この二人は便所がどこかに行ってたのかいなかったので、俺たちが出て行ったあとに戻ってきて、クラスの連中から話を聞いたんだろう。


    「ねえねえ、一緒してもいい？」


    「自分は構いませんが……」


    「あ？　……嫌だけど？」


    　俺は素直に感情の赴くままに答えた。


    「むぅ、何でそゆこと言うの！　女の子にモテないぞ、フッシー」


    「喧やかましいわ。俺は常に一匹狼なんだよ」


    「ぷぷっ、ろーくんと一緒にいるじゃん！」


    「うぐっ……」


    　そうだった。俺もビックリの気まぐれが発動してこんなことになってるんだった。


    　こういう時は話題を変えるべきだが……。


    「……ところでその、桃ノ森の後ろでモジモジしてんのは何？」


    「え？　あー……もうほら理り菜な、いつまで恥ずかしがってんだし！」


    「あっ、ちょっ、だからウチはやっぱりいいって！」


    　舞川の視線が不ふ々ふ動どうを捉とらえると、「ひゃっ!?」と言ってサササッと桃ノ森の背後へ隠れる。


    　あー、まださっきのダメージ残ってんだなぁ。


    「……あの、どうぞ。自分はもう席を外すので、良かったら皆さんはここで食事をなさってください」


    「「「……は？」」」


    　見事にその場にいた不々動以外の声がハモった。


    「ど、どういうことだ不ふ々ふ動どう？」


    「はぁ。恐らく自分がいると舞まい川かわさんが不快な思いをするでしょうから」


    「え？　お、お前、舞川がお前のことをビビッてあんな反応してるって思ってんのか？」


    「……そうとしか考えられませんが？」


    　…………はぁぁぁぁ。


    　思わず目頭を押さえ、下を向く。


    　なるほど。コイツ、対人関係でいえば俺以上に壊滅的だわ。むしろ社会に出たら不安しかないってやつ。


    　俺もそっち寄りだけど。コイツほど自分のことを最低評価してる奴やつは見たことがない。


    　いやまあ、それだけ過去にいろいろ経験してきたんだろうけども……。


    　キョトンとしてた女子二人もハッとなってそれぞれ発言する。


    「な、何言ってんの、ろーくん！　アタシたちはろーくんがいるから来たんだし！　ねっ、理り菜な」


    「あぁうん。別にアンタのことビビッてるとかないから。それに体育館でもそう言ったはずなんだけど……」


    「そう、なんですか。本当に何ていうか……変わった人たちですね」


    　それはお前には言われたくねえ。


    　きっとその言葉は、俺だけじゃなく三人全員同じ考えだったと思う。


    「ああでも、お二人はベンチに座ってください。自分はここの縁に座りますから」


    　そう言いながら、フェンスが立てられている縁に不々動が移るので俺も一緒に動く。


    　女子と同じベンチとかハードルが高過ぎるしな。


    　女子二人は「ありがとー」と喜び、ベンチに座って弁当を広げる。


    「そう言えばさ、フッシーってろーくんと仲良かったんだっけ？」


    「別にお前には関係ねえだろ？」


    「あーまたそういうこと言うし。ダメだよ、会話のリフティング……だっけ？　ちゃんとしなきゃ」


    「いやいや、キャッチボールだから。それだと一人でコツコツと呟つぶやく根暗人間みたいになるから」


    　あながち間違っていませんけどね。よく家で独り言とかするし。その都度、姉ちゃんに「大丈夫？」って本気で心配されそうになるし。


    「何でリフティングだと根暗人間になるの？　フッシーの言ってること全然分かんない」


    「ウチも。せっかく可愛かわいい顔してんだから、もっとこうファンキーな喋しやべり方でいいんじゃない？」


    「おい舞川、ファンキーって言葉をググってみろ。可愛いって理由だったらどちらかというとファンシーじゃねえの？　いやファンシーな喋り方ってそもそも何だよって話になるけどな。つーか可愛かわいいって言うなボケ」


    　相変わらずギャルが話す言葉についていけない。


    「むぅっ、ちょっと間違っただけじゃん。それにボケって何さボケって」


    「うっさい。お前ら二人して国語力が足りねえんだよ。そんなんだと大学行けねえぞ大学」


    「フン、ウチはスポーツ推薦狙ってるからいいもんねー」


    　とは舞まい川かわの弁。


    「そんな簡単に推薦なんて取れるかよ」


    「あ、そっかフッシーは知らないもんね。理り菜なってこう見えてバスケ部のエースなんだよ」


    「バスケ部？　……確かにうちの女子バスケって強いって聞くが」


    「すっごいよー、理菜ってば試合じゃバンバンゴール決めてＭＶＰだってもらったことあるんだから！」


    　へぇ、そりゃマジで凄すごい。


    　ＭＶＰがもらえるということは、舞川は優れたバスケ選手なのは間違いないし、スポーツ推薦を狙える資質があるのは事実らしい。


    「けど確実に推薦もらえるってことはねえだろ？　もしもらえなかった時、勉強してませんでしたじゃ、どこの大学にも行けねえんじゃね？」


    「フフン。ウチの辞書に不可能って文字はないし」


    「ほう～、じゃあ今から不ふ々ふ動どうと二人っきりで会話してみろよ」


    「!?　そ、そ、それはその……だから……うぅ」


    　はい、不可能って文字がありましたね。


    「ああもう！　この子は男子が苦手なんだよ！　だからイジメないでよフッシー！　……ってあれ？　でもフッシーとは普通に喋しやべれてるよね？　どうして？　ねえ理菜？」


    　それもそうだ。……まあでも理由には少なからず心当たりがあるが……。


    「あー多分……伏ふし見みって、男に見えないから……かも」


    　ほらね、ドンピシャだったわ。ウケる～。あ、ヤバイ。ついギャル語が出ちまった。


    「それは言えてるかも。フッシー、悔くやしいけどアタシより可愛らしいし」


    「だから男に可愛いって言っても嬉うれしかねえよ。お前らだって男にカッコ良いとか言われても微妙だろうが」


    「「あー」」


    　俺の言ってることが的を射たのか、納得といった感じで頷うなずいていた。


    「だろ？　どっちかってーと、可愛いとか美人とか言われたいだろうが。男も一緒でカッコ良いって言われた方が嬉しかったりするんだよ」


    「……でもフッシーってカッコ良い……？　身体からだつきも女の子っぽいし」


    「はあ？　見てみるか？　筋肉だってあるし本気だしゃカッチカッチだし」


    「……ねえねえろーくん、腕まくって力入れてみて？」


    　とんでもないことを提案し始めた桃ももノ森もりに対し、戸惑いつつも不ふ々ふ動どうは言われた通りにやる。


    　──ボコッ！


    　擬音にするとそんな音が聞こえてくるような筋肉の盛り上がりを俺はこの眼で見た。


    　あろうことか桃ノ森が、その丸太のような腕を指差し聞いてくる。


    「……これより凄すごいの？」


    「凄いわけねえだろうが！　不々動に比べたら俺なんて枯れ木だよ枯れ木！」


    　つーか比べる相手、間違ってない？　それもう圧倒的なイジメに近いよこれ！


    「わぁ、ろーくんってば、固くておっきぃ。すっごいよぉ」


    　おい止やめろ。聞きようによっては、思春期男子が前まえ屈かがみになっちまうから。てかあまりペタペタ触ってやんなよ。明らかに不々動の奴やつ、困り顔じゃねえか。


    「……はぁ。そろそろ俺、教室戻るわ。午後の準備もしてえし」


    　俺は空になった弁当箱を持って、彼らに背を向ける。


    　何だか急に居い心地ごこちが悪くなった感じだし、不々動には悪いけどあとは任せる。


    「あの、伏ふし見みくん！」


    「ん？　んだよ不々動？」


    「その、楽しい時間を過ごさせて頂きました。ありがとうございます」


    　本当に律りち儀ぎな奴。絶対損する性格だよな。


    「おう。じゃあ……また機会があったら一緒に、な」


    　俺は軽く手を振ると、三人の視線を背後に感じながらその場を立ち去った。
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    「あー、行っちゃったね、フッシー。やっぱ人見知りなのかな」


    　どうやら桃ノ森さんも、彼があまり対人関係が得意ではないことを知っていたようだ。元々人見知りだった経験もあるから見抜けたのかもしれないが。


    「でも結構意外だったかも。ろーくんがフッシーと友達になってたなんて」


    「……友達、ですか」


    「あれ？　違うの？」


    「特別そういう関係ではないかと。会話をしたのも今日が初めてですし」


    「んー別に初めてとかは関係なくない？　ねえ理り菜な？」


    「う、うん。まあ……友達ってフィーリングみたいなもんだし」


    「そうそう。会ってすぐに友達ーって珍しくないし」


    　フィーリング……。


    　つまりは相性ということでしょうか。僕と伏ふし見みくんとの相性は…………さっぱり分かりませんね。


    　そもそもどこからが友達なのか、その境界線が今の僕には理解できない。


    　こんなことを考えるようじゃ、やはり自分には友達なんて作れないのかもしれない。


    　どーくん、どうやったらあなたのように自然と友達を作れるのでしょうか？


    　お祖ば母あちゃんにも言われたが、自分には難題過ぎて辟へき易えきしてしまう。


    「あっ、ウチらも早く食べないと時間ないよ、ももり！」


    「そだね！　じゃあさくっと食べよー」


    　そうやって和気あいあいと二人は食事し始める。


    　僕も残りを胃袋に収めて、水筒に入れている熱い緑茶で喉のどを潤うるおす。


    　そこでふと、先程まで隣に座っていた伏見くんのことを考える。


    　楽しい時間を過ごさせて頂いた。その言葉に偽いつわりはない。


    　結構強引な性格で、自分にも物もの怖おじせずにハキハキと言いたいことを言う。


    　だからこちらも気を遣わず思ったことを口にできたような気がする。


    　…………誰かに似ているような。


    　不意にそんなことを思う。そしてピンと考えが浮かんだ。


    　そうか。彼はどことなくどーくんに似ているのだ。


    　どーくんのようによく笑うといった感じではないものの、自分に対し気さくに話しかけてくるところや、喋しやべり方が似通っていた。


    　だから話してて楽しい、と思えたのかもしれませんね。


    　彼となら、またこうして話してみたい……。


    　そう一瞬思ったが、きっといつか自分のせいで迷惑をかけてしまうと思うと踏み留まってしまう。


    　かつて友達だと思っていた人たちのことが脳裏に浮かび、同じような言動をする伏見くんが重なる。拒絶されるのは慣れているが、自分のせいで彼の評価まで落としてしまうのは申し訳ないと思う。


    　……はぁ。お祖母ちゃん、やはり自分にはお友達は作れそうもありません。


    　出した結論に溜ため息いきを吐つきながらも、完食した弁当を片づける。


    　とりあえず今は、これから行われるシャトルランに向けて集中しようと残りの時間を過ごした。
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    「──うむ。ではプロットに関しては問題ないので、さっそく執筆に入ってもらってもいいかな？」


    「了解しました。できるだけ早く原稿を完成できるようにします」


    　現在、僕は自室にて、ドドド文庫という人気ライトノベルレーベルで、僕の担当編集をして頂いている日ひ中なか縁えん里りさんと電話で話していた。


    　僕には小説創作が趣味の一つとしてあり、『小説家になれぃ！』というユーザー登録数が最も多いネット小説投稿サイトにて、『不ふ動どうゴロー』のペンネームで小説を投稿していたのである。


    　そして先月のことだ。サイトを通して、自分の作品である『異世界の十眼使い』を書籍化しないかという打診が日中さんから送られてきた。


    　最初は詐さ欺ぎや間違いではと疑ったが、実際に彼女に会って、その熱量にあてられ、僕も彼女ならば信じられると思い、書籍化の話を受けることにしたのである。


    　そうして何とか４月中には納得のいくプロットを完成させ、それを日中さんに見てもらい執筆ＯＫを頂いたのである。


    　これからプロットをもとに原稿を書き上げ、一巻を完成させるという流れだ。


    「そういえば今日は何となく声が疲れている感じだな。何かあったのかい？」


    「あー実は今日、学園でスポーツテストがあったのです」


    「なるほど。しかしスポーツテストとは、また懐なつかしい。今もシャトルランはあるのかな？」


    「はい。そのシャトルランのせいで、ずいぶんと体力を持っていかれました」


    「ははっ、そうか。確かに走るのが得意な人でも、あれは自分のペースで走るわけではないから疲れるだろうな」


    　シャトルランは20メートルの距離を音楽に合わせて往復するのだが、その音楽が徐々に速くなり、ついていけなくなると記録はそこまでになってしまう。


    　ランニングなどでは自分のペースで走る分、慣れれば疲れにくくなるが、シャトルランは体力配分が難しく、普段から運動をしている人でもキツイものだ。


    「そういえばイラストレーターの件だが」


    「あ、はい。メールでは決まったと仰おつしやっていましたが」


    　先日、彼女からそのように通知が来た。


    「うむ。かなり多忙な人でな。ようやく口説き落とすことに成功したよ。それも君のお蔭かげだ」


    「え？　自分の、ですか？」


    「ああ。最初は忙しさもあり断られていたのだが、その人は君の名前を告げるとすぐに了承してくれたのだよ」


    「は、はぁ……」


    　何な故ぜでしょうか？　顔見知り？　……いえ、イラストレーターさんの知り合いはいないはずですが。


    「何でも、ネットの『不ふ動どうゴロー』のファンらしいよ」


    「そ、そうなんですか？　それは……嬉うれしいことですね」


    「結構『なれぃ』を読んでいるイラストレーターも多いぞ。中には実際に絵を描いて、作家さんに送っている人もいるみたいだしな」


    　そんな素晴らしいプレゼントをもらう人もいるんですね。


    　プロの絵師さんに絵を描いてもらえるなんて望外の喜びでしょう。


    「あの、お名前をお聞きしてもいいですか？」


    「ああ。名前は──愛あい田だもこという方なのだが」


    「愛田……どこかで……あ！　あの有名なＲＰＧのキャラデザインを担当している方ではありませんでしたか？」


    「ほう。知っていたか。その通りだ。その方は今までゲームのキャラデザしかしていなかったこともあり、今回も断られる確率は高かったが、良い意味で裏切られた」


    　驚きだ。六年前に発売されたゲームなのだが、ゲームの内容も素晴らしいのはもちろん、その世界観にとてもよく合ったキャラデザが、一気に人気の増加に火を点けたといっても過言ではない。


    　事実ネットでは無名だった愛田もこの名は津波のように広がり、ゲームの内容よりも絵師さんの話題の方が豊富だった。


    　そして瞬またたく間まにゲーム業界では引っ張りだこのイラストレーターとなっていったのである。


    　ゲームサイトなどでも、幾いくつか特集を組まれていたのを見かけたことがあった。


    　ただ顔出しがＮＧということもあって、素顔が分からないのが残念だったが。


    「君の書く作風にも十分に合ったイラストを描いてくれるのは、愛田先生しかいないと思いアタックしていたのだよ」


    「そうだったんですか。いえ、まさかそんな有名な人が担当してくれるとは……」


    　いや、それよりも自分のファンだというのがまだ信じられない。


    「あちらさんも同じだよ。君の名前を出した瞬間に、一気に食いつかれたからな。それから君の作品の魅力について、二時間以上互いに語ったのが良い思い出だ」


    　に、二時間以上も……何だか恥ずかしいですね。


    　日ひ中なかさんは作家本人の僕に負けず劣らずの作品愛を持っている方だ。そのような人と二時間以上も語れるとは、その人も相当である。


    「それで是ぜ非ひ一度顔合わせなどを、と思っているのだが。どうだろうか？」


    「か、顔合わせ……ですか。だ、大丈夫でしょうか？」


    「む？　何がだ？」


    「その、自分のこの見た目だと、きっと驚かれるか怯おびえられるか、なので……」


    「……ふむ。しかし愛あい田だ先生自身が君に会うことを望まれているからな。どうしても嫌なら断ることもできるが」


    「…………いえ、さすがにお断りするのは失礼だと思いますので」


    「そうか。あちらは大人だから君のことも理解してくれるとは思うぞ？」


    「それでも……これから一緒に一つの作品を作っていく方ですから」


    　たとえ怯えられたとしても、ここは一度会っておいた方が良いと思った。


    　仕事だけの関係上、会わない方が上う手まくいくこともあるだろう。でも向こうから会合を求められている上、相手は大人で社会人として立派に働いて成功している人でもある。


    　そんな人と会ってみたいという好奇心もあった。


    「分かった。ではそのようにスケジュールを作ろう。そうだな……顔合わせは本社で良かったかな？」


    「あ、はい。一度そちらにも伺わせてもらえればと思っていたので」


    　ライトノベルを作っている会社というのも興味はある。


    「了解だ。できれば休日の方が良いが、君もそれで大丈夫かい？」


    「こちらは特に予定などはありませんので」


    「それならあとは愛田先生の方だな。分かった。では詳しいことが決まり次第日程などをメールで送ろう」


    「よろしくお願いします」


    　そうして電話を切り、ふぅっと深く息を吐く。


    　自分の作品のキャラクターたちに絵を入れてくれる人。


    　一体どんな人なのだろうか。


    　当日は不快な思いをさせないように気をつけないといけない。


    　……はぁ、いけませんね。今から緊張してどうするんですか。


    「──にぃやぁぁん、おはなしおわったー？」


    　そこへ突然可愛かわいらしい特攻兵が現れた。マイ・ラブリー・シスターの珠たま乃のである。


    「ええ、終わりましたよ珠乃」


    「にへへ～、じゃあいっしょにおふろはいるぅー！」


    「はい。お待たせしましたね。では行きましょうか」


    「うん！　あのね、きょうはね、せんせーにほめらえたよ！」


    　相変わらずの舌っ足らずは健在で、僕の手を小さな手でギュッと握ってくる。その手の持ち主は、無邪気な笑顔をいっぱいに溢あふれさせて、今日あったことを語り出す。


    　そのまま二人で風呂に入り、身体からだを洗ってから一緒に浴槽へと入る。


    「んとねー、こんどね、おゆうぎかい？　があるからね、いまみんなでがんばってうのー」


    　ふんふんと珠たま乃のの話を聞く。温かい湯に浸つかって、愛いとしい妹の声を聞く。


    　何ですかこれは。天国ですかここ。


    　これだけあればもう何もいらないとさえ思ってしまう。


    　珠乃もつい最近５歳となり、段々と舌足らずな喋しやべり方もまともになっていく。


    　それを寂さびしいと思うのはおかしいでしょうか。


    　それにいずれはこうして一緒に風呂に入ることもなくなる。


    　そんな時期が来ることを思うと、ついつい目頭が熱くなるものだ。


    　子供の成長は嬉うれしいが、やはりどこか物寂しいものも感じる。


    　珠乃も、思春期を迎えた頃には異性である僕を鬱うつ陶とうしく思ったりするのだろうか。


    　…………死ねますね、それは。


    　ちょっと、男臭いから近寄らないでよお兄ちゃん！


    　などと言われたら、そのまま永眠しかねないほどの心痛を覚えることだろう。


    「そういえば珠乃はお遊戯会で何をするんでしたっけ？」


    「うんとねー、それはねー、マッチうりのしょーじょー！　にへへ～！」


    　ああもう可愛かわいい。この時間が永遠に終わらなければいいのに。


    　でもお遊戯会ですか。


    　保護者を招いて、園児たちが様々な遊戯を披露するのだ。


    　珠乃が通っているのは、ここらへんの子たちが通う【おおわかば幼稚園】だ。


    　年長である珠乃が所属する『いちご組』は劇をすることが決まっている。


    　演目は──『マッチうりの少女』。


    　そこで珠乃は見事主役をするらしいのだが……。


    　実は珠乃から聞いたところ、主役の少女役は五人もいるとのこと。


    　ただ本来この話はおよそハッピーエンドとは遠く、結構シビアで物悲しい物語だが、珠乃がやる話は全員が幸せになれるような話に書き換えられている。


    　何でも最近こういう原作ブレイクとも呼べるようなことが増えているらしい。


    　幼い子供たちが悲しまないように、最後はみんな笑えるような物語にして演劇をする。


    　競争意識というのも、負けた子たちが可か哀わい相そうということで、駆けっこを行ったとしても、全員が手を繫つないでゴールをするのだ。


    　いわゆる誰もが悲しまずに笑顔で終わることを旨むねとした方策である。


    　この『マッチうりの少女』でも、一人だけが主役に選ばれたら他の選ばれなかった子たちが可哀相だということでそうなっているとのこと。


    　確かに珠乃が誰かに負けて悲しんだりするのはやっぱり嫌……だと思う。


    　だが、それもまた教育の一環なのかもしれない。こうして適度なストレスを与えることで逞たくましい人間性を養う。今の過保護な環境に子供たちを置くという、時代の流れに不安を覚える人もいるだろう。


    　中には小学生でも、呼び捨てなどを禁止して男女問わず〝さん付け〟で呼んだり、何をするにも〝みんな一緒に〟というのを意識して行動させている。


    　僕としては別に構わない試みだと思うし、自分の子供がストレスフリーで、ずっと笑うことができているならと容認、もしくは推奨している親御さんも多いとのことだ。


    　僕自身、あまり競争すること自体は得意ではないが、もしかしたらもう少し競争意識を高める環境の方が、次代を担になっていくであろう子供たちの育成には良いのかもしれない。


    　ただ僕が願うのは、どんな環境でも珠たま乃のや子供たちが笑顔で過ごせること。これさえ守られれば十分だと思っている。


    「ゆーちゃんがね、きょうね、せんくんになかされたの」


    　ゆーちゃんというのは、確か珠乃と仲が良い女の子だ。


    「……せんくん？　もしかしてお友達ですか？」


    「う～ん、いぢめっこ？」


    　聞けばゆーちゃんを集中的にからかったりしているとのこと。


    　内容は可愛かわいらしいものばかりで、小さい子によくある、気になる子へついつい意地悪しちゃう程度のものだ。そのせんくんは、ゆーちゃんのことが好きなのかもしれない。


    「だからね、たまがね、ゆーちゃんをまもってるの！」


    　どうやら珠乃はゆーちゃんにとってのナイトらしい。


    「友達思いですね珠乃は。偉いですよ」


    　頭を撫なでてやると「にへへ～」と頰ほおを緩める。


    「……他に友達はいっぱいいますか？」


    「うん！　しーちゃんでしょ、りーちゃんにまーちゃんに……」


    　友達が多い珠乃は、どちらかというとどーくんに似ている。


    　僕は幼稚園児時代でも友達はいなかったので。


    　対してどーくんは、どの時代でも友達は豊富だった。


    　珠乃も、初対面では人見知りを発動させてしまう、というところだけが僕に似ている。


    　それでもすぐに相手が良い人だと判断すると、桃ももノ森もりさんのように相手との距離を詰めて仲良くなるのだ。


    　…………さすがに友達の作り方を珠乃に聞くのは違いますよね。


    　まだ園児のこの子に頼るのは兄としての細やかなプライドが拒んでしまう。珠乃には、できれば頼れる兄として見ていてほしいから。


    　そのあと、僕は風呂から出るとすぐに執筆作業に入った。


    　いつもなら珠乃の遊び相手になってやるが、今日は我慢してもらったのである。


    　今頃はお祖じ父いちゃんが珠たま乃のに馬乗りにされ遊ばれていることだろう。


    　僕同様に孫である珠乃を溺でき愛あいしているので、きっとヘトヘトになるまで相手するはずだ。


    　それで腰を痛めて、お祖ば母あちゃんにマッサージをしてもらいながら幸せそうに眠る姿を何度か見ている。


    　…………ん？


    　傍そばに置いていたスマホが震えたので、一体誰からの連絡だろうと思い確認してみて「え？」となった。


    　新着メールが三件もあったのである。


    　恐らく風呂に入っている間に二件来ていたのだろう。そして今、もう一件送られてきた。


    　見ると三人の人物たちからのメール。


    　一人は桃ももノ森もりさんで、内容は現在写真撮影の休憩中で、時間があったからメールをしたとのこと。今僕が何をしているのか聞いてきていた。


    　こんな時間まで仕事をしているとは、さすがは売れっ子声優さんである。


    　彼女は幼い頃、どーくんと交わした約束を守り、夢を叶かなえてアイドル声優になった。本当に頑張り屋で感心させられる人物の一人だ。もしどーくんが生きていたら、きっと二人はとてもお似合いのカップルになっていたはず。


    　僕が執筆作業中だと伝えると、すぐに返事が来て『ごめんねー、邪じや魔まして。また連絡するから。おやすみー』と気遣いのメールが来た。


    　次に二人目──多た華か町まち先輩だ。彼女は僕が通う学園の生徒会長で、誰もが尊敬し憧れる文武両道の才女である。


    　ただ、驚くことに『不ふ動どうゴロー』のファンで、その繫つながりからこうして親しくさせてもらっていた。


    　ちなみに僕が作家デビューすることを知っているのは、身内以外だと、桃ノ森さん、多華町先輩、生徒指導の友とも枝え先生の三人である。


    　その中の一人である多華町先輩からは、どうやらお馴な染じみになっている、ネット小説の投稿催促メールがきているようだ。


    　まあそれはもう挨あい拶さつのようになっているので気にはしていない。本題は別にあり、明日の放課後に生徒会室へ来てほしいとのこと。


    　僕は断る理由もないので了承の返事を送っておく。


    　最後に繭まゆ原はらさんから来ていた。


    　クラスメイトの彼女とは主にラノベの話で、最近こうしてメールのやり取りをするようになった。


    　多分一度電話をしたあの日がきっかけではなかろうか。


    　それから街の清掃活動など一緒に行うことで、クラスの中では桃ノ森さんに匹敵するほど喋しやべる間柄になっているかもしれない。


    「また面おも白しろそうな新刊でも入ったのでしょうか」


    　彼女は、見た目も性格もとても穏やかで大人しいのだが、一度ラノベの話になると、周りの目を気にせず夢中で語り出すくらい大のラノベ好きだ。


    　だから僕とも趣味が合い、彼女には時折お薦すすめのラノベを教えてもらっている。


    　そんな彼女からの、新しいお薦め本の紹介かなと思い文章を目で追う。


    『突然のメールごめんなさいです！　実は少し相談したいことがありまして、良かったら連絡ください。あ、でも忙しいなら別にいいですから無理しないでくださいです！』


    　腰の低い繭まゆ原はらさんらしい言葉だ。スマホの向こうで頭を下げながらメールを送っている姿がありありと思い浮かぶ。


    　僕はパソコンをジッと見つめ……そしてパタンと閉じた。


    　すぐに繭原さんに電話をかけたのである。


    　すると呼び出し音が鳴ったと思った瞬間に──。


    「は、はははははいっ！　みゃ、みゃゆひゃらでしゅっ！」


    　嚙かみまくりだが、舌は嚙まなかったのか心配である。


    「こんばんは、繭原さん。不ふ々ふ動どうです」


    「あ、ああああの！　お、お忙しくなかったでしょうか!?」


    「問題ありません。相談したいとのことでしたが？」


    「あ、はい。その……じ、実はですね……うちには弟がいまして」


    「弟さん、ですか。お会いしたことはありませんね」


    　彼女の実家は書店を営んでおり、僕もかなりの頻度でお世話になるが、彼女の弟らしい子とは会ったことはなかった。


    「えと、まだ４歳で、いつも家の中でゲームばかりしているので。できればお店の手伝いとかしてくれたらお母さんたちも助かるんですけどね。あ、でもすっごく良い子なんですよ！　前に私の誕生日に手作りのプレゼントを作ってくれたんです！」


    「なるほど。繭原さんと一緒で、とても心根の優しい子なんですね」


    「そ、そんな……優しいなんて……ぁう……」


    「？　繭原さん？　どうしました？」


    「い、いえ！　何でもありません！　私、不意打ちには負けませんから！」


    　不意打ち？　何のことを言っているのだろうか？


    「そ、それでですね！　その弟が通ってる幼稚園で、近々お遊戯会が行われるんです。ご存じだと思いますけど」


    　おや、お遊戯会？　どこかで聞いた話ですね。……ご存じ？　今、繭原さんはご存じって言いましたよね？


    「そのお遊戯会で弟がやる演劇ですけど、ちょっと問題が起きているのを知っていますか？」


    　ご存じについて聞こうとしたが、先に話されてしまい聞きそびれる。ただ聞き方が、まるで僕が弟さんの通う幼稚園のことを知っているかのようだ。


    「えっと……演劇……ですか。問題とはどういったことですか？」


    　とりあえずまずは彼女の話を最後まで聞いてみることにした。


    「まだ聞いていなかったんですね。何でも女の子たちは『マッチうりの少女』をやりたいと言っていて」


    　……ん？　またも既視感のあるワードが聞こえてきたんですが。


    「男の子たちは『泣いた赤鬼』をやりたいらしくて。あの、ご存じでしょうか『泣いた赤鬼』のお話は？」


    「はい。何と言うか少し悲しいお話ですよね」


    「そうなんです。でもそこはその……原作を書き換えて、ハッピーエンドにするらしくて。悲しくて泣くのではなく、嬉うれしくて泣く、みたいな」


    　内容は確かこうだ。


    　とある山の中に、人間と遊びたいと願う一人の赤鬼がいた。いろいろ仲良くなるために画策するが、ことごとく失敗してしまう。


    　そんな赤鬼を不ふ憫びんに思った親友の青鬼が、こう提案する。


    『自分が暴れ回るから、それを君が倒す。そうすれば人間たちは感謝して、赤鬼のことを認めてくれる』


    　そして実際に青鬼は大暴れをして、赤鬼が人間たちを守るために戦う演技をする。


    　見事策略は成功し、赤鬼は人間たちと楽しい日々を暮らしていく。


    　しかしふと気になるのは、青鬼がそれから姿を見せないことだった。


    　赤鬼が、彼の家を訪ねると一枚の貼り紙が。


    　そこには要約してこう書かれていた。


    『自分が傍そばにいれば、せっかく仲良くなれた人間たちが怯おびえる。それは君にとって邪じや魔まになってしまう。だから自分は旅に出る。いつまでも友達だよ。元気で』


    　その言葉を見た赤鬼は、失った心優しい親友の大きさに嘆くという話だ。


    　だが繭まゆ原はらさん曰いわく、青鬼も一緒に人間たちと遊べるようになり、ハッピーエンドな物語として劇を行うとのこと。


    「なるほど。……ちなみにですが、一つお聞きしてもいいですか？」


    「あ、はい。どうぞ」


    「弟さんが通ってらっしゃる幼稚園のお名前は？」


    「え？」


    「え？」


    　互いに同じ言葉を漏もらして、少し沈黙が流れる。


    「……あ、あのぉ、もしかして知らないんですか？」


    「何がでしょうか？」


    「弟が通っている幼稚園は────【おおわかば幼稚園】ですよ？」


    



    



    　──翌日。


    　本日は少し早めに学園へ行き、その足で動物たちが飼われている飼育エリアへと向かう。


    　そこにはすでに竹ぼうきで小屋の周りを掃除する繭まゆ原はらさんがいた。


    「おはようございます。今日も早いですね、繭原さん」


    「あ、お、おはようございます！　今日も大きくてすっごく良いと思います！」


    「は、はぁ、ありがとうございます」


    　それは誉ほめ言葉なのだろうか……うん、きっと彼女にとってはそうなのだろう。


    　僕たちはともに飼育委員で、毎週金曜日を担当し、掃除や餌えさやりなどを行っている。


    　慣れた手つきで僕たちは動物たちの世話をしていく。


    　そして一通り終わったところで、僕は学園に来る前に買っておいたミルクティーを彼女に手渡す。


    「あ、あのあの！　悪いですよ！」


    「いいえ、受け取ってください。いつも面おも白しろい本を紹介して頂けるお礼でもありますし」


    「…………ありがとうございます」


    　自分の分も買っていたので、二人で一緒に喉のどを潤うるおす。


    「そういえば例の話なんですが」


    「ああはい。えと……幼稚園でもどっちの演劇にするかまだ確定はしていないようでして」


    「なるほど。珠たま乃のからそんな話は聞いていなかったものですから」


    「そうだったんですね。でも私も驚きました。まさか珠乃ちゃんと弟が一緒の幼稚園に通ってたのを不ふ々ふ動どうくんが知らなかったなんて」


    　昨日の電話でのやり取りに感じていた違和感を、そのすぐあとに繭原さんが拭ぬぐってくれた。


    　彼女は以前、珠乃の制服姿を見ていたので、自分の弟さんと同じ幼稚園だと気づいていたようである。同時に僕も知っているだろうと思って相談を持ち掛けてきたらしい。


    　あいにく僕は弟さんのことは知らなかった。会っていても、自己紹介などはしていないので気づかなかったのである。


    「本当に奇遇ですね。この辺りには三つほど幼稚園がありますけど、何だか運命を感じちゃいます」


    「運命？」


    「ふぇ？　あっ、ち、ちちちちちち違いましゅよ！　そのっ、運命というのは偶然だなぁとか奇遇だなぁとかそういった意味であって、決してそこには深い意味などはなくぅ！」


    　突然両手をブンブンと振ってあわてふためく繭まゆ原はらさんに驚くが、とにかく大人しくしてもらわないと。


    「お、落ち着いてください。何だかよく分かりませんが、僕は繭原さんの弟さんと珠たま乃のが一緒の幼稚園で良かったと思っていますから」


    「……え？　ほ、本当……ですか？」


    「はい。こうしてともに同じ悩みを相談し合えるので助かります」


    「不ふ々ふ動どうくん……！」


    　今度は何な故ぜか感動したように目を潤うるませて僕を見つめてくるが、とりあえず落ち着いてくれたようでホッとする。


    「……それで演劇のお話なんですけど、先生たちもどうしようか困っているらしく、それで保護者の方たちにもアンケートをと聞いたみたいなんですけど、それが見事に……」


    「半々だったわけですね」


    　珠乃が所属する『いちご組』は、男女ともに七人ずつ均等に分かれている。


    　男子は『泣いた赤鬼』、女子は『マッチうりの少女』と綺麗に意見が分かれ、親たちもやっぱり自分の子供の意見を尊重したいということで、結果的に五分五分になっているとのこと。


    　ちなみに不々動家はお祖ば母あちゃんがアンケートに答えたそうで、やはり珠乃の意思を受け入れた。


    　お祖母ちゃんも演目に関して揉もめていることを言ってくれていれば良かったのにと思うが、すぐに解決するものだと思い黙っていたらしい。


    「それで今、どっちの劇にするか保護者も交えて議論していると？」


    「はい。うちのお母さんも数日前に行われた保護者会に出たらしくて。でもやっぱり決まらなくて」


    　特に子供たちは、自分らが主張する劇をやりたいということを譲らないので、親も先生方も悩んでいるという。


    「何か良い案があればな、って不々動くんに相談したんです」


    　そう言われても難しい問題である。


    　子供たちの意見を尊重したいという考えは大事だ。


    　けれどそれを重視した結果、今のような事態に陥おちいってしまったのである。


    　ただここで親や先生が勝手に決めるというのも、今の時代ではこれまた難しい話。


    　そんなの一部の子供たちが我慢することになり、それはみんなで仲良くという精神が崩れていると指摘され、下へ手たをすれば我慢をすることになった子供側の親に逆切れされるかもしれない。


    　中には幼稚園にまで殴なぐり込んできて、子供たちがいる前で怒鳴り声を上げた親もいたという。


    　いわゆるモンスターペアレントという奴やつだ。自分の子供を何よりも優先し、まるで王子様やお姫様のように扱ってもらわないと気が済まない。


    　教育現場では、こういう親たちの存在には本当に困っているらしい。


    「今度の日曜日にも保護者会が行われるんですが、その時私も一緒に来てほしいってお母さんに言われてて。それで……その、ご迷惑かもしれませんけど、もし良かったら不ふ々ふ動どうくんにもついてきてほしい……なと」


    　上目遣いで嘆願してくる繭まゆ原はらさん。長い前髪からチラチラと見える瞳ひとみは濡ぬれたような熱っぽさを感じた。


    「……そう、ですね。自分も他人ひと事ごとではありませんし」


    　何よりも大事にしている珠たま乃ののためでもある。


    　このままでは結局決まらず、最悪お遊戯自体ができなくなる可能性だってある。それは一部だけではなく、『いちご組』の園児たちやその家族全員が悲しむ事態を招いてしまう。


    　何としてもそれだけは避けなければならない。


    「自分に何ができるか分かりませんが、珠乃たちが楽しんでお遊戯を披露できるように尽力します」


    「ほ、ほんとですか！　ああ、やっぱり不々動くんに頼んで良かったぁ。えへへ」


    　本当は時間があれば執筆作業にあてたいが、身内が関わっている以上、そしてこうして頼まれた以上は無下にできない。


    　とりあえず良い案を互いに考えようということで、飼育委員の仕事を終え一緒に教室へと向かっていった。


    　その日は普段と変わらぬ日常を過ごしたのだが、気になったのは伏ふし見みくんが欠席していたことだった。


    



    



    　──放課後。


    　昨日のメールの通り、多た華か町まち先輩が待つ生徒会室へと足を運んだ。


    　ノックをすると、中から透き通るような多華町先輩の「どうぞ」という声が聞こえた。


    「失礼します」


    　扉を開けて中に入ると、そこには見知った顔ぶれが揃そろっていた。


    「待っていたわよ、不々動くん」


    「こんにちは。紅茶を淹いれますので、どうぞお座りください」


    　もう一人は柴しば滝たき姉妹の姉の方──夏なつ灯ひさんだった。


    　僕が席に座ると、夏灯さんがカップに紅茶を淹れてくれる。


    　その姿はとても絵になり、少し見入ってしまう。


    　そこへバタンッと大きな音を立てて扉が開く。


    「こんにちはー！　みんな大好きアキちゃんの登場だよー！」


    　元気一杯、満面の笑みの彼女は、まるでアイドルかのように登場した。


    「はぁ。秋あき灯ひ、扉は静かに開けなさい」


    「はぁい。ごめんなさーい、お姉ちゃん！　ってあれ？　悟ご老ろうくんも来てたんだねー！」


    「こんにちは、秋灯さん」


    「うんうん、相変わらずの存在感！　良いよ！　この絵力は魅み力りよく的てきだよー！　パシャリ！」


    　そう言いながら嬉うれしそうにスマホで写メを撮る。


    　だから許可もなく撮らないでほしいのですが。


    「ちょ、ちょっと待ちなさい二人とも！」


    　突然我らが生徒会長の声がこだました。


    　皆の視線が彼女へと当然のごとく向かう。


    「あ、あ、秋灯？　き、聞き間違いかしら？　今あなたの口からご、ご、悟老くんって聞こえたのだけれど？　そ、それに不ふ々ふ動どうくんも……秋灯のことをな、名前で呼ばなかった？」


    「嫌ですねぇ、会長。ちゃんと聞いてましたかー？」


    「そ、そうよね。今のは幻聴よね、うん」


    「もうしっかりしてくださいよー。ねぇ、悟老くぅん」


    「やっぱ呼んどるしっ！」


    「ちなみに悟老くんには名前で呼んでもらってますよー。あ、お姉ちゃんもですけど」


    「何やてっ！　どういうことなんっ、不々動くん！」


    　何でそこまで怒ってらっしゃるのでしょうか。ハッキリ言って怖いです。


    　それに感情的になると関西弁になってしまう癖くせが発動してしまっている。


    「わ、私だってまだ苗みよう字じでしか呼んでへんし、呼ばれたこともあらへんのに……！　まさか伏兵なんか？　今までそんな素振りとかなかったやん？　ていうか夏なつ灯ひもなん!?」


    　クワッと凄すごい形相で多た華か町まち先輩が夏灯さんのことを睨にらみつける。


    　僕だったら思わず後ずさってしまいかねないが、何な故ぜか夏灯さんは頰ほおを染めて息を荒くする。


    「はぁはぁ、怒った顔の会長も素晴らしい。これは是が非でも後世に残さねば……」


    　妹と同じように素早く写メを撮る夏灯さん。さすがは姉妹、どこまでもやることは似るようだ。


    「ちょっと夏灯！　撮っとらんで説明しぃ！」


    「はぁはぁ……ジュルリ。おっと、失礼。おほん……ではご説明致します。あ、その前にこちらもどうぞ、お茶請けのカステラです、悟老くん」


    「あ、はい。ありがとうございます」


    「!?　夏なつ灯ひまで不ふ々ふ動どうくんを名前呼びやて……っ!?」


    　何な故ぜそこまでショックを受けているのか分からないが、少し現実逃避したい気持ちで紅茶を口にしてみる。


    　香かぐわしいニオイが鼻び腔こうをくすぐり、ちょうど良い温度が口内を温めていく。


    　何だか高級感すら漂う味で、思わず唸うなった。美お味いしい──と。


    　それに用意してくれたカステラも程よい甘さで、紅茶にマッチしていて幾いくらでも食べられそうだ。


    「会長、実は例の清掃活動の時にですね──」


    　そうして夏灯さんが興奮気味の多た華か町まち先輩へと説明し始めた。


    「──それで連絡先まで交換し、苗みよう字じだとどっちか分からないから下の名前で呼ぶことにしたと。そういうわけね？」


    「そういうことです、会長」


    「で、でもあなたたちが名前呼びする必要はないのではなくて？」


    「えーだってぇ、アキは呼びたいから呼んでるだけだしー」


    「そうですね。私もこちらが呼ばれているのに失礼かと思いまして」


    「うっぐ……」


    　どちらも反論の余地すら感じないのか、多華町先輩は言葉に詰まっている。


    「そ・れ・と・もー、会長ってばアキたちに嫉しつ妬としてるんですかー？」


    「し、し、嫉妬!?　そ、そそそそそんなことするわけがないでしょう？　まったく変なことを言う子ね。私は天下の生徒会長よ？　嫉妬されることはあってもするようなことなど存在するわけがないでしょう？　そもそも名前呼びなんて別に大したことはないわ。ただ急にあなたたちの関係が深まったように見えて不思議だなって思っただけ。決して羨うらやましいとか思ってなんていないのだから。ええ、そうだとも」


    　よくもまあ息継ぎなしでそれだけの長文を語れたものだ。


    　早口過ぎて途中何を言っているのか分からなかったけれども。


    　そんな多華町先輩の姿が珍しいことが面おも白しろいのか、柴しば滝たき姉妹は揃そろってニヤニヤしながらまたもパシャリとやっている。


    　ああ、あとで怒られても知りませんよ？


    「と、ところで多華町先輩、今日はどのようなご用件で？」


    「大体不々動くんと私は二人と違って強い繫つながりがすでに……って、何か言ったかしら、不々動くん？」


    「いえ、ですからここに呼ばれた理由をお尋ねしたいんですが」


    「ああ、そうだったわね。別に難しいことではないわ。先日の清掃活動のお礼を改めて伝えておきたくてね」


    「そんな……。それに手伝ったのは自分だけではないので」


    「そういえばあなたのクラスメイトの繭まゆ原はらさんもだったわね。いずれ彼女にもきちんとお礼はするわ。ただ彼女を連れてきてくれたのもあなただからね」


    　結果的に手伝うという形になったが、恐らくこの話がなくとも祖父母から手伝うように言われていたと思うので、感謝されるような大したことはしていない。


    「何かしてほしいことがあれば言いなさい。できるだけ応じましょう」


    「わお、会長ってばだいたーん」


    「そうですね。これが一般の男子ならばすぐにでも止めるべきですが、相手は悟ご老ろうくんなのでそこは安心でしょう」


    「何を言っているのかしらあなたたちは。今回の件だけでなく、彼にはいろいろ生徒会を手伝ってもらっているのだから恩を返すのは当たり前でしょう？」


    「そですねー。つ・ま・り、会長は悟老くんに身体からだで返す、と」


    「……ふぇ？」


    「あぁ、とてもいやらしいです会長」


    「んなっ!?　そ、そそそそそそういう意味で言うてんのとちゃうわ！」


    「へぇ、でもできるだけ応じるんですよねー？　ということはー、悟老くんが会長自身がほしいって言ったら？」


    「わ、わわわ私自身っ!?」


    「もしくは会長のあられもない姿を写真に収めたいと言われたらどうでしょうか？」


    「わ、私の裸っ!?」


    　……とりあえず柴しば滝たき姉妹は物もの凄すごく楽しそうです。


    　二人して質実剛健であり生徒全員の憧れの的である多た華か町まち先輩をからかうとは。これは親しい間柄である彼女たちだからできることだろう。


    　あと多華町先輩、別に裸とは言っていませんよ。


    「あ、あの、自分はそんな要求するつもりはないのですが」


    「おやおやぁー、悟老くんは会長に魅力がないと？」


    「これは捨て置けない発言ですね。会長の魅力は天元突破しているというのに」


    「……そうなん？　不ふ々ふ動どうくん……私って魅力ないん？」


    　そんな捨てられた子犬のような表情で、関西弁は卑ひ怯きようだと思います。


    　思わず頭を撫なでてしまいそうになる。


    「い、いえ！　多華町先輩はとても魅み力りよく的てきな女性です！」


    「！　そ、そう？」


    「はい。自分の主観にはなりますが、多華町先輩は自身の才能に溺おぼれることなく努力をし続けられる立派な人ですし、自分みたいな無ぶ骨こつな人間相手でもちゃんと対話をしてくれます。それに見た目でいえば老若男女問わず目を惹ひく美しいルックスをなさっています。ただ普段のようにキリッとした表情も素敵ですが、不意に崩す子供のような無む垢くな顔はとても可愛かわいらしい印象を受けますし、それに──」


    「ねえねえ、悟ご老ろうくん？」


    　くいくいっといつの間にか、秋あき灯ひさんが傍そばに来て僕の袖を引っ張っていた。


    「ど、どうかされましたか？」


    「ほらほら、それ以上は会長ってばパンクしちゃうぞ？」


    「え…………あ」


    　多た華か町まち先輩を見ると、驚くほど顔を真っ赤にして頭から湯気を出しつつプルプルと小刻みに震えていた。


    「も、もしかして怒らせてしまいましたか！　す、すみません多華町先輩！」


    「あー違うってば悟老くん。あれはね、褒ほめられ過ぎたせいで自分の許容量がオーバーしちゃったんだよ。言うなれば照れ爆発だねー」


    　何ですか照れ爆発って。桃ももノ森もりさんもそうですが、最近では造語が流行はやっているのでしょうか。ただこちらはそのイントネーションだけで状況がハッキリと理解できましたが。


    「ここは仕方ありませんね。ならば私が何とかしてみましょう！」


    「！　今こそ出るんだね、お姉ちゃんの七つ道具の一つが！」


    　え……七つ道具？　ていうか突然芝居がかってどうしたんですかお二人とも……？


    　夏なつ灯ひさんが自身の懐ふところに手を入れると、そこから見たことがあるような箱が出てきた。


    　それは自分もたまにお世話になる『冷やすのん』という、見た目はシップのようだが、額ひたいなどに貼れば上がった熱を冷却してくれる高熱が出た時の必需品だ。


    　それを素早く多華町先輩の額に貼った。


    　すると徐々に震えが治まり、トマトのように真っ赤だった顔も元の色を取り戻していく。


    「…………はっ!?　わ、私は何を……！」


    「正気に戻られて良かったです会長」


    「な、夏灯？」


    「なかなかに強烈な爆撃でしたね。ご無事で何よりです」


    「ほんとに良かったですよー。まるで核爆弾みたいでしたもんねー」


    「！　……そ、そうね。確かにもう少しで陥落しそうだったわ。まったく恐ろしいわね不ふ々ふ動どうくんは。幼いたい気けな私を籠ろう絡らくしようとするなんて」


    　一体この芝居がかった空気はいつまで続くのでしょうか？


    　というか彼女たちの言っている意味がほとんど理解できないのは、自分の国語力がないということなのか。だとしたら作家としてショックではあるが。


    「それと会長、先程の彼の言葉はこちらに録音しておきましたので」


    　夏なつ灯ひさんが多た華か町まち先輩に小さく細長い機械をスッと手渡した。


    「!?　……さすがは私の右腕ね。いつもながら素晴らしい仕事よ。これで……勝てるわ！」


    　何に勝てるのかサッパリですね。もうこのまま帰っても気づかれないのではないでしょうか。


    「おほん。と、ところで不ふ々ふ動どうくん？」


    　ようやく僕にお声がかかりました。


    「先程の話に戻るけれど、何かしてほしいことはある？　あ、あなたにだったら多少刺激が強いことでもその…………頑張るわ」


    「いきなりそう仰おつしやられても……」


    　というよりいつも感謝しているのはこちらの方なので、何か願い事を叶かなえてもらいたいと要求してもいいものか迷ってしまう。


    　でもせっかくだからと、あることを思いつき聞いてみることにした。


    「実はある問題について意見を頂きたいのですが──」


    　僕は繭まゆ原はらさんから聞いた例の幼稚園についての話を彼女たちに聞かせた。


    「────なるほど。それは確かに難しい問題ね」


    　話し終えると、眉み間けんにしわを寄せた多華町先輩が口を開いた。


    「うーん、二つ一緒にするってのじゃダメなのー？」


    「それは先生や保護者の方々も思いついたらしいのですが、現実問題お遊戯会で割り当てられている時間も決まっているんです。何でも今回は近くにある老人ホームで披露することになっているらしくて」


    　詳しいことは昨日お祖ば母あちゃんから聞いたが、今回は幼稚園に保護者を招くという形ではなく、園児たちが老人ホームに行って高齢者の方々を楽しませるというコンセプトになっているらしい。


    「しかも他の幼稚園も参加しており、それぞれで使用できる時間というものが決まっているんです。ですから『いちご組』だけが倍の時間を使うのは少々問題が」


    「あーそっかぁ。老人ホームの人たちにも予定ってあるもんねー。それに他の幼稚園の子たちからすればズルイ～って感じになっちゃうかも」


    「そうですね。加えて今の時代、それが原因で幼稚園が叩たたかれてしまうこともあります。一部の園児たちだけを贔ひい屓きにする幼稚園などと吹ふい聴ちようされれば、経営にも害が及んでくるでしょう」


    　夏灯さんの言う通り、そういうつもりではなくとも、一度ネットなどに拡散されてしまえば、行ったことは事実だということもあり、燃え上がった火を消すのは困難になる。


    　そうなれば通っている子供たちも辛つらい目に遭う可能性だって高い。


    　それに参加するのは三つの幼稚園なのだが、【おおわかば幼稚園】が披露するのは二番手。つまり時間を多く費やしてしまえば、最後に披露する幼稚園に迷惑がかかってしまう。


    「でも男の子と女の子は、それぞれ別の劇をやりたいんだよねえー？　う～むぅ……あはは、アキのおつむじゃ良い案が浮かばないよー」


    「……難解なパズルのようですね。悔くやしいですが、今妙案を出せる自信はないです」


    「そうね。不ふ々ふ動どうくん、これはいつまでに解決すればいい話なの？」


    「実は今度の休日に保護者会がありまして、自分もそこに参加する予定なんです」


    「……そう。では恐らくその時に詳しい現状や、今後の方策などについて分かるでしょうから、後日また聞かせてくれる？　一応何か良い案がないか私たちも考えてみるわ」


    「ありがとうございます。珠たま乃のたちもきっと喜びます」


    「ふふふ、またあの子に会いたいわね。私の妹にしたいくらい可愛かわいかったもの」


    　ですから絶対あげませんよ。断固拒否します。


    　まあ気持ちは分かりますが。何せ世界一、いや宇宙一可愛いので。


    　そうして僕は、頼れる先輩たちの助力も得られることになり、そのまま何気ない会話を楽しんだあとは気分良く家に帰ることができたのであった。


    



    



    　──土曜日。午後二時。


    　僕は家を出る前からもずっと緊張しっ放しだった。


    　向かう先は『ドドド文庫』の本社である超ちよう学がつ館かんだ。


    　電車を使うと一時間程度で到着する道程だ。


    　珠乃も一緒に行くと言い張り大変だったが、そこはお祖ば母あちゃんたちにお任せして当然一人で家を出た。


    　そうして目的地の最寄りの駅へと辿たどり着つく。


    　傍そばには難関として有名な私立大学があり、それを目印にすれば迷うことはないとのこと。


    　今はそれほど人通りはないが、細い脇道などもたくさんあり、飲み屋街などもあるせいか夜には賑にぎやかになるとも日ひ中なかさんは言っていた。


    　歩いていると、大きな朱しゆ色いろの門が目の前に飛び込んできた。


    　へぇ、ここが例の大学ですか。


    　結構【真ま志し羽ば学園】出身者もいるとのこと。ただ偏差値もかなり高いので、トップクラスの成績者しかもちろん入学してはいないが。


    　そしてその向かい側にある道路を挟んだ先に大きなビルが建っている。


    　それこそが『ドドド文庫』の本社である超学館らしい。


    「……こ、ここがライトノベルを作っている会社なんですね」


    　自分は社員ではないが、それでも何な故ぜかこんな立派なビルだと誇らしさを感じる。


    　そんな不思議な気持ちを持ちながらエントランスへと向かう。


    　僕が通っている学園は土曜日は休みなのだが、もちろん僕にとっての休日でも働いている人たちもいた。


    　エントランスから出てくる会社員たちが、キョロキョロと挙動不審な僕に訝いぶかし気げな視線を向けてくる。


    　僕もさっさと受付へ行けばいいのだが、こういうとこに来るのは初めてだし、大人の人たちが見てくる中、どうしても戸惑ってしまい動けなくなる。


    　そこへ不審に思ったであろう警備員らしき人物が近づいてきた。


    「ちょっとあなた、そこでウロウロと何をしているんですか？」


    「え？　あ、いえその……自分は……」


    「怪しいな……。ちょっとこっちに来てもらえますか？」


    「じ、自分は怪しい者ではなく、ここに用があって」


    「だからその用を聞きたいんですよ。ここだと他の人たちの邪じや魔まにもなるし」


    「あ、いえ、本当に自分はただの高校生で」


    「そんな見た目の高校生がいるわけがないでしょう！　いい加減なことばかり言うと──」


    　腕を摑つかまれ問答無用にどこかへ連れて行かれそうになる。


    「────待ちたまえ！」


    　その時、救世主の声が耳じ朶だを打った。


    　見ればそこには日ひ中なかさんが立っていたのである。


    「？　日中さん？　どうかされましたか？」


    「いや、その子は私の客なのだよ」


    「へ？　客？」


    「すまない。一応受付には不ふ動どう先生の身み形なりなどは伝えておいたのだが、そういえば鈴すず木きさんには伝えていなかったことを思い出してな」


    　どうやらこの警備員の名前は鈴木というらしい。


    「もしかしたら受付に行く前に止められるかもと思い下りてきたのだ。どうやら正解だったようだが」


    「え、えっと……それじゃこの人は本当に日中さんのお知り合いで？」


    「そうだ。迷惑をかけたな。それとこの人はこれから我が会社が支える新人作家だぞ」


    「ええっ!?　てっきりどこぞのヤク…………鉄砲玉かと！」


    　今絶対にヤクザって言いかけましたよね。そんなわけがないじゃないですか。というか今の時代、鉄砲玉が一人でこんな大きな会社に乗り込みますか？


    「はははっ、任にん俠きよう映画の観過ぎだよ鈴木さん。それに彼はれっきとした現役高校生でもある」


    「マジで!?　……あ、いやその……申し訳ありませんでした！」


    　頭が地面に着くのではないかというような勢いで謝られた。


    「い、いえ、お気になさらないでください。職務を全うされていただけですので」


    「うっ……本当にすみません。次からは気をつけます……」


    　そう言いながらも、やはり真ま面じ目めな人なのかシュンとなって項うな垂だれていた。


    「ではそういうことでな。すまなかったな不ふ動どう先生、こちらの落ち度だ」


    「い、いえ。助かりました。あ、その……お久しぶりです」


    「ふふ、久しぶりだ。では私についてきてくれ」


    　鈴すず木きさんからも再度丁てい寧ねいな謝罪をもらい、僕は日ひ中なかさんのあとをついていく。


    　受付嬢さんたちから入館許可証をもらうが、その時もやはり僕に興きよう味み津しん々しんといった感じで見られた。


    　まあラグビー選手にも劣らない体格の男が新人作家だというのだから驚きだろう。


    　社内の壁には僕も見たことのあるライトノベルのポスターなどが貼られている。とはいってもそのほとんどはアニメ化までされたものだが。


    　その中には──。


    「あ、『妹カワ』です」


    　僕のイチ押しのラブコメであるラノベのポスターが貼られていた。


    「ああ、確か不動先生は『妹カワ』好きだったな」


    「あ、はい。だから本当に光栄です。大好きなラノベと同じ出版社にお声をかけてもらえるなんて」


    　実を言うと今でもまだ信じられないのだ。


    　例えば野球少年だった人物が、憧れている伝説の野球選手と同じチームに入団できたような感じ、だろうか。


    　もちろんまだまだ雲の上の存在で、同じ舞台に立っているなどとおこがましいことは言えないが、それでもやはり嬉うれしいものである。


    　もしかしたらいつか会えるかもという期待だってあったりするのだ。


    　僕は日中さんとエレベーターに乗ると、ふと軽く溜ため息いきを吐つく日中さんに気づく。


    　いつもキリッとしていて出来る女というイメージが強い彼女だが、どこか疲れが溜まっているような様子が窺うかがえる。


    「もしかしてお疲れですか？」


    「え？　……ああ、ちょっと最近忙しくてね。まあ忙しくないよりはずっと良いんだが、さすがに三日寝ていないとキツイものだな」


    「み、三日もですか！」


    「別に珍しくないよ。編集者であれば三徹など誰もが経験する」


    　それでも毅き然ぜんとし仕事に従事する姿は本当にたくましい。


    　だがどうしても気になることがあったので聞いてみた。


    「どうしてそこまで頑張れるんですか？」


    「む？　そうだな。それは単純明快だよ」


    「？」


    「この仕事が好きだからさ」


    「……！」


    「作家の方たちと何か月も一緒に悩み苦しみ、そうやって艱かん難なん辛しん苦くを乗り越え一つの作品を作り上げていく。当然その努力が報むくわれないことだってある。いや、その方が多いくらいだ。それでもやはり楽しいのだよ。そして努力が最高の結果を得られた時、何にも代えがたい達成感を覚える。それがとても嬉うれしいんだ。ああ、頑張ってきて良かったって。……あ、作品が売れなかったといっても達成感がないわけではないぞ？　その場合は、次こそは見てろよって気持ちになるからな。変かい？」


    「いいえ！　とても素晴らしいお考えだと思います！」


    　心の底からそう言える。同時にそこまで心血を注げる仕事に出会えた彼女が羨うらやましいとさえ思った。


    　僕もこんなふうにカッコ良い仕事人になれるだろうか……？


    　……そうです。日ひ中なかさんに幼稚園のことを聞いてみては……。


    　そう一瞬思ったが頭を横に振る。ただでさえお疲れなのに、これ以上面倒ごとを持ち込んでは失礼だ。何せ仕事とは一切関係ないのだから。


    「……着いたぞ。愛あい田だ先生は、もう先に部屋に入ってもらっている」


    　そう言われ、緊張で幼稚園のことはすぐに頭の中から消えてしまう。


    　エレベーターを降り、日中さんに案内され会議室らしき部屋の前へと辿たどり着つく。


    　……こ、この中に愛田先生が……！


    　僕の胸はドクンドクンと高鳴る。失礼がないようにしないと。もし機嫌を損ねられたら多くの人に迷惑をかけてしまうだろう。


    　特に忙しい中、必死で説得してくれた日中さんに申し訳ない。


    「すぅぅ～、はぁぁ～」


    「ふふ、そんなに緊張しなくてもいいぞ。彼女はとてもユニークな人だしな」


    　扉が開く。部屋自体はそれほど大きくなく、部屋の六割ほどを占める巨大なテーブルに椅子だけが備え付けられた、とても殺風景な造りになっていた。


    　その椅子の一つに腰掛けていたのは一人の小柄な女性である。何な故ぜかダボダボの白衣を着ている。さらにぐで～っとテーブルに突っ伏して動かない。


    　聞き耳を立ててみれば規則正しい寝息が聞こえてくる。


    「はぁ。席を外したのも数分程度だというのに、もう寝られているか」


    　肩を竦すくめながら日中さんが、寝ている女性に近づき肩を叩たたく。


    「愛田先生、お待たせしました」


    「……んぁ？　……眠たい。仕事したくない。だらけたいでござる」


    　とんでもない言葉が聞こえてきたが気のせいだろうか。


    　……ござる？


    「ほらほら、先生お待ちかねの不ふ動どう先生が来られましたよ」


    「……不動……せんせ？　…………！　不動先生っ!?」


    　バッと勢いよく顔を上げると、そのまま顔だけを僕が立つ出入り口方面へと向ける。


    　そして僕の姿を見ると子供が新しい玩具おもちやでも与えられたかのような無む垢くな笑みを浮かべ、疾風のような動きで僕のもとへと駆け寄ってきた。


    「お、おお～！　お、お主が不動先生でござるかな！」


    「は、はい。自分が不動ゴローとして作家活動をさせて頂いています」


    「おお～っ！　拙せつ者しやは愛あい田だもこと申す者でござる！　長き時よりお主のファンを務めさせてもらっているでござるよ！」
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    　こうして近寄って見れば本当に小柄だ。


    　友とも枝え先生よりは幾いくらか大きいが、一般的な成人女性と比べると明らかに低いだろう。


    　また足元近くまで伸びたボサボサの亜麻色の髪もそうだが、目元にはくっきりと隈くまが浮かび、化粧っ気もないので、あまり身み嗜だしなみには興味ない人だということが分かる。


    　ただ、陶器のような白い肌と子供のように大きな瞳ひとみ、その右目にかけているモノクルがとても印象的だ。


    　まあ一番気になるのは、漫画に出てくる忍者や侍のような〝ござる口調〟なのだが。


    「気づいているでござるかな？　拙せつ者しやは『小説家になれぃ！』で『もっこもこ』というハンドルネームを使っているのでござるが！」


    「もっこもこ……！　もしかして初期の頃から自分の小説に感想やレビューなどを書いてくださっているあのもっこもこさんですか！」


    「うむ！　そのもっこもこでござるよ！」


    　もっこもこさんといえば、多た華か町まち先輩とほぼ同時期にファンになってくれた方で、毎回小説を更新する度たびに感想を書いてくれる。


    　ただ感想では、まるで淑しゆく女じよかのように『～～ですわ』などといった口調なので、目の前にいるもっこもこさんとは重ならない。


    「実はそのことに関しては私も驚いた。まさか愛あい田だ先生が、とな。的確な感想も多く、私も感想欄で見かける度に感心はしていたものだが」


    　そうなのだ。もっこもこさんは、誤字脱字指摘はもちろんのこと、内容に関してもより出来栄えがよくなるような指摘をしてくれていたのだ。


    　彼女のアドバイスのお蔭かげもあって、文章力などもずいぶん向上できたのではなかろうか。


    「あっ、これ名刺でござる！」


    「これはどうも。……すみません、自分のはまだ作っていなくて」


    「気にせずともよいでござる。拙者はこうして直に不ふ動どう先生に会えただけで恐きよう悦えつ至し極ごく、大満足でござるから！」


    「！　そう言って頂けるのは何だか嬉うれしいです」


    「お、おお～！　不動先生の照れ顔！　強こわ面もてに潜ひそむ可愛かわいらしい素顔はとても良いギャップでござるよ～！　是ぜ非ひ一枚描いてもよいでござるかな？」


    「え？　か、描くとは？」


    　すると愛田先生は座っていた傍そばにあるバッグから、スケッチブックを取り出した。


    　そして椅子に腰かけると、先程のような笑顔から一転、突然能面のような表情になる。


    　そのまま僕とスケッチブックを交互に見つめながら、手に持ったペンを動かし始めた。


    「え、あ、あの？」


    「不動先生、良かったらそのまま動かないでいてあげてほしい」


    「は、はぁ……」


    　日ひ中なかさんに頼まれ、僕は約五分程度だったか、石像と化した。


    　そうして──。


    「──できたでござるぅっ！」


    　再び笑顔を浮かべた愛田先生は、トトトトトと僕の方へ来て、スケッチブックを見せてきた。そこには明らかに僕のものと思われる似顔絵が描かれている。


    　──衝撃的だった。


    　まるで鏡にでも映したかのように僕そっくりの絵である。


    　クオリティが半端ではない。僕も美術の授業で似顔絵を描いたことがあるが、そんなものと比べるのがおこがましいほどのレベルだ。


    　この短時間で凄すごい……さすがはトップクラスのイラストレーターさんですね。


    「素晴らしいです。さすがはかの有名な愛あい田だ先生。ただその……照れ顔はちょっと恥ずかしいですが」


    　できれば普通の顔つきが良かった。


    「むふふ～、不ふ動どう先生に褒ほめられたでござるよ～、りーちゃん」


    「こ、こらもこ！　不動先生の前でその呼び名は止やめろ！」


    　……あれ？　このやり取り……。


    　互いに名前呼びだし、愛田先生に至ってはあだ名だろう。


    　二人の間に、それまで見えなかった何か深い繫つながりを感じた。


    　すると僕が不思議がっているのが分かったのか、日ひ中なかさんは咳せき払ばらいを一つすると説明してくれた。


    「じ、実はだな、コイツは幼おさな馴な染じみでね。小学校からずっと一緒だ」


    「そ、そうだったんですか……」


    　打ち合わせ日程相談の電話時には、彼女たちの繫がりに関して詳しく聞いていなかったので驚きだ。


    「ああ。まあ腐れ縁というやつだよ。昔から天才肌で周囲に気を遣わない性格でね、いつも私がそのフォローをしていた。いや、今もだがな」


    「むふふ～、りーちゃんは拙せつ者しやの嫁でござる！」


    「黙れ！　お前などの嫁に誰がなるか！」


    「あーそゆこと言うんでござるかぁ？　不動先生、りーちゃんってば高校生の頃に好きな男子ができて告白しようとしたんでござるが、その男の子ってのが実は──」


    「あっ、あぁぁぁぁぁぁっ！　お、お前何を言おうとしているんだ！」


    　真っ赤な顔をした日中さんが、すぐに愛田先生の口を塞ふさぐ。こんな慌あわてふためく彼女は久しぶりだ。


    「む、むむむむぅ、んむむむぅ、うんむっ！」


    　愛田先生……何言っているかまったく分かりません。


    「いいか？　余計なことを言うと、お前の黒歴史も不動先生に教えてやるからな？」


    「!?　……うんうん」


    　コクコクと焦あせり顔で愛田先生が頷うなずく。どうやら彼女も言われたくない過去があるようだ。


    「お二人は仲が良いんですね」


    「ふぅ。なぁに、さっきも言ったが腐れ縁なだけだ。ほらもこ、さっさと仕事の話をするぞ」


    「えぇー、拙せつ者しやはもっと不ふ動どう先生とほっこりとした話をしたいでござるよー」


    「それは仕事の話が終わってからでもできるだろ？」


    「……それもそうでござるな」


    　愛あい田だ先生が再び椅子に座ると、早く仕事を終わらせようといった感じでバンバンとテーブルを叩たたく。


    　日ひ中なかさんは愛田先生の隣、僕は二人と対面する席へ腰を下ろした。


    「おほん。では改めまして。拙者は愛田もこ。この度たび、不動先生の専属絵師としての任を仰おおせつかった天才イラストレーターでござるよ！」


    「こら勝手なことを言うなもこ。専属とは決まっていない」


    　しかし天才というところは否定しない。気兼ねの無い友人でも、その才能はしっかりと認めているということだろう。


    「あの、こちらも改めて。『異世界の十眼使い』を執筆させて頂いている不動ゴローと申します。どうぞよろしくお願い致します」


    「うんうん！　末永くよろしくでござるよ！　はい、お仕事の話終わりぃ！　では不動先生！」


    「もこ……頼むから勝手に話を進めないでくれ」


    「えぇー、だってぇー」


    「だってじゃない。とりあえず不動先生、彼女が君の作品の担当絵師だ。何か不平不満はないか？」


    「ちょっとぉ！　そこは質問じゃないのでござるか！　どうしていきなり不平不満!?」


    「うるさい。まあ、こんな奴やつだが腕は確かだ。それは実績も知っている不動先生なら分かってくれると思うが」


    「もちろんです。愛田先生が担当してくださるなら、きっと最高の一冊になると思います」


    「おお～！　聞いたでござるか、りーちゃん！　感想もちゃんと返事してくれるし、りーちゃんからも良い子だって聞いてたでござるが、もうもぉう！　ポイント高いでござるなー！」


    「こら嬉うれしいからってテーブルを叩くなバカ」


    　何だか本当に感情の起伏が激しい人だ。


    　それよりも僕を見て驚いたり怖がったりせず、すぐに駆け寄ってきた人物はもしかしたら彼女が初めてかもしれない。いや、これが大人の対応というものなのか。


    　見た目では同級生には見えないが、日中さんと同じ成人女性なのだ。確か日中さんも怖がりはしなかった。若じやつ干かん驚いてはいたが。


    　大人の人って凄すごい……。


    　ま、まあ……友とも枝え先生と一緒で、愛田先生は大人には若干見えにくいですが。


    「おほん。さて、これからこのチームで一つの作品を作り上げていくのだが、双方に異論はないか？」


    　異論なんて最初からあろうはずがない。


    　ただ愛あい田だ先生のキャラクターにはビックリしたが。


    　愛田先生も不満はないようで笑顔で「ないでござるよー」と気さくに言った。


    「では今後ともよろしくお願いします」


    「「こちらこそよろしくお願いします」」


    　これで仕事に関しての話は終わりだ。


    　まだ原稿も書き上げていないので、それを書き終わり登場人物の外見などが確定し、その上で愛田先生が腕を振るうことになる。


    「よーし！　これでこっからはプライベートな時間でござるな！　はいはーい！　不ふ動どう先生に質問があるでござる！」


    「え、あ、あの……」


    「はぁ、コイツはまったく……不動先生、鬱うつ陶とうしかったら無視してくれてもいい」


    「もう！　りーちゃんはそんなこと言ってないで、拙せつ者しやたちのために甘々コーヒーでも入れてきてほしいでござるよ！」


    　そう言いながら、僕が来る前に飲んでいたのか、空のカップを持って揺らす愛田先生。


    　日ひ中なかさんが彼女の手からカップを受け取って、呆れるように溜ため息いきを吐つく。


    「……はいはい。少し待っていろ。不動先生も何か飲むだろう？」


    「いえ、お気遣いなく」


    「いや、普通は出すべきでこちらが忘れていた。だから遠慮しなくていい。さっきの警備員のお詫わびでもある」


    「そ、そうですか……ではお茶でお願いします」


    　日中さんは微笑を浮かべながら「分かった」と言うと部屋から出て行く。


    「……むふふふふふ～」


    　何やら愛田先生がニカニカと楽し気な笑みを浮かべ始める。


    「これで二人っきりでござるな。ところで不動先生はどうして作家になろうと思ったのでござるかな？」


    　あれ？　結構普通の質問だ。


    　てっきりもっと奇抜なことを聞かれるのかと思い身構えてしまっていた。


    「そう、ですね。別に作家になろうという強い意志はありませんでした。ただ物語を書くようになったきっかけは、自分の双子の兄がいたから……ですね」


    「ほうほう。不動先生にはお兄さんが。やっぱり先生と同じように大きかったり？」


    「はい。兄は小さい頃からスポーツマンでしたので、自分よりも体格は良かったですね」


    「いいでござるなぁ。ほら、拙せつ者しやはミニマム級でござるので」


    「背が高過ぎるというのも考えものかと。そのせいで怯おびえられたりもしますし。まあその大半は、自分のこの顔が要因だと思いますが」


    「ふ～ん、拙者は不ふ動どう先生の顔好きでござるよ！」


    「えっ、す、好き……ですか？」


    「うんうん。男らしくていいと思うでござる。確かに目つきは鋭いし、額の傷とかも迫力があるでござるが、拙者に言わせれば任にん俠きよう映画とかに出てくる俳優さんみたいでカッコ良いでござるよ！」


    「そんなこと初めて言われました。誰からも好かれていた兄でさえ、その顔で怯えられるのは珍しくなかったので」


    「…………もしかして不動先生って、お兄さん大好きっ子？」


    　いきなり答えるのが少し恥ずかしいことを聞いてきた。


    「あーそうですね。自分は兄を誰よりも尊敬し目標としています」


    「そっかぁ……ところでそのお兄さんがきっかけというのは？」


    「小さい頃、自分が書いた拙つたない物語を褒ほめてくれたんです」


    　どーくんと違いインドア派だった僕は、家の中で過ごすことが多かった。


    　本を読んだりゲームをしたり、室内でできる家庭菜園を嗜たしなんだりといったことだ。


    　ある日、どーくんがこんなことを言った。


    『なあなあろーくん、そんなに本が好きなら、自分でも書いてみたらどうだ？』


    　何気ない一言だったはずだ。


    　そんなことできないとすぐに言って、彼の発言をそこから発展させる必要性もなかった。しかし僕が突然のことに戸惑っていると、


    『俺さ、ろーくんの書いた話、読んでみてえ！』


    　兄にそう言われてしまえば、僕には反論の余地はなかった。


    　ろーくんが望むのなら書いてあげたいと思ったのである。


    　もちろん今まで書いたことなどないし、基本も何もあったものではないが、初めて書いた物語をどーくんは真剣に読んでくれたのだ。


    『すっげぇよ、ろーくん！　これ面おも白しろいなっ！』


    　満面の笑みを浮かべる彼を見て、僕の心に火が点いたような気がした。


    　僕のすることでどーくんが喜んでくれる。いつも頼ってばかりで情けない僕だけど、ただ一つでも、どーくんにもできないことをして、彼が喜ぶ顔を見たいと思った。


    「それからちょくちょく物語を書いて兄に見せ、その度たびに『面白い』という言葉を聞いて。やはりそれが自分の物書きの始まりだったかと思います」


    「本当にお兄さんのことが好きなんでござるなぁ。何だか拙者もお会いしたくなってきたでござるよ」


    「…………申し訳ございません。それはもう叶かなわないことで……自分のせいで」


    「不ふ動どう先生のせい？　……どうしてでござる？」


    　僕は父とどーくんが事故で帰らぬ人になってしまったことを告げた。その顚てん末まつもざっくりとだが教えた。


    「──そうでござったか。辛つらかったでござろうな」


    　辛かった……。辛かったになるのだろうか。


    　今でもたまに夢に見る。どーくんが横たわり、何度呼びかけても応えてくれないあの時のことを──。


    　その度たびに戒められる。自分があの事故を招いたようなものだ、と。


    　母の出産祝いと妹の誕生祝いにプレゼントを買いたいという欲求を僕が口にしなければ、きっと今も僕の隣にはどーくんがいたはずだ。


    　長年どーくんとの再会を待ち続けていた桃ももノ森もりさんも、あれほど悲しむことはなかった。


    　Ｉｆの話をしたところでどうしようもないことは分かっている。


    　ウジウジと考えている僕を、どーくんが見たらきっと[image: ]しかるだろう。


    　それでもやはり考えてしまうのだ。


    　──あの時をやり直せたら、と。


    　するとその時、フワリと頭の上に何かが乗る感触を覚えた。


    「……え？」


    　若じやつ干かん俯うつむきがちだった顔を上げると、目の前にはいつの間にかテーブルに正座をしている愛あい田だ先生がいて、右手を伸ばして僕の頭を撫なでていたのだ。


    「ごめんね、辛いこと思い出させちゃって」


    　愛田先生……口調が……？


    　彼女もまた申し訳なさそうな、悲しそうな表情をしていた。


    「あ、愛田先生……？」


    「君のせいじゃないよ。……ううん。そう言っても優しい君のことだから、きっと自分を責めるんだろうね。だから私にはこうしてあげることしかできない」


    　彼女は黙って頭を撫でてくれる。


    　久しくそんなことはされなかった。


    　小さい頃は両親よりも、どーくんがよくしてくれていたような気がする。


    　その時のことが思い出されて懐なつかしい気持ちになった。


    　愛田先生が、ゆっくりと僕の頭から手を離す。


    　かなり間近で向き合うことになり、どこか気恥ずかしさを覚える。


    　そんな僕をよそに、愛田先生は哀愁を漂わせるような笑みを浮かべた。


    「実はね、私にも姉弟……弟がいたんだぁ」


    「弟……さん」


    「うん。けどね、弟も事故で亡くなっちゃった」


    「!?　…………」


    「荷物持ちとしてね、私が買い物に連れ出したんだ。でもその時に事故に遭って、ね。だからちょっとかもしれないけど、不ふ動どう先生の辛つらさは分かるつもり。あの時、あの子を引っ張り出さなかったらって、やっぱり思っちゃうからね」


    　まさか愛あい田だ先生もが家族を亡くしていたなんて……。


    「私が絵描きになったのもね、弟が私の絵を褒ほめてくれたからなんだ！　むふふ～、だから一緒でござるな」


    　そこでようやく口調が元に戻り、彼女にも笑みが零こぼれた。


    　いや、多分僕に気を遣ってくれたのだろう。本当にありがたいことだ。


    「拙せつ者しやは運命なんて信じないでござるが、不動先生とこうして仕事を一緒にできることは運命だったって信じてもいいかなと思うでござるよ」


    「愛田先生……」


    「だから是ぜ非ひ、先生のことはもこ姉と呼んでほしいでござる！」


    「はい……え？　あ、はい？」


    　いきなり話題が百八十度変わったことで困惑してしまう。


    「拙者の第二の弟としてともに人生を歩むでござるよ！　さあ！　さあ！　もこ姉の胸の中へ飛び込んでくるでござぶしゅんっ!?」


    　直後、何かが両手を大きく広げる愛田先生の側頭部へ激突し、彼女は横に吹き飛んでいった。


    「ったく、良い歳とししてテーブルの上に乗ってはしゃぐなショタコンめ！」


    　見れば出入り口の方で日ひ中なかさんが何かを投げつけたような仕草をしていた。


    　テーブルの上を見れば、お茶のペットボトルが転がっている。恐らくこれが投げられたのだろう。さすがにもう片方に持っている、コーヒーが入ったカップは投げていないが。


    「いったぁぁぁい！　何するんでござるかっ、りーちゃん！」


    「黙れショタコン。幼いたい気けな高校男児を誑たぶらかそうとするなアホ」


    「拙者は世にいう合法ロリ！　つまり不動先生と抱き合っても、見た目的に問題なし！」


    　いえ、それはどちらかというと僕の方が問題にされてしまうかと。


    　警察の人が見れば、間違いなく僕の腕に手錠がかかるだろう。


    「社会的に問題だ馬鹿者！　不動先生、重ね重ねすまない」


    「い、いえ……お気になさらないでください。それに愛田先生にはよくしてもらいましたから。ありがとうございました、愛田先生」


    「！　ほら聞いたでござるか！　拙者の第二の弟が誕生したでござるよ！」


    「どこを聞けばそんな解釈になる！　これ以上バカな言動をするのなら即刻放り出すぞ？」


    「ひぃっ！　こ、怖いでござるよ、りーちゃんその顔！　そんなんだからいつまでも独り身なんでござる！」


    「あぁ？」


    　すみません。僕もハッキリ言って寒気を感じています。


    　別に殺気は僕に向いていないというのに、部屋の温度が急激に下がった気がする。


    「不ふ動どう先生、今日はもうこのへんで終わろう。ちょっとこれからはコイツと私で個人面談があるので。それでいいかい？」


    「は、はい！」


    　瞬間、席から立ち直立不動になってしまった。


    「投げて悪かったが、どうかそのお茶は持っていってくれ。今日は忙しいところを来てくれて感謝している」


    「い、いいえ！　それはこちらのセリフです！」


    「そう言ってくれて助かるよ。今度時間ができたら美う味まい店にでも連れていくよ」


    「あーりーちゃんだけズルい！　拙せつ者しやも行きたいでござるよ！」


    「黙れぐうたら白衣女め、仕事を増やすぞ？」


    「やだ！　仕事尽ずくめの毎日なんてもうたくさんでござる！　それにもうすぐコミケもあるしぃぃ！　だから今後は不動先生だけの絵師でいたい！　あ、そういえば不動先生の連絡先を聞いてなかったでござる！」


    「それはあとで私が教えてやる。なぁに、ちょっとタイマンで小一時間ほど対話をしたあとにはなるがな、フフフフフフ」


    「ひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


    　僕はもうこれ以上自分にできることはないと判断し、二人に向かって静かに一礼をすると部屋から出て行く。


    　戦々恐々としながら入館許可証を受付に返し、急いで外へと駆け出したのであった。


    　…………あ、何な故ぜござる口調なのか聞くのを忘れていました。


    



    



    　──日曜日。午前九時半。


    　僕はお祖ば母あちゃんと一緒に、珠たま乃のが通う【おおわかば幼稚園】へと足を運んでいた。


    　ちなみに珠乃は道場でお祖じ父いちゃんに遊んでもらっている。そのうち門下生たちも来るので、いつものように可愛かわいがってもらえるだろう。


    　幼稚園前にバス停があり、そこで僕たちは降りる。


    　もう花は散ってしまっているが、外壁の周りには桜の木が何本も植えられ、春が来るとここは美しい桜道になるのだ。


    　すでに門の前には繭まゆ原はらさんと、そのお母さんが立っていた。


    「おや、久しぶりじゃない不ふ々ふ動どうくん、おはよう！」


    「おはようございます。本日はよろしくお願いします」


    「あはは、相変わらず真ま面じ目めだね。ねねさんも久しぶりだね」


    「はい、おはようございます」


    　どうやら幼稚園繫つながりで、お祖ば母あちゃんと繭原さんのお母さんは知り合いらしく、たまに井戸端会議も行う仲のようだ。


    　といっている間にもさっそく二人は楽しそうに喋しやべり出した。


    「おはようございます、不々動くん。今日は来てくれてありがとうございます」


    「おはようございます、繭原さん。確か会議は十時からでしたね。他の方々はもう中へ？」


    「いえ、まだ時間がありますし、多分これからだと」


    「そうですか。あ、でも案内してくれる人がそろそろ来ると思いますけど」


    　繭原さんがそう言うと、ナイスタイミングで園内からこちらに向けて走って来る人物がいた。


    「──お待たせしましたっす。今から自分が案内……て、え？」


    　その人物は僕を見て目を丸くしたまま固まる。


    　かくいう僕も予想だにしていなかった人物がそこにいたので驚いた。


    「あ……えっと…………伏ふし見みくん？」


    「マジかよ…………何でこんなとこにお前がいるんだよ、不々動」


    　そう、そこにいたのはクラスメイトの伏見くんだった。その顔にはマスクがかけられている。


    「伏見くん？　それはこちらのセリフでもあるのですが……」


    「あれ？　知らなかったんですか？　伏見くんはこの【おおわかば幼稚園】の園長さんのお孫さんなんですよ」


    　ということは繭原さんは知っていたようだ。


    「おい繭原、何でコイツがここにいんだよ」


    「す、すみません。でもその……不々動くんの妹さんもここに通ってて」


    「は？　妹だって？　…………待てよ。そういや不々動って苗みよう字じの子がいたな。確か……珠たま乃の……だっけか？　ああっ、そういや先生や園児たちも、珠乃のお兄さんはものすっごくでっかいって言ってたよな。何で気づかねえんだよ俺ぇっ！」


    　何やら急に頭を抱え始めたので、僕は心配になって声をかける。


    「あの、驚かせてすみません。まさか伏見くんが園長先生のお孫さんだったとは。どうして今まで会わなかったのでしょうか」


    「……それはしょうがねえだろ。俺だって毎日園に来てるわけじゃねえし、たまに来ても掃除とかの雑用で外に出ることもあんまねえ。保護者にだってそうそう会わねえし」


    　なるほど。しかし本当に世間は狭いというか、面おも白しろい偶然もあるものだ。


    「そういえば一昨日おととい学園をお休みになられていましたけど、そのマスク……風か邪ぜを引かれていたんですか？」


    「あぁ、ちょっと風邪気味でな。大事を取って休んでたんだよ。今日は園を手伝う予定だったし、風邪の菌を持ち込むわけにはいかねえしな」


    　何と言うかプロの気遣いを感じた。


    　子供たちへの愛すら伝わってくる素晴らしい対応だと思う。


    「繭まゆ原はらと一緒ってことは、例の件について来たんだろ？　んじゃ案内すっから」


    　僕は彼に「お願いします」と言い、まだおしゃべりに夢中なお祖ば母あちゃんたちに声をかけて園内へと入って行く。


    　通されたのは職員室のすぐ隣にある大きめの部屋だった。


    　そこには長卓が幾いくつも並べられコの字を作っている。廊下側と窓側が保護者席で、ホワイトボードが立てられている壁側は職員が座る場所らしい。


    　ということで僕たちは日当たりの良い窓側の長卓へと座った。


    　繭原さんの言っていた通り、まだ誰も来ておらず一番乗りだったようだ。


    　するとそこへ紙コップと大きめのペットボトルのお茶を持ってきた伏ふし見みくんが、皆にお茶を配ってくれる。手伝おうとしたが、これは自分の仕事だからと断られた。


    　そうしている間に、次々と保護者の方々が姿を見せるようになる。


    　あと五分ほどで会議が行われるといったところで、保護者の席はすべて埋まった。


    　全員が集まったということで、本来の開始時刻を待たずにこれから会議を始めることになったのである。


    　職員席には、真ん中に60代ほどの女性の園長先生が座り、両サイドに『いちご組』担任の先生と、副担任の先生が陣取る。どちらも若い女性の先生だ。ちなみに副担任さんは、パソコンを用意し議事録に纏まとめる役目を任されているらしい。


    　またその後ろにポツンと置かれている椅子には、伏見くんが不愛想な表情で腰掛けて全体を見つめていた。


    「それでは第二回『いちご組』保護者会を行いたいと思います」


    　園長先生の凜りんとした声が開催の合図をする。


    　確かに伏見くんと似ている。伏見くんと同じく中性的な顔立ちなので、彼が歳としを取ったらこうなりそうだと思われる外見だ。


    「議題は『いちご組』の園児たちがお遊戯会で披露する演目について、です。以前の会議では解決策が見いだせず、次の会議までに何か案を考えるという形で終わりました。何か良い案が浮かばれた方はいませんか？」


    　園長先生の言葉に対し、誰か発言するのかと期待してみたが、残念ながら誰も案は浮かばなかったらしい。


    「う～ん、やっぱりどっちかの演目に決めるくらいしかないでしょうね」


    　保護者の一人がそう口にすると、


    「なら是ぜ非ひとも『マッチうりの少女』をやってもらいたいわ」


    「ちょっと待ってください。うちの子は『泣いた赤鬼』を絶対やりたいって言ってるんです」


    「それはこっちだってそうです。それに『マッチうりの少女』の方が、メジャーというか可愛かわいらしいし良いと思うんですけど」


    「それはうちの息子が可愛くないと言ってるんですか？」


    「大体『泣いた赤鬼』なんて原作じゃ最後は赤鬼が泣くだけで終わる辛つらい話でしょう？　子供たちがやるには重いと思いますね」


    「それを言うなら『マッチうりの少女』だってそうですよ。あれだって結局報むくわれない少女の話じゃないですか」


    「いやいや、どっちの話もハッピーエンドに書き換えて行うんですから、その論争は不毛だと思いますが？」


    　などなど、段々と保護者たちがヒートアップしていく。


    　やはりそれぞれ自分の子供たちの意見を通してほしいというわけだ。


    「ねえ、繭まゆ原はらさんはどう思います？　やっぱりあなたのところも男の子なんだから『泣いた赤鬼』の方を選んでるんだし、その方が良いでしょう？」


    　繭原さんのお母さんに意見が求められる。


    「う～ん、そうだねぇ。うちとしても、当然息子が楽しんでくれる劇をやってくれるのが一番さ。でも二つの劇を行う時間はもらえないんだろう？」


    　言いながら園長先生の方を見やる。


    「ええ、残念ながら。皆さんもご存じの通り、今回のお遊戯会は老人ホームで行うことが決まっています。さらに参加するのは私どもを含め、三つの幼稚園。私たち【おおわかば幼稚園】が披露するのは二番手であり、与えられている時間も限られていますから。我々だけ、しかも一つの組だけに多くの時間を許せば、きっと他の保護者や子供たちからの苦情もくるでしょうし」


    「……じゃあ二つの劇の時間を短くするのはどうだい？」


    「なるほど。ですが繭原さん、それだと中途半端なものになりかねません。『いちご組』は年長組であり、今年が最後のお遊戯会です。出来得ることなら、全員が満足のいく結果を与えてあげたいのです」


    　それはあくまでも最後の手段にしたいと園長先生は言う。


    　確かに一ひとつずつ劇を短くすれば時間内に行うことはできるだろうが、それだとどうしてもセリフなども減り、不満を口にする園児たちも出てくるとのこと。


    　ただでさえ『マッチうりの少女』などは主役が五人もいるのだ。時間短縮すれば、自おのずと活躍できる時間は少なくなる。


    　保護者の意向もあって、できれば自分の子供たちには思い出に残るような活躍をしてほしいとのこと。


    　……これは、難しいですね。


    　限られた時間の中、二つの劇を行い、かつ子供たち全員が納得のいく内容にしなければならない。


    　もちろん子供たちの中には、あまり目立つのが嫌で主役よりは脇役の方が良いという子もいる。どの世代でも、裏方の方が好きな子はいるということだろう。


    　ただそれでも女の子はやはり『マッチうりの少女』をやりたいと言うし、男の子は『泣いた赤鬼』をやりたいと宣言している。


    　年長として最後の舞台なわけだ。中途半端は可か哀わい相そうである。これが来年もあるというのであれば、今年はどちらかに譲って来年は残った方を、ということもできただろう。


    「……確か去年のお遊戯会はみんなでダンスでしたよね？　今からでも子供たちを説得して劇から別のものに変えては？」


    　そんな意見も飛び交うが、それは難しいと園長先生たち職員は言う。


    　一応そういう案も先生は園児たちに提示したらしい。劇ではなく別のパフォーマンスでもいいのでは、と。


    　しかし子供たちは劇をやりたいと口にした。


    　今、極力子供に我慢をさせない時代に突入していることから、先生たちが強く言い含められないのだ。


    　保護者の中にも説得を試みた人たちはいる。中には劇じゃなくてもと言う声もあったが、結局は劇がやりたいという意見が多数だった。


    　何でも最近子供のテレビ番組で、子供たちが集まって演劇をするというものがあったのである。それは珠たま乃のも大好きな番組で、とても子供たちが行ったとは思えないほどしっかりできた演劇だった。


    　しかもそれが『マッチうりの少女』と『泣いた赤鬼』だったのである。


    　本当にテレビ番組は影響力が凄すごい。


    　何せ今回劇をやりたいと言い張っている子たちは全員、その番組を観ていたからだ。


    「やはり先に出た二つの劇を短縮させてやらせるしかないのでは？」


    　それが一番現実的なのだろう。否定したいものの、現状それ以上の良い案が浮かばないので誰も反論してこない。


    「…………あの、いいっすか？」


    　その時、軽く手を上げて発言したのは伏ふし見みくんだった。


    　皆の視線が彼へと向かい、彼は「お、おお」と注目を浴び慣れていないのか若じやつ干かん顔を引ひき攣つらせた。


    「何か意見でもあるの、虎こ大だいちゃん？」


    「だからちゃん付けは止やめてくれってバアちゃん。えっと……多分、時間内で二つの劇をするってことは他の園の子供たちやその親にはよく思われないんじゃないっすか？」


    「どういうこと？」


    「いやほら、普通は一つの劇を組全員が取り組んでお遊戯会で披露するってことになってるだろ？　けど短縮したとしても二つの劇をするのはズルいって声が上がるんじゃないかなぁって思ってさ」


    　彼の言葉になるほどと頷うなずく人たちは多い。


    「まあ普通はそんなこと気にしないと思うけど、そういう親も最近じゃいるらしいし」


    　沈黙が流れる。


    　せっかく妥協案として短縮演劇をする流れになっていたかもしれないが、一気にその選せん択たく肢しは重くなってしまった。


    　実際そういう声が上がらないとは言えない。僕たちの目線から見て、どこがズルいのか理解できないが、可能性としては否定できないのが悲しい現実だ。


    「それにさ、こうやって大人たちだけ話し合っててもな。やっぱ子供たちもいた方が良いと思う。だって当事者は子供たちなんだしよ」


    「それは…………そうね、虎大ちゃんの言う通りかもしれないわ」


    「だからちゃん付けは……。ああそれと、せっかく来てくれたんだし、そいつらにも意見聞いてみろよ。なあ繭まゆ原はら、不ふ々ふ動どう？」


    「えっ、わ、わわわわ私ですか!?」


    　驚く繭原さんに対し、僕も「むぅ」と唸うなってしまう。


    　あまりこういった注目を浴びる中で発言するのは得意ではないのですが……。


    「ほら糸いと那な、ご指名だよ。しっかり意見を言いな」


    「お、お母さん……！　え、えとその…………私も伏ふし見みくんと同じ意見……です。やっぱり子供たちを無視してお話を進めるのはどうかと。あ、いえ！　無視というのは言い過ぎました！　ただ……一緒に話し合うことで良い案が浮かぶかもしれないので！」


    　保護者の中にも彼らの意見に頷く者たちが出てくる。だが当然反対意見も出てしまう。


    「しかしながら子供たちがいると逆に自由過ぎて決まるものも決まらなくなる可能性だってあるかもしれませんよ？　子供は好き勝手なことを言いますしね。下へ手たをすればさらに大変な要求をして状況が悪化するかも」


    「確かにそうなったら本末転倒になりそうですね……すみません」


    　その言い分ももっともである。


    　良くも悪くも子供は正直だ。それが実現不可能だとしても、やりたいと思えば口にする。


    　しかしその場を整えるのは大人たちだ。子供たちの自由発想を丸呑みできないことの方が多いだろう。


    「不ふ々ふ動どう、お前はどう思うんだ？」


    　僕は指名を受けたということで席から立つ。


    　やはり僕も意見を述べないといけない空気のようです。


    　すると保護者のほとんどが僕を見てギョッとする。今まで座っていたのでハッキリとは分からなかったのだろう。僕がどれほど大きなガタイなのかが。


    「あ、ちなみにそいつは俺と同じ学園に通ってるクラスメイトっすから」


    　伏ふし見みくんの補足説明が入ると、さらに愕がく然ぜんとした表情を浮かべる人たちも出てくる。


    　もしかして園児のパパさんだと思ってたんですか？


    　珠たま乃のの父親。……悪くないですね。あ、いえ、今はそんなことを考えている暇ひまはありません。


    「ご紹介に与あずかりました、自分は【真ま志し羽ば学園】の二年生──この【おおわかば幼稚園】に通う不々動珠乃の兄で不々動悟ご老ろうと申します」


    「ああ、あの珠乃ちゃんの」


    「そういえば息子が珠乃ちゃんのお兄ちゃんは大きいって言ってたわね」


    「それにしても凄すごいわ。何かスポーツでもやっているのかしら」


    　などと保護者の方々が口々に思い思いの言葉を吐いている。


    　園長先生が咳せき払ばらいをすると、皆さんの声が鎮まっていく。


    　そして静かになってから僕は再び口を開く。


    「今回の件、確かに難しいお話かと思います。二つの劇を短縮して行うことも良い妥協案ですが、それでは周囲の眼が厳しくなるという意見ももっともだと考えます。それに伏見くんが仰おつしやった子供たちも会議に交えるというのも正しいように思えます。やはり子供たちが主役ですから。……老人ホームの方々に、それぞれの幼稚園に設けられる時間を延ばす許可を得るのはどうでしょうか？」


    「……難しいですね。聞いたところ、すでに他の幼稚園ではもう演目の練習に入っているらしいですし。今更時間配分を弄いじるとなると、それもまた問題になりかねません」


    　本当に幼稚園は立場が弱いようだ。いいや、世の中の風潮がそうせざるを得なくしているのだろうが。


    　そもそも少しくらい時間が延びたところで普通は気にしないと思う。


    　子供たちもその程度で騒ぐとは思えないのだ。


    　しかし現に、そんな些さ細さいに思えるようなことを、大事だと言わんばかりに訴える親も存在するので、大人たちは〝平等〟という言葉に苦しいまでに縛られてしまっている。


    「……そうですね。では二ふたつの劇をやらせてもらうという案についてですが、他の組や幼稚園に話して許可を取るというのはできないのでしょうか？」


    　僕は園長先生に質問を投げかけてみた。


    「そうですね。もしかしたら他の親御さんたちもお気になさらずに、すんなりと許可も取れるかもしれませんしね」


    「そうだね。じゃあとりあえず許可待ちということでいいんじゃないかい？　それで今度会議を行う時は、子供たちも連れてくるってことで。ねえ園長さん？」


    　繭まゆ原はらさんのお母さんの言葉に対し園長先生は頷うなずくと、そのまま総括する。


    「それでは来週の日曜日にまた保護者会を開きたいと思いますが、ご都合の方はいかがでしょうか？」


    　そう言って各おの々おののスケジュールを聞いていく。


    　幸い仕事などの都合もつけられるということで問題ないようだ。


    「他の組や園の親御さんの許可などに関してはしっかりと確認させて頂きます。お遊戯会までの時間も限られていますので、恐らく次で何かしらの決定が望まれると思いますのでお願い申し上げます。では皆さん、今日はお忙しい中、当園まで足をお運び頂きありがとうございました」


    　幼稚園の先生たちが揃そろってお辞儀をする。


    　そうして第二回『いちご組』保護者会は終わったのであった。


    



    



    「──ほらよ」


    　伏ふし見みくんからペットボトルのお茶を受け取った。


    　現在、僕は会議が終わって伏見くんと二人で園内の砂場付近にあるベンチに腰掛けている。


    　お祖ば母あちゃんと繭原さんと彼女のお母さんは園長先生と話があるらしく、先の会議室に残って話しているらしい。


    「ありがとうございます。頂きます」


    「悪いな、うちの園で面倒かけちまって」


    「いいえ。珠たま乃のがお世話になっていますから。兄として尽力するのは当然です」


    「……お前ってもしかしてシスコン？」


    「どうでしょうか？　ただ自分は珠乃が誰よりも幸せだと嬉うれしいですし、そのためならこの命をいくら使っても問題ないといったくらいですか」


    「十分にシスコンだよそりゃ」


    　そうなのだろうか。世の中の兄が妹の幸せを守るのは当たり前のような気がするが。


    　しかし呆れたように肩を竦すくめてお茶を飲む伏見くんを見ると、やはり彼の言う通りなのかもしれない。


    「けど珠たま乃のとお前、ぜんっぜん似てねえな」


    「はい。それは本当に喜ばしいことです」


    「は？」


    「だって自分と似ていたら可か哀わい相そうですから。ほら、自分はこんな見た目ですので」


    「あー……そういうことか。けど俺が言ってんのは性格のことだよ」


    「性格……ですか？」


    「おう。俺もそんなに触れ合ってるわけじゃねえけど、園を手伝っているうちに会話くれえはするし、珠乃が他の子たちとどう接しているかも見る。アイツ、すっげえ友達いっぱいいるし、行動も活発だしな。まあ初対面の人間に対しては人見知りを発動するみてえだけど、そいつが悪い奴やつじゃねえって分かるとすぐに仲良くなるし」


    　確かにそういった面でいえばまったくといっていいほど僕と似ていない。


    　基本的に僕は自分から初対面の人間に話しかけることはないし、仲が良いと思えるような友人は一人もいない。


    「きっとそこは兄に似たんだと思います」


    「えっ、お前……兄貴いるの？」


    「……ええまあ」


    「…………もしかしてワケアリ？」


    　僕はその言葉を聞いて素直に驚いた。今の僅わずかなやり取りで、どうして分かったのだろうか。


    「悪いな。聞いてほしくないことだったか？」


    「ああいえ……実は、兄はすでに他界していまして」


    「……そっか」


    　伏ふし見みくんは若じやつ干かん顔を伏せる。


    「……多分、良い兄貴だったんだろうな」


    「え？」


    「お前は良い奴だしな。だから何となくそう思っただけだ」


    「……自分がどうかは分かりませんが、そうですね……どーくんは……兄はとても優秀で、皆に好かれていて、笑顔がとても似合う人でした。どこか……伏見くんにも似ています」


    「俺に？　どこがだよ。俺はぼっちだぞ？　みんなに好かれるような奴でもないし、むしろ他人をできる限り排除したいまであるしな」


    「雰ふん囲い気きと口調が似ているんです。こうして伏見くんと話していると、たまに兄と被かぶって見えます」


    「ふぅん。だったらもう少し背が伸びてほしいよ。兄貴もでけえんだろ？」


    「自分よりも大きかったですね」


    「うわ、マジかよ。羨うらやましいこって。……ま、んなことはどうでもいいけど、今回の問題、上う手まく解決できると思うか？」


    「………………結局のところ、子供たちが納得できるかによると思います」


    「だよなぁ。最近のガキはワガママだしな。しかも親がそれを容認する場合が多い。教育現場で働く奴やつらは大変だ」


    　それはきっと身近で先生たちを見てきた伏ふし見みくんだからこそ言える言葉だろう。


    　昔は子供がワガママを言えば、ちゃんと[image: ]しかって注意をした。コツンと拳げん骨こつを落としたりすることも少なくなかっただろう。しかし今それをやると、下へ手たをすれば社会問題にまで発展する。裁判沙ざ汰たになることだってあるのだ。


    　先生たちにとっては窮きゆう屈くつで困難な時代だと思う。


    「伏見くんは将来この園で働くんですか？」


    「あ？　やだよ。他人のガキを教育できるような器なんてねえし俺」


    「お姉さんも教師ですよね？」


    「うちの家族が全員が教育現場で働いてるよ。親父は大学の准教授だし、お袋は今日は来てなかったけど園で先生やってるし、バアちゃんは園長だしな。ジイちゃんも、死んじまったけど生きてる時はここの園長だったし」


    「……ではこの園は伏見くんのお祖じ父いさんが建てたんですか？」


    「いや、建てたのはジイちゃんの友達だったらしい。ジイちゃんは一緒にここで働いてたけど先にその友達が死んで、その後ジイちゃんが継いだってことだ。んで今はジイちゃんのあとをバアちゃんが引き継いでる感じ」


    　つまり生きつ粋すいの教育一家らしい。父や母ではなく、祖父母まで同じ教育者というのは結構珍しいのではなかろうか。


    「……自分は、伏見くんなら良い教育者になれると思いますが」


    「は？　いきなり何だよ。根拠あるのか？」


    「伏見くんは先程の会議で、真っ先に子供たちのことを重視した発言をなさっていました。子供たちのことを真しん摯しに考える人でなければ、あの発言はできないかと思います」


    「っ!?　……べ、別にそんなんじゃねえよ。ただあとでガキどもがワーワーわめいたらウザイって思ったからだし」


    　照れ臭そうに頰ほおを染めて口を尖とがらせながらそっぽを向く伏見くん。


    　それから何となく沈黙が続く。


    　微かすかな風が僕たちを包み込むように吹いている。


    　そんな中、不意に伏見くんが口を開く。


    「……やっぱ妥協案しかねえのかねぇ」


    「伏見くん？」


    「いや……はぁ。お前だって珠たま乃のには中途半端な『マッチうりの少女』をやらせるの嫌だろ？」


    「それは……はい」


    　当然だ。せっかく幼稚園最後のお遊戯会なのだから。彼女が全力で笑えるような思い出にしてほしい。


    「仮に他の親や幼稚園の許可が出て妥協案にすることになってだ。どんなふうに話を変えるのかも問題だよな。『マッチうりの少女』なんてただでさえ主役が五人もいるしな。それに人数の関係から二つの劇に出る連中だって出てくるだろ？　それも問題にならないといいけどな」


    　彼の懸念も分かる。


    　『マッチうりの少女』で登場した子が、『泣いた赤鬼』に脇役として出る必要もあるだろう。


    　そうなった場合、ちゃんと切り替えてセリフを言えるかどうかもそうだが、そもそも二つの劇に出たいという子はいるのだろうか。


    　男子と女子とでやりたいことが違うのに、脇役とはいえ子供たちは納得するか疑問だ。


    『俺、《マッチうりの少女》なんてやりたくない！』などと言う子が出る可能性だってある。


    「難しいですね。子供を教育するというのは。それに話を変えるといっても、子供たちがそれ自体に納得してくれるかも……」


    「もういっそのこと叩たたかれる覚悟で二つの劇をガッツリやるのはどうだ？　時間配分なんて関係なくよ」


    「それは……厳しいでしょうね」


    「だよなぁ。ああくそ、こうなったのもテレビでやってた子供番組のせいだ。せめてどっちか一つだけをやっててくれたら良かったのによぉ」


    「伏ふし見みくんも観ているんですね、『お子様チャレンジ』」


    「まあ、ここじゃガキの話題にもついていかねえとならないからな」


    　子供番組である『お子様チャレンジ』というのは、集められた子供たちがいろんなことにチャレンジをするというコンセプトだ。


    　料理、釣り、スポーツなどなど。今回はたまたま劇をやるということになって、『マッチうりの少女』と『泣いた赤鬼』を演じたのである。


    　この番組の影響力は大きく、観た子たちは何かしら真似まねしたがるのだ。


    　伏見くんの言う通り、どっちか一つの劇をやってくれたらこんな問題を抱え込まずに済んだかもしれない。


    「とりあえず次の会議で何かしらが決まるとは思います」


    「だろうなぁ。穏やかに事が済めば万々歳なんだが……マジでそう願うわ」


    　何かフラグが立ったような気もしないではないが、僕は気のせいだろうと言いたいことを喉のどの奥へと引っ込めた。


    「……ま、一応もう一つ案はあるにはあるがこれもなぁ」


    　伏見くんが難しそうな顔でそう呟つぶやくのを聞いた。


    　もう一つの案……？


    　気になったので聞こうと思ったが、


    「ああでも、この案はあとで俺に丸投げされそうだし…………俺にそんな才能ねえしよぉ」


    　と言いながら頭をガシガシかいたので、思わずそれ以上尋ねることができなかった。


    　そこへお祖ば母あちゃんたちが顔を見せて、そろそろ帰ると言ってきたので幼稚園から出る。


    「それでは繭まゆ原はらさん、繭原さんのお母さん、伏ふし見みくん、今日はお世話になりました」


    　僕がそう言うと、繭原さんのお母さんが、笑いながら僕の背中を叩たたきつつ言う。


    「相変わらず君は律りち儀ぎだねぇ。またウチにも遊びにおいでね。糸いと那なが首をなが～くして待ってるから」


    「ちょっ、お母さん!?　恥ずかしいこと言っちゃダメだからぁ！　そ、その不ふ々ふ動どうくん、また学園で、ね？」


    　繭原さんは、これ以上お母さんに何か言われるのが嫌なのか、お母さんの背を押して去って行く。


    「気ぃつけて帰れよ、不々動。あと珠たま乃のにもよろしく」


    　ぶっきらぼうに言う伏見くんに、「ではまた明日」と言って、僕はお祖母ちゃんと一緒に我が家へと戻っていった。


    　そしてその日の夕ご飯はとても豪勢だった。


    　理由は「ゴローさんにも男友達ができました！」とお祖母ちゃんが喜び、腕を振るったからである。


    　あまりにも手放しで喜ばれるので、つい友達ではないと言えなかったのが残念だった。


    



    



    「──なるほど。それはずいぶん拗こじれた感じになっているわね」


    　目の前で多た華か町まち先輩が眉まゆをひそめ困った様子を見せている。


    　日曜日の保護者会の翌日。そこで話した内容を、放課後に生徒会室で相談に乗ってくれた多華町先輩と柴しば滝たき姉妹に話した。


    　三人もとりあえず妥協案を押すという事実に難しい顔をしている。


    「う～ん、ねえねえ悟ご老ろうくん。悟老くんはその妥協案についてどう思うのかなー？」


    　秋あき灯ひさんが右手の人差し指を自身の唇に押し当てながら尋ねてきた。


    「そうですね。いろいろ案は出ましたが、一番現実味のあるものかと」


    「そーじゃなくてー、悟老くんは妥協案で良いって思ってる？」


    「え……それは……」


    　言い淀んでしまう。現実的にそれしか可能性がないと判断されても、やはり妥協という言葉がついた案はよろしくない……と思ってしまう。


    「秋あき灯ひ、そう言うのならあなたは何か良い案でも浮かんだの？」


    　姉である夏なつ灯ひさんの言葉が秋灯さんに突き刺さり、彼女は「あーえへへ」と言ってそっぽを向く。どうやら秋灯さんは良い案は浮かばなかったようだ。


    「そ、そういうお姉ちゃんはどーなの！」


    「幾いくつか考えてはみたけれど、やはり安定的なものは先程悟ご老ろうくんが教えてくれた二つの劇を短縮して行うことでしょうね」


    「ん～お姉ちゃんでもそれかぁ～。でもまぁ、子供たちが納得するならそれでもいいんじゃない？　子供たちの反応は？　悟老くん？」


    　彼女たちに今度子供たちも交えて会議を行うことを伝えた。


    「そっかぁ。時間も差し迫ってるみたいだし、じゃあ次でいろいろ決まっちゃうんだね。……何だかドキドキするね」


    「不謹慎よ秋灯。【おおわかば幼稚園】の人たちや悟老くんは真剣に悩んでいるのだから」


    「はーい、ごめんなさーい」


    　夏灯さんに注意され可愛かわいらしく赤い舌をペロリと出す。こういうあざとい仕草が似合うのは、彼女ならではだろう。


    　そこへノックが響き渡り、多た華か町まち先輩が入室許可の返事をする。


    　すると小柄なスーツ姿の女性が入ってきた。


    　この人こそ、僕が一年生の時からお世話になっている、元担任の先生で、生徒指導兼生徒会顧こ問もん──友とも枝えゆえ先生だ。


    「失礼するねぇ……あれ？　不ふ々ふ動どうくん？」


    「お邪じや魔ましています、友枝先生」


    「ああ、うん。ゆっくりしていってねぇ……はぁ」


    　いつも小動物みたいにコロコロしていて、元気で可愛らしい先生なのだが、どこか元気が無い様子。しかも溜ため息いきまで吐ついている。


    「あれぇ？　何だか友枝先生ってば、元気なくなぁい？」


    　秋灯さんも気づいたようで、小首を傾かしげながら友枝先生に尋ねた。


    「……いやぁ、別に何でもないよ、うん……何でもない」


    　とてもそうには見せませんが……。体調でも悪いのでしょうか？　だったら心配ですが……。


    　だがそこで「う～ん」と考え込んでいた秋灯さんが、ハッとして口を開く。


    「もしかしてぇ～、また同級生が結婚したとかぁ？」


    「うぐっ」


    「それともぉ～、また先生のお母さんから結婚の催促とかぁ？」


    「ひぐっ」


    「もしくはぁ～、また男に告白したけどフラれたとかぁ？」


    「ぐはぁっ!?」


    　秋あき灯ひさんの痛烈な言葉攻めに耐え切れず、友とも枝え先生が四つん這ばいに倒れ込んだ。


    「「秋灯……」」


    　容よう赦しやのない秋灯さんの言葉に対し、多た華か町まち先輩と夏なつ灯ひさんが揃そろって呆れている。


    　しかしこのままでは、また友枝先生があのモードに堕おちてしまう。


    「ち、違う……もん……」


    　あ、起き上がりましたね。


    「ただ……ただ……大学の時の同級生に恋人ができたって話を聞いた……だけだし」


    　あーなるほど。それでまた意気消沈していたんですね。ここは何とかフォローを入れないと。


    「えと、大丈夫ですよ友枝先生。先生ならそのうちきっと運命の人が現れますから」


    「！　そ、そう？　ほんとにそうかな、不ふ々ふ動どうくん？」


    「当然です。友枝先生は素晴らしい教育者で、人としても女性としても魅み力りよく的てきです。だから元気を出してください」


    「不々動くん！　……分かったよ！　そうだよね！　まだ試合は終わってないもんね！」


    「そうです！　諦あきらめなければ試合はまだ続くんです！」


    　良かった。立ち直ってくれました。これであのモードに堕ちることは──。


    「あ、でもぉ、試合時間ってあるから、焦あせった方が良いかもねぇ」


    　ピキィ……ッと、和なごやかだった空気が、また秋灯さんの言葉で固まる。


    「だって先生ってもう25歳でしょ？　四捨五入したら30だよ？」


    「はぐわぁっ!?」


    　ああ、また友枝先生が崩れ落ちました!?


    「こら秋灯、言っていいことと悪いことがあるでしょ！」


    「えーでもお姉ちゃんだって、そう思わない？」


    「え？　そ、それは……」


    「大体ほら、友枝先生って見た目が子供っぽいし、悠長に構えてたらダメだと思うんだよねぇ～。せ～っかく可愛かわいいのに、いっつも空回りしてるっぽいし。このままじゃ一生独身かもしんないよぉ？」


    　できればもう止やめて上げてほしい。さっきから言葉のナイフがグサグサと友枝先生に刺さり、彼女のライフが……ゼロになってしまう。いや、もうゼロかもしれないが。


    　そこでさすがに言い過ぎたかと思ったのか、


    「あーでもほら先生？　えと……その……アレじゃん！　最近は独り身でも活躍してる女性って多いよ！　だから先生も大丈夫！　独りでも生きてけるよ！」


    　秋灯さん、それ……少しもフォローになってません。むしろ傷口に塩を塗り込んでます。


    「…………フ……フフフフ…………フフフフフフフ」


    　突然、友とも枝え先生の雰ふん囲い気きがガラリと変わった。


    　マズイッ……！　このモードは──っ!?


    「そう……わたしはもうすぐ30の女……」


    「い、いえ！　まだ先生はお若いですよ！」


    　咄とつ嗟さに多た華か町まち先輩のフォローが入る……が。


    「この歳としでいまだ一度も男性とお付き合いしたこともなく、今もフラれ続けな人生です………………でも…………でも………………でもっ！　まだ大丈夫だもん！　ゆえだってまだ頑張れるもん！　きっといつか可愛かわいいお嫁さんになれるもん！　旦だん那なさんが望むなら何だってできるもん！　たとえ全裸ふぷぇっ!?」


    「そ、そこまでです友枝先生！」


    　あ、危なかったです……。何だか嫌な感じがして、咄嗟に口を塞ふさいで正解でした。


    　あれ以上はきっとこの場で……というかどこででも口にしては憚られる内容だっただろうから。


    　しかしやはり堕おちてしまったようだ──ダークサイドに。


    　友枝先生は、たまにキレてしまうとこんな感じに暴走してしまうのだ。


    「……！　そ、そういえば友枝先生！　確かこの前、資料室の整理を手伝ってほしいと仰おつしやっていましたよね？」


    　そこへ思い出したかのように夏なつ灯ひさんが発言した。


    　僕に口を塞がれながらも、友枝先生はコクコクと頷うなずく。


    「私も手伝います！　当然秋あき灯ひも！」


    「えぇー、何でアキもぉ？」


    　不満に口を尖とがらせた秋灯さんだが、夏灯さんの殺気さえ滲にじみ出ているかのような眼まな差ざしを受け、


    「え、えっと……う、うん、アキも手伝っちゃうぞー！」


    　反対することはできなかったようだ。


    「ほ、ほらほら先生～、楽しく資料整理しちゃおうぜ～！」


    「……はぁ、結婚したい……男が欲しい……」


    　何だかまだダークサイドにいるようだが、友枝先生は暗いことを呟つぶやきながら、秋灯さんたちに背中を押されて部屋から出て行った。


    「……ふぅ。まったくあの子は……根が正直過ぎるのも困りものね」


    　確かに、怖いもの知らずというか何というか……。


    「ところで何の話をしていたのだったかしら？」


    「次の【おおわかば幼稚園】での保護者会についてですね」


    「ああ、そうだったわね。いろいろ先行き不安だけれど、きっと珠たま乃のさんのマッチうりの少女は可愛かわいいでしょうね」


    「もちろん当日はビデオカメラで撮影するつもりです」


    「ふふふ、いいわねきっと珠たま乃のさんも喜ぶと思うわ。……それって私も見に行ってもいいのかしら？」


    「関係者の知り合いということでなら恐らく許可は出るかと。珠乃も先輩に応援してもらえればもっと頑張れると思いますから大歓迎です」


    「それは嬉うれしいわ。確か５月の末なのよね？」


    「はい。ですからもう一か月もない、ですね」


    　幼稚園児が行う催しものだから、ハッキリ言ってレベルは高くない。


    　二週間もあれば保護者たちに見せられるくらいのクオリティには仕上げられる。いや、たとえ完かん璧ぺきに仕上がっていなくとも、園児たちがみんなで何かを披露するという事実が大切なのだ。


    　それだけで保護者は満足するものである。


    　しばらく沈黙が続く。何か発しようと思うが、タイミングが見つからずに僕は押し黙ってしまう。


    　不意に多た華か町まち先輩が口を開いた。


    「…………ごめんなさいね、大した力になれなくて」


    「！　いいえ。考えてくださっただけでも嬉しいです。ありがとうございます」


    　僕は座っていた席から立ち上がり頭を下げる。


    「でも……これは清掃活動に手を貸してくれた恩返しなのに。はぁ、とても中途半端だわ」


    　自分が力になれないことが悔くやしいようで、多華町先輩は下唇をギュッと嚙かみ締しめている。


    　そこまで真剣に向き合ってくれただけで本当にありがたい。


    　たとえ良い案をもらえなくても、僕は彼女に……いや、彼女たちに感謝しかない。


    　どうにかして多華町先輩の申し訳なさそうな表情を崩したいと思い、ある報告をし忘れていたことを思い出す。


    「そ、そういえば決まりました」


    「？　決まった？　……それは幼稚園のことではないのよね？」


    「ええ。決まったというのは自分の作品を担当してくださるイラストレーターさんです」


    「!?　ホンマに！　だ、誰なん！　ああ、私が聞いてもええん？」


    「はい。周りに吹ふい聴ちようしなければ。それに自分は先輩を信じてしますので」


    「っ…………あ、ありがと」


    　彼女は頰ほおを紅潮させてモジモジする。何か恥ずかしいことでも言ってしまっただろうか。


    　そして僕は愛あい田だもこ先生が担当してくださることを告げた。


    「ホ、ホホホホンマなんそれっ!?　あ、愛田もこっていえば、あ、あ、あの『ザ・テイルズ』シリーズでキャラデザを担当して一躍人気になった人やんか！」


    「先輩もご存じでしたか？」


    「もちろんや！　……おほん。当然よ。『ザ・テイルズ』シリーズといえば、今や三大ＲＰＧと言われる大作なのよ？」


    　その通りで、すでに十作以上も続いている超人気ＲＰＧなのだ。アクション性の高いリアルタイムバトルを３Ｄを使って初めて表現し、格闘ゲームのような感覚で楽しめるので、発売して瞬またたく間まにトップクラスの地位を獲得したのがこのゲームである。


    「しかもあなたのファンだったのね。まったく……世間は狭いわ」


    「自分も驚きました。しかしとても気さくでユニークな女性でしたよ。自分も好きになりました」


    「っ……」


    　む？　あれ？　笑顔だった先輩の表情が固まりましたね？


    「…………不ふ々ふ動どうくん？」


    「は、はい」


    　何やら無意識に逆らってはいけないような雰ふん囲い気きを彼女から感じる。


    　錯覚かもしれないが、先輩の身体からだから黒いオーラが出ている……ような気がするが。


    「……愛あい田だ先生って女性なのね？」


    「そ、その通りですが……」


    「気さくでユニーク…………そういう女性が、鈍感で朴ぼく念ねん仁じんの不々動くんのお好みなのかしら？」


    　ど、鈍感？　朴念仁？　何だかいきなり凄すごいことを言われている気がするんですが……！


    「え、えっと……その、愛田先生は魅み力りよく的てきな女性だと思いますが」


    「ふ、ふぅん……そう。………………私は？」


    「へ？」


    「私は魅力的な女性なのかしら？」


    「？」


    「ど、どうなのかしら？」


    「そ、そうですね。自分の主観によりますが、多た華か町まち先輩は魅力溢あふれる人だと思いますよ」


    「っ!?　へ、へぇ……た、たとえば？」


    「たとえば、ですか？　そうですね……」


    　何やらジーッと穴が開くほど見つめ……いや、睨にらみつけられている？


    「幾いくつかありますが、やはり頼りになるところでしょうか。こうして自分も何かにつけて頼らせて頂いているので」


    「た、頼り……ね。むぅ……」


    　あれ？　どこか不満そうだ。何か間違ったことでも言ったのだろうか。


    「も、もちろんそれだけではありません。多た華か町まち先輩は凜り々りしくて美人ですから、男の人だけでなく女の人の憧れでもあると思います」


    「び、美人なんてそんな……ややわいきなり」


    「それに凜々しいだけでなく、好きなものを語る時の先輩は無邪気な子供のように可愛かわいくて、それこそ自分も見み惚とれてしまう時も多々ありまして」


    「か、かわっ……!?」


    「それに以前作って頂いたお菓子だって、お店に出せるくらい美お味いしかったです。気が利いて料理もできるなんて、将来は旦だん那なさんが自慢できる素晴らしいお嫁さんになれると思いますし、それに──」


    「もっ、もうええからっ！」


    「え？」


    「ちょ、ごめんて……もうええし、これ以上はこっちがもたへんわ……っ」


    　見ればいちごのように真っ赤な顔をした先輩は、苦しそうに胸を左手で押さえ、右手で顔を覆おおっていた。


    　しかも小さい声で「お嫁さん……お嫁さん……お嫁さん……お嫁さん……」と、念仏のように繰り返している。
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    「！　あ、あの先輩……？」


    「ちょい待って！　今こっち見んの禁止！　ほら、向こう見といてっ！」


    「は、はい！」


    　僕は言われた通り、多た華か町まち先輩が指差した僕の背後……つまり扉がある方へ身体からだごと向く。


    　しばらくすると「……もういいわよ」と振り返る許可を得た。


    「……だ、大丈夫ですか？」


    「え、ええ、問題ないわ。それにしても……本当にあなたって人は……まったく」


    　まだ若じやつ干かん顔が赤いが、怒らせてしまったのではと謝ろうとするが……。


    「ああ、別に怒ってなどいないわ。あなたのことだから今謝ろうとしたでしょう？」


    　さすがは先輩。ガッツリ先読みされていたようだ。


    「おほん。……少し脱線したわね。とにかくイラストレーターが決まって喜ばしいことだわ。おめでとう不ふ々ふ動どうくん。あの方なら、きっと素晴らしい絵を描いてくれるでしょうね。私も楽しみにしているわ」


    「ありがとうございます。まだ完成は先になりますが」


    「今は原稿を仕上げている途中なの？」


    「あ、はい。ようやくプロットが完成したので、そちらに沿って書き上げています」


    「ということはネットと違って書き下ろしもあるのね」


    「登場するキャラクターには変わりありませんが、終盤に盛り上がるように山場を作りました」


    「それは楽しみだわ。ネットの方も面おも白しろいけれど、プロとして渾こん身しんの力を込めた物語がどのようになるのか、いちファンとして待ち遠しいわね」


    　そう言いながら多華町先輩がチラリと部屋に掛けられている時計を一いち瞥べつする。


    「まだまだ聞きたいこともあるけれど、夏なつ灯ひたちが戻ってきて、またゴチャゴチャする前に一緒に帰りましょうか？」


    「……いいんですか？」


    　僕と一緒に帰っては、目立ってしまい先輩の迷惑になる可能性が高い。


    「私がいいと言ったらいいのよ」


    　こうなったら何を言ったところで、多華町先輩には無意味だ。


    　僕は結局「はい」と了承することになり、帰路を共にすることになったのである。
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    　…………はぁ。


    　私は自室のベッドに座りながら、右手に持っているスマホをじ～っと見つめていた。


    　無意識に溜ため息いきが出たのは、自分の不ふ甲が斐いなさからである。


    「ああもう。何で私ってばサクッとメールとかできないんだろう……」


    　スマホの画面に記されているメールの送信相手に『不ふ々ふ動どう悟ご老ろう』の文字が刻まれている。


    　別にメールをするのが初めてではないが、それでも毎回送信、もしくは受信ボタンを押すのは躊躇ためらわれてしまう。


    　それもこれも生まれながらの気の弱さからだ。


    　何度も何度も送る文章を見直し、少しでも相手が不快な思いをしないように気を配ってしまう。


    　もう十二回も見直したというのに、それでももう一度と確認してしまう。


    　たとえ誤字脱字があろうと、不々動くんが気にしないのは分かっている。そんなことで気を悪くするような人でもないことも。


    　だからあとは送信ボタンを押すだけ。


    　それでもこんな時間（午後八時）にメールしても大丈夫かなと考えてしまう。


    「……こんなんじゃダメ、だよね」


    　ここは勇気を出して送らなきゃ。


    　だって明日は、前回に引き続き【おおわかば幼稚園】の保護者会があるのだから。


    　結局妥協案以上のものは私には浮かばなかったけれど……。


    　明日についてお世話になるといったようなメールを送る。


    「むむむぅ……。押すだけ……押すだけ……押すだけぇ……」


    　ダメだ。ついつい力んで指が動かなくなってくる。まるで石化の魔法にでもかけられたかのようだ。


    「──────なにやってんのさ、ねえちゃん」


    「ひゃあぁぁぁぁっ!?」


    　突然聞こえた声に身を竦すくませながら叫んでしまう。


    　自分を驚かせた声の主を見ると、そこには我が家のやんちゃ坊主くんがいた。


    「せ、せ、千せん志しぃっ!?」


    「～～～っ、こえでけえよ、ねえちゃん！」


    　顔をしかめつつ耳を押さえている４歳の少年──弟の繭まゆ原はら千志は、私が羨うらやましいと思うくらいサラサラヘアーで、艶つやの良い肌をしている。まあ子供だから当然かもしれないけれど。


    　それでもずっと触っていられるほどに心地ここち好よい髪は素直に嫉しつ妬としてしまう。


    　これで日焼けの〝ひ〟の字も知らないほど白い肌なのだから、まさに小さな王子様のようなルックスだろう。


    　しかし千志はそんな見た目ながらも、若じやつ干かん目つきが悪い。というか眼力があるというのか。これはお父さんからの遺伝だ。お父さんも鋭い目つきをしているから。


    　そういえば不々動くんも眼力凄すごいんだよねぇ。あの眼で見つめられると照れ臭くなって何も言えなくなるし。それに声もこう私のお腹なかに響くんだよね。それがまた心地好くて……。


    「……おいっ、ねえちゃん！」


    「ひゃっ!?　え、え、えっと……どうしたの？」


    「どうしたのじゃねえって。かあちゃんがさっさとフロに入れってさ」


    「あーごめんね。知らせに来てくれたんだ」


    「そーだよ。ったく、いまゲームどうがをみてたところだったのにぃ」


    　千せん志しが言うゲーム動画というのは、現在世界最大の動画共有サービス──『ＧｏｏｄＴｕｂｅ』で配信されている動画の一つだ。


    　何でも『グッドチューバー』と呼ばれる人たちが、様々なゲームを攻略しながら実況しているコンテンツがあり、それを多くの視聴者たちが観ている。千志もまたその中の一人だ。


    　ただこの動画共有サービス。今やテレビに匹敵するほどの視聴率であり、時代は『ＧｏｏｄＴｕｂｅ』とさえ言われている。


    　ここでお金を稼ぐ『グッドチューバー』も出てきて、子供たちの将来の夢の選せん択たく肢しの一つとなっているのだから驚きだ。


    　千志も『グッドチューバー』になりたいって言うけれど、お姉ちゃん……できれば普通に外で働くような仕事をしてほしいなぁ。


    　だってゲームやってお金稼げるなら最高じゃん、って安易な考えを捨ててほしいから。


    　お姉ちゃん、そんなに甘い世界じゃないと思うんだけどなぁ。


    　まあとにかく千志の将来の夢はまた今度でいい。


    「ごめんね。もうすぐ入るから」


    「はいよ。ところでねえちゃん、さっきからスマホみてなにしてたんだよ？」


    「え？　あ、その……何でもないから」


    「えぇー、なにかかくしてんだろ？　……あ！　もしかしてこいびとかぁ！」


    「こ、ここここここ恋人ぉっ!?」


    「まえにかあちゃんがいってたしな。ねえちゃんにはすきなやつがいるって」


    　ちょっ、お母さん！　本人の許可もなく何言ってるのっ！　しかも弟にぃっ！


    「どんなやつ？　カッコイイ？」


    「だ、だからお姉ちゃんは誰とも付き合ってなんかないよ！」


    　もう！　まだ４歳なのに、何で最近の子はこんなにマセてるの！


    　実は前に幼稚園に千志を迎えに行った時、伏ふし見みくんがいたので千志が迷惑をかけていないか聞いていただけなのに、園児たちが付き合ってるんだとか言ってからかってきた。


    　私はあたふたしてしまったが、伏見くんはさすが慣れているのか淡々と否定していた。


    「ふ～ん、でもすきなヤツはいるってこと？」


    「すっ……しょ、しょれはどうかなぁ～」


    「うわ、ねえちゃん……わっかりやすぅ」


    　あ～んもう！　ポーカーフェイスを気取ったつもりだったのにぃ！


    　ここは話題を変えるしかない。


    「そ、そんなことより千せん志しはどうなの？」


    「ん～？」


    「好きな子とかいたり？」


    「っ!?　べ、べ、べつにいないからそんなの！」


    　うわ、この子……わっかりやすいよぉ。


    　さすが私の弟だけあるということだろうか。


    　ただこれで反撃できると思い、思わずニヤニヤしてしまう。


    「へぇ～、どんな子なの？　名前は？」


    「い、いうわけねえだろ！」


    「あれ？　じゃあやっぱりいるんだね」


    　だっていなかったら『いうわけねえ』なんて言わないもんね。


    　そこでハッとある子が思い浮かぶ。それは不ふ々ふ動どうくんの妹さんだ。


    「……もしかして────珠たま乃のちゃん？」


    「……はぁ？」


    　あれ？　何その冷たい目。ちょっとお姉ちゃんビクッてなっちゃったよ？


    　顔を真っ赤に照れ臭そうにしていた弟の表情が、一気に不愉快全開といった顔になった。頼むからそこらへんに「ぺっ」って唾つばとか吐かないでね。


    「なんでアイツがでてくんの？」


    「ち、違った？」


    「ちっげぇよ！　アイツはおれの……おれのライバルだ！」


    「ラ、ライバル？」


    　何その熱いオーラは。この世界って少年漫画だっけ？


    　でもライバルってどういうことだろう……。


    　千志にとって気にくわない存在、ってことだよね？　あんな可愛かわいくて優しい珠乃ちゃんが、わざわざ誰かに喧けん嘩かを売ったり、敵になるようなことをするとは思えない。


    　でも千志は見るからに闘志を燃やしている。絶対に負けられない相手に珠乃ちゃんを指名している様子だ。


    「どういうこと？　珠乃ちゃんと喧嘩してるの？」


    「……べつにケンカなんかしてねえ。ただアイツが……ジャマばっかするから」


    　そっぽを向きながら愚ぐ痴ちでも言うかのようにブツブツと声に出す弟を見て、乙女の勘がピンと働く。


    「…………もしかして珠乃ちゃんが千志の恋のライバル？」


    「～～～～～～っ!?」


    　これぞ図星だと言わんばかりに真っ赤な顔を見せる。


    　ああやっぱりそういうことかぁ。ということは……。


    「そっかぁ。千せん志しにも好きな子がいるんだねぇ」


    「!?　う、うっせえから！　そういうんじゃねえから！　ああもうこのハナシおしまい！　ねえちゃんはさっさとフロにはいれよっ！」


    　これ以上は恥ずかしいのか、千志はそそくさと部屋を出て行こうとする。


    　ただあと一つ、別件で千志に尋ねたいことがあったので聞く。


    「ねえ千志、千志はお遊戯会でどうしても『泣いた赤鬼』をやりたいの？」


    「はぁ？　いきなりなに？」


    「お願い、答えて」


    「……なんだかわかんねえけど。まあ……アオオニがカッコイイし」


    　それだけを言うと、今度こそ千志は部屋から立ち去っていった。


    　…………カッコイイ。


    　あの子は確かにそう言った。


    　千志は『いちご組』の中でもガキ大将的な存在だという。他の男の子たちも、千志の言うことには従うような流れになっているらしい。


    　ちょっと複雑だけど……。


    　前に『いちご組』の子が、他の組の子にイジメられたことがあって、その時に千志が率先して助けに行ったことから、『いちご組』の男の子たちは千志を慕したっているのだろう。


    　それに千志はワガママ気質なところもあり、自分がやりたいことを誰に何と言われようとも貫く頑固な性格だ。


    　そんな性格の千志が、主役の赤鬼ではなく、青鬼をやりたいと言うのだ。その理由が、さっきあの子が言った「カッコイイ」ということである。


    　ただどうカッコイイのか、聞いても詳しいことは教えてくれない。


    「『泣いた赤鬼』……か」


    　原作はとても悲しい話ではある。劇ではハッピーエンドにする予定らしい。


    　作中の青鬼の行動は、言ってみれば《自己犠ぎ牲せい》である。


    　友達のために周囲から嫌われることも厭いとわなかった青鬼は、確かにカッコイイと思えるかもしれない。


    　でも……。


    「でも……お友達はきっと…………ずっと後悔しちゃうよね」


    　真実を知った赤鬼の胸中を思うと、やはり原作はバッドエンドであると思ってしまう。


    　できれば他に何かもっと良い方法があったのではないだろうか……。みんなが笑顔で終われるようなやり方が──。


    　──ブゥゥゥゥ。


    「にゃふぁっ!?」


    　右手にあったスマホがいきなり震えたので声を上げてしまった。


    　見ると──。


    「え……えっ、えぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?　ふ、ふふふふ不ふ々ふ動どうくんからメールッ！　な、な、何でっ!?」


    　確かめてみると、ついさっき私がメールを送っていた。


    　…………あ。


    　その時刻を見て謎は解明した。


    　どうやら千せん志しに声をかけられて驚いた拍子に送信ボタンを押していたようだ。


    　思わぬ結果になったが、それでも不々動くんとまたメールのやり取りができると思い、私は笑顔でメールを返す。


    　そしていつまでも部屋から出てこない私を[image: ]しかりに、お母さんが飛び込んできたのは言うまでもないことだった。
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    　──日曜日。


    　初めて参加した保護者会から約一週間が経ち、僕とお祖ば母あちゃんは再び【おおわかば幼稚園】へと足を運んでいた。


    　しかし今回は珠たま乃のも一緒に来ている。


    　すると前回同様、幼稚園の前にはすでに繭まゆ原はらさん一家が立っていた。相変わらず早い。


    「わぁ～、いーちゃんだぁ！　いーちゃぁぁぁん！」


    　繭原さんを視界に捉とらえた珠乃が、彼女に向かって嬉うれしそうに走っていく。


    「あ、おはよう、珠乃ちゃん」


    　笑顔で挨あい拶さつをしながら珠乃を迎え入れようとする繭原さんだったが、当の珠乃がピタリと足を止めてしまったのである。


    　珠乃の視線が繭原さんではなく、その後ろにいた少年へと向けられていた。


    「どーしてせんくんもいゆのっ！」


    「うっせバーカ。べつにいいだろバーカ」


    「もぉーっ、たまはバカじゃないもん！　せんくんのいじわるっ！」


    「あーあーうーるーさーい。これだからおんなは」


    　少年はやれやれといった感じで首を振っている。四、五年ほどしか生きていないのに女性の何を知っているのかは分からないが、どうやら珠乃のクラスメイトらしい。


    　……！　そういえばせんくんという子の名前を聞いたことがありましたね。


    　前に珠乃と一緒に風呂に入っていた時に出た名前だ。確か珠乃と親しいゆーちゃんをイジメる男の子という話だが……。


    「こら千せん志し！　女の子に向かってバカとは何事だい！」


    「いってぇっ！　なぐんなよっ、かあちゃん！」


    　繭原さんのお母さんに拳げん骨こつを頭の上に落とされ涙目になるせんくん。


    　珠乃は珠乃で、繭原さんの足に抱き着きながらせんくんに向かって舌を出して「あっかんべー」をしている。


    　僕はおもむろに繭原さんへ近づき挨拶をする。


    「おはようございます、繭原さん」


    「は、はい！　こちらこそです！　おはようございます！」


    　ペコリペコリと何度もお辞儀をする彼女。いつも思うが、何な故ぜ僕の前だとこんなにも慌あわてている素振りになってしまうのだろうか。


    「あの……もしかしてあの子は」


    「あ、はい。うちの弟の千せん志しです。ほら千志、挨あい拶さつをしなきゃ」


    「えぇ、めんどーくせ……って、デカッ!?」


    「こらっ、失礼でしょ！」


    　またもポカリと自分の母親に拳げん骨こつを落とされてしまう千志くん。


    　聞けば千志くんは、いつもお母さんか繭まゆ原はらさんに幼稚園へと送り迎えをしてもらっているらしく、不ふ々ふ動どう家の前まで来てくれる幼稚園バスには乗っていないので、僕の姿も見たことがないようだった。


    「ほら、しゃきっと挨拶しな！」


    「うぅ～、わーったよぉ。……まゆはらせんし、４歳」


    「これはご丁てい寧ねいに。僕は君のお姉さんと同じクラスメイトで、珠たま乃のの兄の不々動悟ご老ろうと申します。以後お見知りおきを」


    「お、おぉふ……」


    　明らかに面食らっている様子だ。無理もない。子供からしたら、この体格は怪物みたいなものだろうから。


    　しかし次の瞬間、何な故ぜか千志くんが僕に近づいてきてペタペタと身体からだに触ってきた。


    「え、あ、あの……」


    「ちょっ、千志！　何をしているの！」


    　さすがに黙っていられなかったのか、繭原さんが声を上げるが、千志くんは気にせずに触り続けていく。


    　そして首が痛くなりそうなほど僕の顔を見上げながら言う。


    「な、なあなあ！　あんたってアオオニか！」


    「へ？　あ、青鬼？」


    「からだもすっげぇおおきいし、それにかおだってアオオニみたいだ！」


    「も、もう千志、失礼だから！　ご、ごめんなさい不々動くん！　この子も悪気があって言ってるわけじゃないんですぅ！」


    「ああいえ、お気になさらないでください。千志くん……でしたか。自分は青鬼ではありません」


    「あーそっか。そうだよなぁ。いるわけねえもんなぁ」


    「そんなに自分は青鬼に似ていますか？」


    「おう！　おれもさ！　アオオニみたいにデカくてカッコイイやつになりてえんだ！」


    　４歳だというのに流りゆう暢ちように話す彼に感嘆する。５歳になってもまだ舌足らずの珠乃が基本になっているからだろうか。いやまあ、舌足らずだからこそ可愛かわいいのだが。


    「なあなあ、『ないたアカオニ』ってしってるか？」


    「ええ、知っていますよ。今度千志くんたちがお遊戯会でやる演目ですね」


    「おう！　おれさ、アオオニやるんだ！　すっげえだろ！　うしし！」


    　いじめっ子というから少し構えていたが、とても明るく良い子のように思える。繭まゆ原はらさんの弟さんだから悪い子ではないとは思っていたが。


    　するとそこへ珠たま乃のが僕と彼の間に割り込んできた。


    「にぃやんからはなれて！」


    「うわっ！　おいっ、いきなりおすなよ！」


    「そうですよ珠乃。いきなり押したりしちゃダメです。怪け我がをしたら大変でしょう」


    「うぅ……でもにぃやんが……」


    　[image: ]しかられて泣きそうになる珠乃の頭を撫なでたのは繭原さんだ。


    「お兄ちゃんを取られそうで嫌だったんだよねー。大丈夫だよ。お兄ちゃんは誰よりも珠乃ちゃんのことが大好きだからね」


    「ぐす…………ほんと？」


    「うん、ほんとだよ。そうですよね、不ふ々ふ動どうくん？」


    「……はい。自分は珠乃が一番ですよ」


    　僕は珠乃をヒョイッと抱き上げると頭を撫でる。


    「にへへ～、あのね、あのね、たまもね、にぃやんがいっちばんなの！」


    　ギュッと頰ほおを寄せてスリスリしてくる。


    　ああもう何て可愛かわいい天使なのでしょうか。このまま昇天してしまいそうです。


    「そっか、いつもたまのがジマンしてるでっかいにいちゃんってこのヒトのことだったのか……」


    　幼稚園でも珠乃が僕のことを自慢している？　これはもう今日は水みず羊よう羹かんパーティですね。珠乃をうんと甘やかしましょう。


    「──うっせぇな。門の前で騒ぐなよなお前ら」


    　そこへ不機嫌そうな顔で現れたのは伏ふし見みくんだ。


    　しかし以前とは違い、その隣には一人の女性が立っている。


    　僕も見知った人物だ。


    「……伏見先生？」


    「あら、トラちゃんに聞いてたけど、本当に不々動くんだったのね、珠乃ちゃんのお兄さんていうのは」


    　伏見小こ兎と先生。僕たちが通う学園で、家庭科の教師として教きよう鞭べんを振るっているのだ。


    　伏見くんと同じ髪色だが、こちらは腰まで伸びている。透明感のある顔つきはどこか儚はかない印象を受けるが、やはり伏見くんと似通っていた。彼がそのまま大人になったようなルックスといえばいいだろうか。


    　ただ明らかに伏見くんより背が高い。恐らく10センチメートル以上差はある。


    「おはようございます、伏ふし見み先生。もしかしてお手伝いですか」


    「おはよう、繭まゆ原はらさん。そうなのよ。母が暇ひまなら手伝えって。せっかく今日の休みはトラちゃんとショッピングデートするつもりだったのに」


    「初耳だぞコラ。つーかしねえからな」


    「あんもう。本当につれない子なんだから。まあそんなツンデレなところも可愛かわいいけどね」


    「デレたことなんてねえよ！」


    「ウフフ、はいはい、分かってますよー」


    「頭撫なでんじゃねえっ！」


    　どうやらお姉さんの方が一枚も二枚も上手のようだ。


    　伏見くんがあんなにも簡単にあしらわれているとは……。


    「ったくもう。とにかく会議室の準備はできてっから入ってくれ」


    　僕たちは以前のように伏見くんに促され、会議室へと向かったのである。


    



    



    　………………………………どうしてこんなことになったのでしょうか。


    　今僕は、室内にある視線すべてを釘くぎ付づけにしてしまっている。


    　別に注目されるのは慣れているので問題はない。ただその視線にもいろいろ種類はあるが。普段受ける視線のほとんどは恐怖によって占められている。


    　しかし今は──。


    「うわぁ、やっぱたまのちゃんのおにいちゃんっておっきい～」


    「まえにいったならのダイブツ？　さんみたぁい」


    「すっげすっげ！　たまののおにいちゃんすっげ！」


    　などなど、現在僕は多くの園児たちに囲まれ、観光名物のような扱いになってしまっていた。


    　実際、珠たま乃のがバスで帰って来るのを出迎えに行く度たびに、バスの中から園児たちの好奇の視線が向けられている。


    　ただそのほとんどは怯おびえからくるものだと思って、僕もあまり関わろうとしないでおいたのだが……。


    　……まさか興味を持たれるとは……。


    　怖く、ないのでしょうか。この見た目が。


    　それに保護者の方々も止めに入らない。まあ、以前にもお会いしている人たちばかりなので、少なくとも僕が危険人物だとは思っていないでくれているのだろう。


    「ほんとーにアカオニさんみたいだねー」


    「ちっげえっての！　このヒトはアオオニだ！」


    「えーせんくん、ほんとぉ？」


    「う～ん、どうちがうの～？」


    「いいか、まずこのめつき！　そっくりだろ！　それにでっけぇ！」


    　千せん志しくんが何な故ぜか僕の前に立ち、まるで高価な商品を売る商人のような振る舞いで皆に自慢げに語っている。


    　オークションに出される商品の気持ちってこんな感じなのでしょうか……？


    　しかしなるほど。テレビ番組でも取り上げられた『泣いた赤鬼』のせい、いや、お蔭かげとも言うべきか、あまり恐怖を持たれていないようだ。


    　それに日頃から珠たま乃のが僕のことを話していること、それも大きな原因だろう。


    「もう！　だーかーら！　にぃやんからはなれて！　ゆーちゃんもてつだって！」


    「わ、わたしも!?　え、えと……せんしくん、ダメ……だよ？」


    「うっ!?　ゆ、ゆうは！　お、おまえにはかんけーねえだろバーカ！」


    「ひっ！　ご、ごめん……ごめんね……！」


    「ああっ！　またゆーちゃんイジメてゆ！　せんくんのおバカ！　だいっきらい！」


    　ああなるほど。こんな感じで千志くんと珠乃はぶつかっているみたいだ。


    　ゆーちゃんというのは、結ゆう羽はちゃんといって珠乃の無二の親友である。この前の珠乃の誕生日会にも当然のように来てくれた子だ。


    　とても優しく穏やかで、絵本を読むのが大好きなおかっぱ頭が似合う女の子である。


    　ただ気が弱いところもあり、相手に強く出られると小さくなってしまう性格の持ち主だ。初めて僕と会った時も失神してしまったこともあり、あれは懐なつかしい思い出である。


    　今では少し慣れてくれたようでホッとしている。


    「ふ、ふん！　べ、べつにおまえにきらわれてもいいし！」


    「ぶぅぅぅ！　そんなんだかや、ゆーちゃんにもきらわれてゆんだよ！」


    「ゆ、ゆうはにも!?　…………へ、へんっ！　だ、だからどうだってんだよ！」


    　というには、今の発言が彼に与えたダメージは大きかったのか、明らかに動揺が目に見える。ちょっと涙目だ。


    　珠乃に話を聞き、千志くんがゆーちゃんに気があり、それでついついからかったり強く言ったりしてしまうのだと予測していたが、どうやらその考えは的を射ていたかもしれない。


    　今も泣きそうなゆーちゃんを、不安そうにチラチラと千志くんが見ているので、きっとそういうことなのだろう。


    「だ、だいたいいっつもおまえはうっせんだよ！　【いちごぐみ】のリーダーはおれだぞ！」


    「たまだっておんなのこのリーダーだもん！」


    　そう。組にはそれぞれ男子女子と一人ずつリーダーが設けられている。


    　みんなと相談して、この子ならと推薦されるのだ。


    「ぐぬぬぬぅ、いっつもいっつもジャマばっかしやがってぇぇぇ……！」


    「いじめっこはダメなんだかやね！」


    　珠たま乃のと千せん志しくんは二人して火花を散らしている。男の子にもハッキリ自分の意見を言える強さを見せている姿は、幼い頃のどーくんを彷ほう彿ふつとさせた。


    　ああいう強気で友達を守ろうとする姿は僕も見習わないといけないかもしれない。


    　ただそろそろ止めた方が良いだろう。口くち喧げん嘩かならまだいいが、エスカレートして摑つかみ合いにまで発展したらさすがに危険だから。


    　そう思い、口を出そうとしたその時、


    「ね、ねえ……その、ケンカ……や、やめよ？」


    　勇気を振り絞って口を出したのはゆーちゃんだった。


    「なかなおり……しよ？　ね、せんしくんも」


    「うっ!?　っ…………うっせえよ！」


    　珠乃と千志くんを宥なだめようと近づいてきたゆーちゃんの肩を千志くんが突き飛ばす。


    　後ろに倒れそうになるゆーちゃんを見て、「あっ」と千志くんが声を漏もらす。


    　よろけるゆーちゃんは、その先にある壁に激突しそうになった。


    　僕は咄とつ嗟さに手を伸ばし、彼女を受け止めることに成功する。


    「……ふぅ。大丈夫ですか、ゆーちゃん？」


    「っ…………おにい……さん。は、はい」


    　良かった。危機一髪。どこにも怪け我がはしていないようだ。


    「────千志ぃぃぃぃっ！」


    　ホッとしたのも束つかの間ま、まさに怒号。室内の窓が割れんばかりの声が轟とどろく。


    　発したのは千志くんのお母さんだ。


    「こんのっ、バカたれぇっ！」


    「いってぇぇぇぇぇぇぇっ！」


    　今までで一番痛そうな拳げん骨こつをくらう千志くん。頭を押さえながら床に蹲うずくまった。


    　うわぁ、あれは痛そうです。


    「女の子に手ぇ上げるなんて良い度胸だね！　あたしゃアンタをそんなふうに育てた覚えなんてないよっ！」


    「ひっ、ひぃぃぃぃぃっ！　ご、ごめんなさぁぁぁいっ！」


    「あたしじゃなくて、ゆーちゃんに謝んなバカ息子！　じゃないと今晩は飯抜きだからね！」


    「しゅ、しゅみましぇんでしたぁぁぁぁっ！」


    　さすがの千志くんも生みの親には勝てないのか、公衆の面前で尻しり叩たたきを受けながらも必死に涙を流しながらゆーちゃんに謝っている。


    「う……うん。もういい……よ？　だから仲良く……ね？」


    　天使のように微ほほ笑えむゆーちゃんに胸を打たれたのか、千志くんは真っ赤な顔でそっぽを向いている。


    　そのあとは、繭まゆ原はら一家が総出でゆーちゃんと、その母親に改めて謝罪をしていた。


    　子供のしたことだからとすぐに事態は収まったが、何というか……。


    　先行きが不安になるような出来事でしたね……。


    　そして会議に出席する人たちが全員集つどい、【いちご組】の第三回保護者会が始まった。


    「──おれは『ないたアカオニ』がいい！」


    「ぼくも！」


    「りんくんもっ！」


    「えぇーっ、『マッチうりのしょうじょ』のほうがいいもん！」


    「そうよそうよー」


    「こういうときはおとこのこがガマンしてよー！」


    　会議が始まってすぐに子供たちによる言い合いが始まった。やはり男の子と女の子で意見がバッサリ割れている。


    　ただ中には……。


    「あ、あのね……ゆーはべつに『ないたアカオニ』でもその……いい、かな」


    　ゆーちゃんは恐縮しながらも、譲り合う意見を口にする。


    「えーダメだよゆーちゃん！　わたしたちは『マッチうりのしょうじょ』やりたいもん！」


    　女の子の意見に、他の女の子たちも賛同する。珠たま乃のもウンウンと頷うなずいていることから、引くつもりはないらしい。


    　そして園長先生が一度園児たちを静かにさせて、以前出た妥協案について話し出した。


    　他の組の保護者たちに、時間を短縮した二つの劇を行うという提案を伝えたところ、特に反対意見は出なかったそうだ。


    　ただ時間配分だけは守ってほしいという条件はあった。つまり妥協案ならば無事に演目を行うことができるということである。


    「でもそれってすっげえみじかくなんねえ？　だったらおれはヤだな。おれはちゃんとした『ないたアカオニ』をやりてえ」


    　そこへ先程の様子はどこへやら、不機嫌そうな顔で言葉を発したのは千せん志しくんだ。


    　やはりその不満が出たかと、大人たちの表情が暗くなる。


    　短くするなら、どうしても内容を削る必要が出てくるから、そういう不満が出る可能性は考えられていた。


    　そう、以前伏ふし見みくんと一緒に懸念したことがやはり表に出てしまっていたのである。


    「こら、ワガママ言うんじゃないの。それにちゃんとってどういう意味なのさ？」


    　千志くんのお母さんが注意がてら尋ねる。


    「ちゃんとはちゃんとだ！　コイツらおんなたちは、もとのハナシとぜんぜんちがうことをやるみてえだけど、おれはもとのとおりにやりてえ！　な、おまえら！」


    「うん！　ぼくもせんくんといっしょ！」


    「はいはーい！　ぼくもそれがいい！」


    　さすがはリーダーなのか、彼の意見に次々と男の子たちが賛同していく。


    　この流れは非常にマズイのでは……？


    　さすがに短縮した時間で、ちゃんとした原作をやるのは難しい。


    「う～ん、でもせんくん。もとのおはなしだと、アオオニがかわいそーだよ？」


    　などと、園児の一人が千せん志しくんに向けて言うが、


    「けどテレビじゃちゃんとしたヤツやってたじゃん。おれはアレがいい」


    「そっかぁ。そーだよね！」


    　ああ、そこはもう少し強く推して千志くんの意見を変えてもらいたかった。


    　保護者の人たちも収拾がつかないことになりそうな雰ふん囲い気きにうろたえる。


    　以前、子供を交えたら余計に話が拗こじれてしまうと懸念を口にした人もいたが、まさにそうなっている状況だ。


    「あ、あのね千志くん。先生たちもちゃんとしたお話でやらせてあげたいけど……。それにね、最後はハッピーエンドの方がほら、楽しいじゃない？　先生たちも頑張ってお話を考えてみるから」


    　担当の先生が千志くんだけでなく、他の男の子たちにも諭すように発言する。


    「ヤだ！　おれたちはちゃんとしたヤツがやりてえの！」


    「そうだそうだー！」


    「いいぞせんくぅん！」


    　どうやら男の子たちに心変わりをさせないと、演目自体不可能になってしまいそうだ。


    　親たちもワガママを言うな、と静かにするように注意するが、子供たちはどんどんヒートアップしていく。


    「だあもう！　うっせえぞお前ら！　時間も足りねえから無理なんだっつーの！」


    　そこへ保護者の代わりに怒鳴ったのは伏ふし見みくんだ。


    「うっせ、チビトラ！」


    「んだとこら千志、今何つった！」


    「へーんだ！　チビトラがおこってもこわくねえしー！」


    「はあ？　上等じゃねえか。おい不ふ々ふ動どう、コイツらに大人の怖さってもんを教えてやれ」


    　……え？　自分ですか？


    　いきなり振られて驚きよう愕がくしてしまう。


    　そこは伏見くんが大人の凄すごみというものを見せつける場面では……。


    「あ、あの……伏見くん？」


    「んだよ不ふ々ふ動どう。いいぜ、融ゆう通ずうの利かねえガキどもに社会の厳しさってもんを──」


    「へんっ、じぶんじゃなにもできねえんじゃん」


    「トラくんカッコわるいぞー！」


    「あーんでも、そんな他力本願なトラちゃんも可愛かわいいぞー」


    「うんうん、かわいいかわいい！」


    「チビトラのおんなおとこー」


    「うっせえーよっ！　俺はれっきとした男だ！　あとどさくさ紛れに参加してんじゃねえぞアネキッ！」


    　うん。途中、ずいぶんと流りゆう暢ちような発言が聞こえたと思えば、やはり伏ふし見み先生だったようだ。


    　そこから男の子＋伏見先生　ＶＳ　伏見くんの不毛な言い争いが続く。


    　そしてしばらくして──。


    「ああ……クソだるい。もう寝たい。お家うち帰りたい」


    　子供たちの圧倒的なパワーに押し負けたのか、伏見くんは真っ白に燃え尽きたように壁に寄り添っていた。


    　お疲れ様でした、伏見くん……。


    　しかし冗談ではなくこれは困りましたね。


    　妥協案について、女の子たちからは反対の意見は出ていない。


    　だが男の子たちからは、原作をしっかりと演じたいという話が出てしまい、どうすればいいか大人たちが困惑してしまっている。


    　さすがに原作をそのまま短い時間で行うのは無理だ。


    　となれば男の子たちに妥協してもらうしかない。ただ妙に頭の回転が速い千せん志しくんが相手では、生なま半はん可かなことでは納得してくれなさそうである。


    　それこそ彼の意見をも取り込んで、かつ妥協できるだけの案があればいいが……。


    「はぁぁぁ……やっぱあの案しかねえか？　けどそれだと千志の希望も通らねえし、でも通ったら通ったでどうすんだって話だしなぁ」


    　ブツブツと伏見くんの呟つぶやき声が僕の耳に入る。そういえば前にも似たようなことを彼が言っていたことを思い出す。


    　もしかしたら伏見くん、何かしらの案が浮かんでいるのではなかろうか。しかしその案を行うには、彼が躊ちゆう躇ちよする問題点があるようだ。


    　…………時間内に二つの劇。女の子たちは話の内容より、マッチうりの少女という役ができれば問題ない様子。そのため話を変えても反対意見はない。


    　対して男の子たちはできることなら、あまり原作を変えるような内容はＮＧ。いや、たとえ変えても納得できる内容が必要。


    　限られた時間の中で二つの劇を行い、かつ千志くんたちが納得できる『泣いた赤鬼』の演劇が求められる。


    　でもそんな都合の良い…………っ！


    　その時、不意にある方法が脳裏に浮かび上がった。


    　……いや、確かにこれなら内容次第で男の子たちも納得してくれるかもしれない。ただ問題が一つ。


    　…………だとしても今はコレが最善のような気がする。


    　僕はスッと右手を挙げた。


    「不ふ々ふ動どう悟ご老ろうくん、でしたね。どうかされましたか？」


    　園長先生の声で、皆が僕に注目する。


    「僕から一つ提案があります」


    　皆が静まり返り、そして園長先生が「どうぞ」と促してくれた。


    「限られた時間の中、二つの劇を子供たちが納得のいく形で行うのは難しい。なら──」


    「……まさか不々動、お前」


    　伏ふし見みくんが何かを察したかのように小さく言葉にする。


    　僕は少し間を取ったあと、静せい寂じやくを破るように言葉を繫つないだ。


    「──二つの劇を一つに合わせたものを演じるというのはどうでしょうか？」


    



    



    　…………空気が重い。


    　というか誰も喋しやべらないので、まるで時間が止まった中、一人だけ意識がある奇妙な感じだ。


    　伏見くんも何も言わず、難しそうに顔をしかめている。


    　そんな中、やはり皆の代表として園長先生が口火を切った。


    「合わせた……？　それは『マッチうりの少女』と『泣いた赤鬼』の合作、ということですか？」


    「はい、その通りです」


    　僕が認めた直後、一気に室内がざわつき始める。


    「合作？　二つを一つ？」


    「どういうこと？　そんなことできるのかしら？」


    「でも二つの劇を行うよりは効率が良いかも」


    　などと保護者の方々がそれぞれの考えを口にしていく。


    　そこへ大きな咳せき払ばらいが響き、その主である伏見くんに今度は視線が集中する。そして彼は詳しい説明をしてくれと僕に催促してきた。


    「今まで会議で出た話をもとに考えました。現実問題、二つの劇を短縮して行うことを子供たちは良しとしません。特に……男の子たちは」


    　僕が千せん志しくんたちに視線を送るとウンウンと唸うなっている。


    「ここで我慢しろと説得し、原作を改稿した劇を行わせることはできますが、先生や保護者の方々も出来得ることなら、子供たち全員が納得のできる劇をさせてあげたい。違いますか？」


    　その問いに対し、親御さんからも「……ま、まあそりゃあね」やら「息子がやりたいって言ってるし、ねぇ」などの言葉が出てくる。


    　そして保護者を代表するように、繭まゆ原はらさんのお母さんもまた意見を口にした。


    「これが幼稚園で最後のお遊戯会だからね。やっぱ存分にやらせてあげたいものさ」


    　そんな繭原さんのお母さんの言葉に、親御さんたちが次々と頷うなずきを見せる。


    　やはり口ではワガママを注意しても、内心では思う存分好きなことをさせてやりたいと思うのが親だろう。少し甘いかもしれないが、僕だって珠たま乃ののことを思うと強く言えない。


    「どうやら女の子たちは『マッチうりの少女』を原作通りにやらなくとも、少女の役目を重視しているというか、マッチうりの少女の役になれれば満足のようです」


    　今度は女の子たちに視線を向けるが、彼女たちもコクンと首肯して僕の言っていることが正しいと証明してくれる。


    「ですから『泣いた赤鬼』を主軸とした、まったく新しい──オリジナルの『泣いた赤鬼』をやればいいのではないでしょうか？」


    「…………『泣いた赤鬼』にマッチうりの少女が出てくるような内容にするってことか？」


    「その通りです、伏ふし見みくん」


    「はぁ……やっぱそうかよ」


    　伏見くんは、苦々しげな表情を浮かべ、それ以上は何も言わずに頭をガシガシとかく。


    　保護者の方たちからも、「それなら……」や「確かに……」などと賛同する声がちらほら上がってくる。


    　よし、保護者の方々には好感触のようですね。しかし問題は──男の子たちです。


    「……千せん志しくん」


    「うぇ？　お、おれ？」


    「はい。千志くんはどうしても原作……もとの話通りに劇をやりたいですか？」


    「お、おう。そりゃしたいけど……」


    「それはどうしてですか？」


    「どうしてって……アオオニがこう、こどくでカッコイイし？」


    「なるほど。あの青鬼が孤独でカッコ良く見えるんですね」


    　それはまた変わったものの見方です。千志くんはアニメや漫画で、主役よりも孤高な戦士とかを好きになるタイプなのでしょう。


    　さて、ではどのようにして彼を説き伏せるのか、そこが問題である。


    　僕が思案していたその時、伏見くんが「なるほどなー」と言って、千志くんの意識を自分に向けさせた。


    「孤独は確かにカッコ良いかもなー」


    「！　だよな！　わかってんじゃん、チビトラ！」


    「チビトラ言うなアホ！　けどよ千せん志し……話の作り方によっちゃ、青鬼はもっとカッコ良くなるかもしれねえぞ？」


    「も、もっと？」


    「おう。もっとだ」


    「むぅ…………そんなハナシにできるのかよ？」


    「っ……た、多分？」


    「なんだよタブンって！」


    　せっかく勢いに乗って話に食いついてくれていたのに、急に伏ふし見みくんが失速し始める。


    　実際に伏見くんの頭の中にそんな話があれば良いが、どうやらあの様子では無いようだ。


    　けれど伏見くんのお蔭かげで、あとは話の内容だけに焦点を絞ることができたのも確か。


    「……もしできるとしたら、それで納得してくれますか？」


    　今度は僕が伏見くんの代わりに千志くんに問う。


    「！　………………おまえらはどうおもう？」


    「う～ん、ぼくはべつにいいよ」


    「りんくんはね、それおもしろそうっておもう！」


    「よくわかんなーい。でもみんながいいならいい！」


    　男の子たちの意見を聞き、千志くんは「そっか」と首を縦に振る。


    　そしてジッと僕の眼を見つめてきた。


    「────じゃあそれで」


    　ホッと息吐く瞬間だった。


    　まだ問題はあるものの、ひとまず無理難題だけは通り過ぎることができたようだ。


    　安あん堵どしたのは僕だけでなく、先生たちは特に胸を撫なで下ろしている。


    　本当にご苦労様ですという言葉を送りたい。


    　こんなふうに毎回子供たちからの意見に対し真剣に取り組み解決策を探し続けてきているであろう大人たちに尊敬の念を抱く。


    　伏見くんとも顔を見合わせたが、彼はいまだ苦笑気味ではある。


    　そして園長先生も安堵した様子で発言する。


    「それでは話を纏まとめましょうか。【いちご組】は、『マッチうりの少女』と『泣いた赤鬼』の二つの話を合わせたオリジナルストーリーで演劇を行うということでいいでしょうか？　女の子たちもそれでいいかしら？」


    「「「「はーい」」」」


    　男の子たちと違って、まだ子供でもどこか現実主義者というか理性的なのかもしれない。それだけがまだ救いだった。


    　仮に女の子たちまでもガッツリ『マッチうりの少女』をやりたいと口にしていたら、それはもう本当にどちらかを諦あきらめてもらうしかなかったところだ。


    　保護者の方々も合作には期待を込めた頷うなずきを見せてくれた。


    　話の内容は、すぐに先生たちが考案して園児たちに伝えることを約束し、第三回保護者会は幕を下ろしたのである。


    



    



    【いちご組】の親子が会議室から次々と出て行く。繭まゆ原はらさんのお母さんは、もう一度ゆーちゃん一家に謝るといって、千せん志しくんを連れて足早に部屋から出て行った。その際、繭原さんのお母さんが、繭原さんに意味深な目配せをし、「ゆっくり帰っておいで」と言われていた。


    　残された繭原さん、僕、珠たま乃の、お祖ば母あちゃんが一緒に部屋を出て行こうとしたところを、園長先生に呼び止められた。


    「本当に何とお礼を言っていいやら」


    「あ、いえ。その……ただ思いついたことを口にしただけですので」


    「いえいえ。あなたのお蔭かげで行き詰まりだった問題が解決したのですから」


    　そうですよと、担当の先生も嬉うれしそうにお礼を言ってくれる。


    「……そのことですが、伏ふし見みくんは僕よりも先に気づいていたのではないですか？」


    　僕の言葉が予想外だったのか、皆の視線が彼へと向く。


    　当の本人は面倒くさそうに「げっ」と短く唸うなり声を上げた。


    「……前の保護者会のあと、伏見くんは無意識かもしれませんが、もう一つ案があるようなことを口にしていました」


    「っ…………ああ、そうだよ」


    　園長先生に睨にらまれ誤ご魔ま化かす気力を失ったのか、再び頭をガシガシかきながら観念した。


    「だったらどうして言ってくれなかったの？」


    「……いろいろ問題があったからだよ」


    「問題？」


    「確かに前々から合作の案は思いついてたけどよ。……先生たちって話作り得意だっけ？」


    「「……っ!?」」


    　担任の先生と、副担任の先生の眼が同時に泳ぎ出す。


    「難しいと思うぞ。千志たちが納得できるような話を作るなんて。それに時間もそうねえし」


    「あ、なるほど～。トラちゃんてば、自分が案を出して丸投げされてしまう危険性を察知して黙ってたのかな～？」


    　伏見先生の言葉を受け、明らかに伏見くんがギョッとして動揺を見せた。


    「しょ、しょうがねえだろ！　俺に話作りの才能なんてねえし！　それに前だって俺が案を出した時に丸投げされて、俺がどんだけ大変だったか！　まああの時は俺でも何とかできる内容だったから良かったけど、今回ばかりはまったくの論外だ！　言っとくけど俺の国語の成績が目も当てられないくらい酷ひどいのはアネキなら知ってるだろ！」


    「う～ん、そうなんだけどぉ、一応教師の人間に向かって堂々と言うことじゃないわよトラちゃん」


    「うっせ！　……つーわけで、合作の案を出したところで結局は無駄に終わるって思ってたんだよ。だって実際に俺を含めて先生たちにそんなスキルねえだろ？」


    　図星なのか、陰いん鬱うつな沈黙が流れてしまう。


    　確かに解決策は見つかったものの、一口に合作をするといっても不得意な人では困難だろう。


    「そうねぇ。虎こ大だいちゃんの言う通り、時間も迫ってきているし、なるべく早くお話を作れる人を見つけないと。あなたたち、誰か伝手つてはないかしら？」


    　園長先生がその場にいる全員に尋ねる。


    「だからあったら苦労なんてしねえって。大体話作りなんて簡単じゃねえし、千せん志したちを納得させるクオリティなんてそうそう……」


    　伏ふし見みくんが肩を竦すくめながら発言していたその時、思いがけない人から思いがけない言葉が発せられた。


    「あーそれなら、ここにピッタリの人がいるわよー」


    　伏見先生だった。


    　当然のように皆の視線が彼女へと向く。


    「小こ兎とちゃん、何を……ピッタリってどこに？」


    　園長先生の問いに対し、伏見先生はその楽しげな顔に備わっている大きめの双そう眸ぼうを、あろうことか〝僕〟に向けていたのである。


    　ま、まさか……っ！　伏見先生が何な故ぜ……っ!?


    「彼だよ彼。不ふ々ふ動どう悟ご老ろうくん。この子ならきっとできると思うよ！」


    　彼女の言葉に思わず僕は絶句してしまう。


    　マズイ。これ以上の発言嫌な予感がする。


    「はぁ？　いきなり何言ってんだよアネキ。何でここで不々動が出てくんだよ？　あ、まさか案を出したからって、今度はコイツに丸投げしようってんじゃねえだろうな！　俺ならともかく、それはさすがに横暴で──」


    「だって、この子はもうすぐデビューする作家の卵さんなんだよ！」


    　…………………………遅かった。


    　伏見先生に向けて伸ばした手が、行き場を失ったようにだらりと下がる。


    　どうして伏見先生が知っているのか、心当たりは無きにしも非ずだが、バレてしまった以上は考えても仕方ない。


    「……は……はあぁぁぁ？　ど、どういうことだよアネキ！　いや不ふ々ふ動どう、アネキの言ってることはマジなのか？」


    「それはその……」


    「不々動……くん？」


    　繭まゆ原はらさんも信じられないという面持ちで僕を見つめてきている。


    「そだよー！　にぃやんはおはなしをつくるの、と～ってもおじょうじゅなのぉ！」


    　ほ、褒ほめてくれるのは大歓迎なのですが、その後押しは今いらなかったですよ、珠たま乃の。


    　普段大人しいお祖ば母あちゃんも突然のことに動揺してしまっている。


    「ゴローさん、お友達にも教えていなかったのですか？」


    「あ、いえお祖母ちゃん、その……」


    　自分には友達と呼べるような存在はいない──と、さすがにこの状況では口にできなかった。


    「今のお前のお祖母さんの言葉。お前……マジで作家としてデビューすんのかよ？」


    「それは……………………はい」


    　噓はつけない。つきたくない。


    　だから、話題に上ってしまった以上は認めることしかできなかった。


    　僕が認めると、デビューのことを知っているお祖母ちゃんと伏ふし見み先生以外は、あんぐりと口を開けて固まってしまっている。


    　それに繭原さんに至っては……。


    「ふ、ふふふふふふ不々動くんがががががががっ!?」


    　まるで電撃でも浴びているかのような状態になっている。


    「確か……ライトノベルってジャンルでデビューするんだよね？」


    　伏見先生が確認するように尋ねてきた。


    「ラ、ライトノベルゥゥゥッ!?　しょ、しょれはほんとでしゅか不々動きゅんっ！」


    　またも余計なカミングアウトをしてくれた伏見先生のせいで、繭原さんは興奮度をマックスにして詰め寄ってきた。


    「あ、あの繭原さん……ち、近いのですが」


    「そ、そそそそそんなことよりも伏見先生の言ったことってほんとなんですかっ！　わ、わ、私超気になりますぅっ！」


    「えと…………まあ、はい。事実です」


    「ほわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」


    　まるでアイドルでも目の前にいるかのように目を輝かせた繭原さんの声が響く。


    　ライトノベルの話になると我を忘れる彼女だが、ここでも健在のようだ。


    「あれ？　もしかして言っちゃいけなかったことだった？　ねえ不々動くん？」


    　僕の困り果てた表情を見て、ようやく気持ちに気づいてくれたのか、申し訳なさそうな顔で伏ふし見み先生が尋ねてきた。


    「……いえ、構いません。伏見先生はもしかして友とも枝え先生に？」


    「うん、そうだよ。何か一年生の頃から面倒を見てきた生徒が、小説家デビューするって、この前飲みの席で自慢しててね」


    　友枝先生……あなたはお酒に弱いのですから気をつけてくださいよ。


    　前にお世話になっているお礼として、大人っぽいという理由で、僕は友枝先生にウイスキーボンボンを放課後にプレゼントした。


    　一つだけならと言って、その場で嬉うれしそうに召し上がってくれたのはいいが、完全に酔っぱらってしまい、その後は泣き上じよう戸ごのネガティブモードから、一気にテンションを上げた笑い上戸に切り替わり対応に四苦八苦したのである。


    　三十分ほどで酔いは冷めたが、本人は何も覚えておらず、絡からまれた僕にとっては地獄のような時間だった。


    　きっとその飲みの席でも、自分が何を言っているか分かっていなかったのだろう。


    「ご、ごめんね。口止めとかされてなかったから言ってもいいのかなと……」


    「ああいえ、もう気にしないでください。ですができればこのことは広めないでほしいのです。その……伏見くんも繭まゆ原はらさんもお願いします」


    　僕が頭を下げると、伏見くんが説明しようと思ったことを口にする。


    「そっか。まだデビューしたわけじゃねえし、何らかの理由でデビューができないってこともあり得るもんな。それにこういうことってタイミングとかも重要なんだろ？　出版社の意向もあるだろうし。だからおいそれと言いふらすわけにはいかねえ。そういうことか？」


    　本当に伏見くんは物分かりが早いです。的確でこちらとしても助かる。


    「てかおい繭原。いつまで固まってんだよ」


    「ふ、不ふ々ふ動どうくんがデビュー……ライトノベル作家…………しゅごい……」


    「ああ、こりゃ完全にトリップ状態だわ。おいっ、帰ってこい繭原っ！」


    「にゃっ!?　……え？　えっと……あれ？」


    「ようやく戻ってきたな。繭原、今聞いた話は他言するなよ？」


    「他言？　話？　……ああっ！　そういえば不々動くんがラノベ作家デビューをするんでしたぁっ！」


    「だーかーら、そのことは誰にも言うんじゃねえよ？　コイツや出版社に迷惑かかるから」


    「大丈夫です！　私に言いふらせるような友達なんていませんから！」


    　それは助かり……ますでいいのでしょうか？


    　何だか周りが繭原さんを可か哀わい相そうな人を見るような視線を送っていますが。


    「……まあ俺も言いふらす友達も知り合いもいねえけどな……はは」


    　そういえばここに集まった高校二年生組は、全員がぼっちだった。


    「そういうことなので繭まゆ原はらさん、他言無用に願います」


    「は、はい！　もちろん誰にも言いません！　それが不ふ々ふ動どうくんの望みなら、お墓まで持っていく所存です！」


    「あ、ありがとうございます、助かります」


    　まあさすがにお墓までは必要ありませんが。


    「で、ですが！　その……良かったらいろいろお話とか聞けたら…………嬉うれしいって思うんですがあの……いかがでしょうか？」


    　物欲しそうな上目遣いで繭原さんが見つめてくる。


    「ええ、自分に話せることなら聞いてください」


    「！　ほんとですか！　えへへ、やった」


    　まあライトノベル好きの彼女ならば、出版社についてなども興味があるだろう。彼女の性格上、無む闇やみ矢や鱈たらに吹ふい聴ちようすることもないだろうし、話しても良い内容ならば伝えても構わないと思う。


    「あ、あの……本当にごめんなさいね、不々動くん？」


    「伏ふし見み先生、ですからお気になさらないでください」


    「でも……」


    「まったく、小こ兎とちゃんは口が軽いわね。直しなさい」


    「うぅ……お祖ば母あちゃん…………私……先生失格かなぁ……」


    　園長先生に[image: ]しかられ、ズーンと部屋の隅に体育座りをして激しく落ち込み始めた。


    　僕が再度、気にしないよう伏見先生に言おうとすると、「ああ、そのうち勝手に立ち直るからほっとけ」と伏見くんに言われた。


    「んなことより不々動。アネキの暴露のせいでこんなことになっちまったけど、合作の内容とかってお前なら考えられるのか？」


    「え？　……どうでしょうか。考えてみないと何とも言えませんが」


    「それって頼むことってできるか？」


    「虎こ大だいちゃん。さすがにそこまで迷惑をかけるのは忍びないわ」


    「けどバアちゃん、だったら誰か当てでもあるのか？」


    「それは……だけど……」


    「慣れてねえ奴やつが話を考えても時間がかかるだろうし、それに考えただけじゃなく、それをガキどもに演じさせなきゃならねえんだぞ。だったら早めに考えてくれそうな人材に当たる方が効率が良いだろ」


    　まったくもって正論しか言わない彼に誰もが抗あらがおうとしない。


    「まあ、結局丸投げすることになっちまうけど……すまん」


    　悔くやしそうに唇を嚙かむ伏ふし見みくん。できることなら自分がやるつもりだったのかもしれない。


    　そこに繭まゆ原はらさんが口を開く。


    「あ、で、でも小説の執筆活動とか忙しいのではないでしょうか！」


    「っ……それもそっか。不ふ々ふ動どう、どうだ……？」


    　正直に言って忙しいと言えるだろう。


    　一応初稿──最初に書き上げた原稿を日ひ中なかさんに提出する〆切も決まっている。


    　時間を見て書いているが、それほど余裕があるわけではない。


    　ただ、合作の意見を出したのは僕自身だ。何だかこのまま丸投げをするのは悪い気持ちだってある。


    　それに何よりこうして誰かに頼られるというのは…………悪くない。


    「……珠たま乃の」


    「ん？　なぁに、にぃやん？」


    「珠乃はお兄ちゃんが作ったお話でお遊戯してもいいんですか？」


    「んーとねぇ、たまはね、にぃやんのおはなしがスキだよ？」


    「そう、ですか……」


    　妹がそう言うのでしたら、兄としては期待に応えないといけないですね。


    「……分かりました。まだまだ若じやく輩はい者ものですが、精一杯頑張らせて頂きます！」


    「!?　マジでいいのか？　さっきは何も考えずに頼んじまったが、忙しいってんなら無理しなくてもいいぞ？」


    「お気遣いありがとうございます、伏見くん。ですが他人ひと事ごとでもないわけですし。それに自分が作った話で、この子が活躍してくれるのであれば、それはとても良い思い出になりそうですから」


    　執筆作業も、もう少し時間を詰めてやりくりすれば問題はないですしね。多分ですが。


    　それに、口にしたことも心の底からそう思ったことだ。


    　自分が作った物語を最愛の妹が演じるのならやりがいはある。


    「ただ千せん志しくんたちが本当に納得いくものを作れるかは正直自信ありませんが」


    「んなもん当たり前だろ。自信しかありませんとか言う奴やつなんて逆に信じられねえし」


    「もうトラちゃんたら……。あのね不々動くん、こっちから頼んだっていうのはあるけれど、そんなに気負わずに取り組んでくれたらいいと思うのよ」


    「伏見先生……」


    「それに別に一人で考えるんじゃなくて、私たちとかも案だったら出せると思うし」


    　他の先生たちも、全力で支えますと言ってくれた。


    　こうまで言われたら頑張るしかない。


    「……分かりました。ではさっそく今日から考えてみます。何か面おも白しろそうなネタがあったら教えてください」


    　そして、この場にいるスマホを持っている人たち全員と連絡先を交換した。


    　元々数えるほどしか登録されていないアドレス帳が、ここ最近急激に増えた気がする。


    　こうして僕は、【いちご組】の演目である『マッチうりの少女』と『泣いた赤鬼』の合作を請け負うことになったのであった。
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    　──現在、私は不ふ々ふ動どうくんと一緒に私の自宅へと向かっていた。


    　幼稚園から一人で帰すには時間が遅くなってしまったからと、彼が送ってくれることになったのである。


    　当然私は一人でも大丈夫と言ったのだが、彼は「せっかくですから」と気遣ってくれた。


    　私は彼とまだお話しできることが嬉うれしいので、その提案を受け入れることにしたのである。


    　ちなみに珠たま乃のちゃんはお祖ば母あさんと一緒に家へ帰っていった。


    「で、でも驚きです。まさか不々動くんがその……ラノベ作家になるなんて。ううん、ＷＥＢで活躍していたこともですけど」


    　不々動くんには『小説家になれぃ！』で活動していることも教えてもらった。ラノベを愛する者として、当然サイトのことは知っていたのである。


    　今出版業界では、『小説家になれぃ！』を非常に注目しているし、そこから書籍化した大ヒット作品も生まれているから。


    「もしかして作家が夢だったんですか？」


    「夢……ですか。……違いますね」


    「そ、そうなんですか？」


    「はい。小説を書いていたのは、兄に自分が幼い頃書いた作品を褒ほめられたことがきっかけですね。それからちょくちょくいろいろな物語を書いて。その延長線上でＷＥＢ小説を始めたようなものです」


    「へぇ、お兄さんがいたんですね。その、きっと不々動くんに似てか、か、かっこいいんじゃないですか？」


    「自分に似ていたのは外見だけでした。中身は丸っきり違います。だけどとてもカッコ良い兄でしたよ。他の誰よりも。今でも自分の中では兄が一番尊敬する人ですから」


    　良い兄……でした？


    　少し彼の言い方に違和感を覚えた。


    　ただ彼がお兄さんをこよなく愛していることだけは分かる。珠乃ちゃんと同じように、真まっ直すぐな家族愛を向けているのだ。


    「でも良い人なんでしょうね。不ふ々ふ動どうくんのお兄さんですから」


    「……伏ふし見みくんにも同じようなことを言われました。……もしかして会ってみたいですか？」


    「ふぇ？　あ、えと……挨あい拶さつくらいはしたいですね」


    「……直接会って挨拶というと、それは残念ながら無理です」


    「え……」


    　そこから申し訳なさそうな表情で、不々動くんから彼のお兄さんとお父さんが事故で他界したことを聞いた。


    　全部の話を聞き終わったあと、私は知らず知らず涙を流してしまっていた。


    「すみません。こんな話をしてしまって」


    　そう言いながら彼はハンカチをさり気なく差し出してくれる。


    　ああもう、どうしてあなたはそんなにも優しいんですか！　普通同い年の男子が、ここまで気遣いというか、ハンカチを出すなんてことできませんよ！


    　というよりハンカチを所持しているのかどうかすら怪しい。


    　私は彼からハンカチを受け取り涙を拭ぬぐう。その際に伝わってきた不々動くんの香りが鼻び腔こうをくすぐる。とても落ち着くニオイだ。例えて言うなら森で嗅かぐ清涼感のあるニオイとでも言うべきか。


    　とりあえずこのニオイは──好き。


    「あ、ありがとうございます。これ、洗ってお返ししますね」


    「いえ。そこまでしてもらう必要は──」


    「洗います！　洗わせてくださいっ！」


    「は、はい」


    　私の気迫にたじろぐ不々動くん。ちょっと可愛かわいい。


    　あ、でも勘違いしないでくださいね。ハンカチを家に持って帰って、じっくりニオイを嗅ぎたいとかそういう邪よこしまな考えはないですからね。…………うん、ありませんよ。


    　私は誰にもコレを奪われまいと、持って来ていた愛用の花柄のポーチの奥の方にしまう。


    「でも本当に良かったんですか？　合作の仕事を引き受けてしまって。何だか不々動くん一人に押し付けちゃった感じになっていて申し訳がなくて……」


    「問題はありません。時間に関してはちゃんと配分する予定です」


    　私には作家さんの仕事がどんなものなのか全部は分からない。


    　でもデビューするために、彼は今全力で書籍化に向けて頑張っていることは分かる。


    　平日は学生としての本分を全うし、家に帰れば珠たま乃のちゃんの面倒や家事もして、休日こそ彼が執筆に集中できる日なのではなかろうか。


    　本当に良かったのかな……頼んでしまって。


    　そもそも発ほつ端たんは自分が彼を頼ったからだ。優しい彼のことだ。たとえ忙しくても力を貸してくれているはずである。


    「あ、あの不ふ々ふ動どうくん！　辛つらかったりしたら言ってください！　私も全力でお手伝いしますので！」


    「繭まゆ原はらさん……？」


    「その……執筆作業に関しては何もできないですけど、他の事なら……ほら！　珠たま乃のちゃんの遊び相手とか！」


    「……お気遣いありがとうございます。ですが大丈夫です」


    　……だけど心配なんです。あなたが自分を軽く見ているような気がして……。


    　辛いって、しんどいって、痛いって。そう言える相手があなたにはいますか？


    　ついそう問いかけたくなった。


    　以前不々動くんと桃ももノ森もりさんの間でいざこざがあった時、教室でも桃ノ森さんのお友達が不々動くんに詰め寄ったことがあったが、その時も周囲から何を言われようと、彼は桃ノ森さんのプライバシーを守るために頑かたくなに口を閉ざしたのである。


    　そして周りがあまりにも酷ひどいことを言うから、私も耐え切れず声を上げた。


    　彼が本当はとても優しい人だってことを伝えたくて。


    　けれど渦中にあった彼を庇かばったことで、今度は私に非難の目と言葉が向けられた。


    　そこへ不々動くんは躊ちゆう躇ちよなく冷たい言葉を吐いて、クラスメイトたちの非難を私から自分へと改めて移した──助けてくれたのである。


    　あのあと、桃ノ森さんとの事情をかいつまんで教えてもらったが、確かにおいそれと衆目に晒さらせるような話ではないと思った。ただ、どうして一人で悪者になろうとするのか、しかもそれを平然とできるのか理解できなかった。


    　もう少し……周りを頼ってもいいと思うんだけど。ううん、頼ってほしい……な。


    　彼の隣を歩きながら、真まっ直すぐ前を見て歩く彼の横顔を見つめる。


    　でも私も困ってしまうとつい頼っちゃうんだよね。……こんなんじゃいけない。だから……。


    「………………………………よし」


    「ん？　何か言いましたか？」


    「あ、いいえ！　何でもありません！　それよりもここらへんでもういいですよ！　家はすぐそこですし！」


    「ですが……」


    「本当に大丈夫です！　ではまた明日です！　さようなら！」


    　私は呆ぼう然ぜんとする彼に背を向けて走り出した。


    　うん。不々動くんのためにも、私にできることをしよう！


    　それがきっと彼への恩返しにもなると思うから。
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    　──翌日、月曜日。


    　いつものように自転車を漕こぎながら、昨晩遅くまで合作の内容を考えていたために出る大きな欠伸あくびをする。


    　やはり夜更かしはいけないですね。身体からだも怠だるいですし。


    　早朝に畑仕事もやっているので、十分な睡眠を取っているとは言えない。


    　それに合作を任された日曜日は家から一歩も出ずに制作に時間を割いていた。土曜日は小説創作で徹夜をして、日曜日もほぼ寝ていない。


    　何とか形だけはできた。それでも自分が納得できず物語を書いては消してを繰り返していた。


    　正直今すぐベッドの上でゆっくりと寝たい。


    　しかしできるだけ早く合作を完成させなければならない。


    　学園へ到着し、自転車置き場に自転車を置いて教室へと向かう。


    「あ、ハッホー、ろーくん！」


    　すでに教室にいて、舞まい川かわさんと話をしていた桃ももノ森もりさんが軽やかな挨あい拶さつをしてくるので、こちらもしっかり挨拶を返す。


    「……！　何か元気なくない？」


    「え？　そうですか？　いつも通りだと思いますが」


    「え、でも……」


    「本当に大丈夫です。では」


    　心配させてしまうのは申し訳ない。だから早々に彼女の傍そばから離れる。


    　桃ノ森さんは首を傾かしげていたが、昨日仕事が忙しかったらしく、そのまま親友の舞川さんに愚ぐ痴ちを零こぼしている。


    　舞川さんは「あーはいはい。頑張ったわねー」と慣れた感じで応えていた。


    　そして例の如ごとく休み時間は忙しく、合作の内容を考えることに集中する。


    　ノートにペンを走らせては消しゴムで消すを繰り返していく。


    　桃ノ森さんも空気を読んでか、こちらを見るには見るが話しかけてはこない。


    「何か今日の巨人、いつにも増して気迫あんな。目つきも何割か増しで怖えし」


    「話しかけ辛づらいよな。まあ話しかけたことなんかねえんだけど」


    「だよな。あんな目で睨にらまれたらチビるかも……。つーかんなことよりもさー」


    　などと周りから口々に噂うわさされているが、そんなことはいちいち気にしていられない。


    　繭まゆ原はらさんも、桃ノ森さんと同様に僕の様子を察して一人にしてくれる。


    　だがそこへ伏ふし見みくんだけは近づいてきて声をかけてきた。


    「なあ、少し休んだらどうだ？」


    「……え？　伏ふし見みくん」


    「お前のことだからずっと合作のこと考えてんだろ？」


    「はい、そうですが」


    「昨日、あの後からもずっと考えてたんだろ？　ちょっと根詰め過ぎだと思うぞ」


    「ですが任された以上は真ま面じ目めに取り組む必要があります。それに時間もそうないですし」


    「けどな……。別にそんな凝こったものじゃなくてもいいんだぞ？　ガキどもがやる劇なんだしよ」


    「それは……まあ」


    　分かってはいるのだが、妥協をするというのはどうにも不得手だ。やるからには真剣に、尽力したいから。


    「いくら他の連中より体力あるっていっても、その調子だといつか倒れちまうぞ」


    「お気遣い痛み入ります。ですがまだまだ大丈夫なので」


    　釈しやく然ぜんとしない様子の伏見くんに頭を下げてから、またペンを走らせることに集中していく。


    　そして瞬またたく間まに時間は過ぎ、昼休憩に入った。


    　僕はいつものように屋上へ向かおうとしたが、そこで思わずハッとしてしまった。


    　……お弁当、持ってくるの忘れてしまいました……！


    　いつもはそんなことないのだが、伏見くんが言っていたように、知らず知らずに疲れが溜たまってしまっているのだろうか。


    　こうなったら購買で何か買って……と、思った矢先のことだ。ちょっと驚く出来事が起こったのである。


    「あ、あのその…………不ふ々ふ動どうくんっ、私と一緒にお昼ご飯どうですかっ！」


    　突然傍そばに来た繭まゆ原はらさんが、そんなことを言ってきたのだ。


    「「「「なぁぁぁぁぁにぃぃぃぃぃぃっ!?」」」」


    　クラスメイトたちがその瞬間に愕がく然ぜんとした声を上げた。


    　その反応はかつて僕が桃ももノ森もりさんの誘いを断った時と似通っている。


    　まあ、今度はその桃ノ森さんも目を丸くしたまま固まってしまっているが。


    「ど、ど、どうでしょうか！」


    「いえ、えと…………別に構いませんが」


    　彼女の評価を下げないためにも、普通なら断るべきだっただろうが、あまりにも突とつ拍ぴよう子しもないことで思わずＯＫを出してしまった。


    　とりあえずこの場を去るべきだと思い、繭原さんに「お、屋上へ行きましょう」と言って連れ出していく。


    　急ぎ足で屋上の一角にあるベンチまで辿たどり着ついた。


    　あ、先に購買で何か買ってきてからでも良かったですね……。


    「と、とととと突然ごめんなさい！」


    「え？　あ……いえ。まあ……いきなりで驚きはしましたが」


    「そう、ですよね。ははは……」


    　繭まゆ原はらさんは不ふ憫びんに思うほど小さくなって空笑いしている。


    　そんな彼女は、ギュッと両腕で紙袋を抱いていた。かなり大きな袋なので、何が入っているのか気にはなったが、今は他に聞きたいことがある。


    「どうしていきなりお昼の誘いを？」


    「ちょ、ちょっと待ってください。えっと…………コレを！」


    　件くだんの紙袋を広げて中身から布に包まれた大きな物体を取り出し、さらに僕に向かって差し出してきた。


    「？　……もしかして自分に、ですか？」


    　コクコクと喋しやべらずに何度も頷うなずきを見せてくる。その顔は恥ずかしそうに歪ゆがめられ真っ赤になっていた。


    　受け取ってみると、布越しにほんのりと温かさが伝わってくる。


    「しょ、しょれはお弁当でしゅっ！」


    「お弁当……？　………………自分の？」


    　僕が己自身を指差して尋ねると、またも彼女は何度も頭を縦に振る。


    「……どうしてコレを？」


    「それは………………少しでも不ふ々ふ動どうくんの力になりたくて、です！」


    「力に？　どういうことですか？」


    「……私にはこれくらいしかできませんから。…………食べて、くれますか？」


    　つい後ずさってしまうほど、繭原さんの上目遣いは強力で、珠たま乃ののおねだりと同じくらいの威力を感じた。


    　正直今の自分の立場的には助かる。ナイスタイミングというやつだ。思わず繭原さんが救いの女神にさえ見えた。


    　しかし……。


    「で、ですがコレを受け取る理由はないのですが」


    「……ダメ、ですか？」


    「えっと……」


    「食べて……ほしいです」


    「あのその……」


    「うぅぅ……」


    「……………………頂きます」


    　無理だ。珠乃に匹敵するおねだりを断れるはずがなかった。


    　それにハッキリ言うと本当にありがたいのも確かだから。ちゃんと繭まゆ原はらさんにもそのことを言っておこう。


    「実はその……お弁当を忘れてしまったので凄すごく助かりました」


    「そ、そうなんですか!?　じゃあ是ぜ非ひ堪たん能のうしてください！　いっぱい作ってきましたので！」


    　僕は繭原さんと並んでベンチに座って、彼女から受け取ったお弁当を広げる。


    「……お、おお」


    　大きな二段式のお弁当の中身は、とても豪勢なものばかり詰め込まれていた。


    　肉、肉、肉、肉、肉。


    　焼肉やハンバーグ、からあげや生しよう姜が焼やきなどなど、大食らいな男子高校生が喜びそうな料理がギッシリだ。


    　二段目はこれまた隙すき間まなく白米が弁当箱を埋め尽くしている。


    「や、野菜と果物はこっちです！」


    　あ、まだ他にもあったんですね。


    　再び袋から彼女が出してきた箱には、色とりどりの温野菜と果物が入っていた。


    「精のつくものを選んで作りました。お、お口に合えばいいんですけど」


    「あ、ありがとうございます。では……いただきます」


    「ど、どどどどどうぞ！」


    　まず好物の一つでもあるからあげを一口。


    「……んんっ」


    「はわわ……！」


    「これは……時間が経っているというのにこの柔らかさ。それに中から溢あふれてくるこの肉汁は……」


    　僕は一口、また一口と食べていく。


    　他にもハンバーグや生姜焼きなどのおかずにも手を出していく。


    　そして気がつけばごまんとあったかのように感じたお弁当を、綺麗に胃袋の中に収めていた。


    「……ふぅ」


    「あ、あのコレを！」


    　一息吐ついたところで繭原さんが手渡してくれたのは、湯気が立ち上るカップだった。


    「このニオイは……アサリのお味み噌そ汁しるですか？」


    「よ、よく香りで分かりましたね!?　その、アサリは精がつく食べ物の一つらしくて」


    　どうやらポットに入れて持ってきていたようだ。まさに至れり尽くせりのメニューである。


    　僕はアサリのお味噌汁をグイッと喉のどの奥へと流していく。身体からだ全体がポカポカと温まる。薄くも濃くもないほどよい味加減で、これなら何杯でもイケそうだ。


    「……ありがとうございます。とても美お味いしく頂かせていただきました」


    「そ、そうですか！　よ、良かったら果物もあるのでどうぞ！」


    　あ、そういえばまだありましたね。


    　僕はせっかくだからと、デザートももらうことにした。


    「──ごちそうさまでした。本当に美お味いしかったです」


    「えへへ。お口に合って良かったです。一生懸命作った甲か斐いがありました」


    「これだけのものを作るにはご苦労なさったでしょう」


    　量も量だし、種類も豊富だ。恐らくいつも僕が起きている時間くらいには起き出して調理しなければ、登校までに間に合わないと思う。


    「……私にできることと言ったらこれくらいですから」


    「？　できること、ですか？」


    「い、いいえ！　別に何でもないですからっ！　あ、あの！　それよりもその…………こ、これからも毎日作ってきていいですか！」


    「……はい？　今日のようなお弁当を毎日……ですか？」


    「はいっ！　……ダメ、ですか？」


    　だからそんな捨てられた子犬のような顔をしないでほしい。本当に断り辛づらい。


    　しかしさすがに毎日お世話になるわけにはいかない。


    「それは……ご厚意は嬉うれしいのですが、さすがにそこまで甘えるわけにはいきません。合作のお礼ということでしたら、これでもう十分です」


    「違います！」


    「え？」


    「い、いえ！　違わないですけど違うっていうか……！　そのっ、私がやりたいんです！」


    「……しかしさすがにご迷惑になりますし」


    「迷惑なんて……お弁当は千せん志しの分も作ってるから別に負担ではないですし」


    　いや、さすがに負担ではないということは有り得ない。普通のお弁当ならばともかく、僕の身体からだに見合った量を作ろうとするなら相応の労力と時間が必要になってくる。


    　それに一度や二度ならともかく毎日これだけのものを作るとしたら、それなりの出費になる。


    　身内でもないのにそこまで甘えることはできない。


    「わ、私は不ふ々ふ動どうくんのお手伝いをしたいんです！」


    　グイッと顔を近づけて急接近してくる繭まゆ原はらさん。そのせいか、彼女の甘くて優しい香りが漂ってくる。


    　訴えるような目で僕を見つめてくる彼女。その瞳ひとみはとても澄んでいて、真まっ直すぐで、思わず見み惚とれてしまう。ただ、このままの状態はさすがにマズイ。


    「あ、あの……近いです、繭原さん」


    「──っ!?　ひゃわわっ!?　ご、ごごごごごめんなしゃいっ！　ああもう、私ったらぁぁぁっ！」


    　両手で覆おおっている顔を、ブンブンと振りながら謝ってくるが、正直謝られるようなことはされていないので反応に困ってしまう。


    「……えっと、繭まゆ原はらさん……？」


    　いまだ顔を俯うつむかせたままの彼女に声をかける。すると彼女はそのまま手だけを顔から離して口を開く。


    「私ってば……助けてもらってばかりですから……。初めて会った時も、今回のことも……だから何か恩返しがしたくて」


    「…………繭原さんはとても律りち儀ぎな方なんですね」


    「ふぇ？」


    「普通恩を感じても、ここまでしようと思う人は少ないと思います。責任感があって、とても優しい人なんですね」


    　本当に見習いたいくらい素晴らしい人格の持ち主だ。


    　そう思いつつ彼女の目を見つめると、


    「～～～～～～っ!?　きゅうぅ～……」


    　突とつ如じよとして顔全体が紅潮し、頭をフラフラとさせる繭原さん。


    「繭原さん!?　ど、どうかしましたか！　大丈夫ですか？」


    「…………はっ!?　は、ははははい！　大丈夫でしゅ！　ちょ、ちょっと刺激が強かっただけですから！」


    「は、はぁ……」


    　一体何の刺激なのだろうか……？


    「そ、それに私だって下心がないって言ったら噓になっちゃうし……」


    「はい？　あの、すみません。小声で聞き取れなかったのですが」


    「い、いえっ！　今のは独り言なのでっ！」


    　パタパタと両手を動かして慌あわてふためく彼女の顔は今も紅潮したままだ。


    　もしかして日差しを浴び過ぎて熱中症にでも……？　でも具合が悪そうには見えない。……大丈夫ですかね？


    「と、ところで不ふ々ふ動どうくん！」


    「は、はい。何でしょうか？」


    「確かに毎日今日みたいなお弁当を作るのは、不々動くんも気を遣ってしまうかもしれません。だからその……合作が出来上がるまででいいので！」


    「それは……そう言われましても」


    「珠たま乃のちゃんのお弁当も私に作らせてください！　不々動くんはその空いた時間は休んでください！　不々動くん、昨日はあまり寝てませんよね！　目に隈くまがあります！」


    「……で、ですが」


    「そんなんじゃいつか睡眠不足で倒れちゃいます！　それにお弁当を忘れたのも、もしかしたら疲れが溜たまってるんじゃないですか？」


    　それを言われると反論しにくい。自分も少なからず思ってしまったことだから。


    「早朝の畑仕事もあるので、起きる時間は変わらないのですが……」


    「それもお手伝いします！」


    「え、ええぇ……！」


    　何だか今日の繭まゆ原はらさんは普段とは違って積極的だ。こんなにグイグイくる人だとは……。


    「た、大変ですよ？　数日とはいっても毎日早朝に起きて畑仕事に、お弁当作りを行うのは」


    「でもそれがなくなれば、その分睡眠時間も取れますよね？」


    「それはまあ……その通りですが」


    「じゃあやります！　もちろんお家うちの人にもちゃんと許可はもらいますから！　不ふ々ふ動どう家の朝食だって作っちゃいます！」


    　本当に今日の彼女は一体どうしたというのだろうか。


    　何な故ぜこんなにも……。


    「どうしてそこまで親切にしてくださるんですか？」


    「それは私があなたをす──っ!?」


    「……す？」


    「す、す、す、す、素晴らしい人だって思ってるからですっ！　尊敬できて……その、だから……そういうことで……っ」


    　それは彼女の勘違い……だ。


    　自分は決して素晴らしい人間なんかじゃない。尊敬を受けるようなこともしていない。


    「……買い被かぶりですよ。自分はそんな大した人間じゃありません」


    「そんなこと言わないでください」


    「え？」


    「少なくても私にとっては、あなたは………………魅み力りよく的てきな人ですから」


    　微ほほ笑えみながらそう言った彼女の表情は、とても晴れやかで噓うそ偽いつわりの欠片かけらすら一つも見当たらなかった。


    　それはまさしく彼女の心の底から出た言葉だと──。


    　魅力的…………自分には分かりませんね。


    「ですから合作が出来上がるまでの間だけ、少しでも負担を減らせたらいいなって思って……」


    「繭原さん……ですがそんな朝早く女性を一人歩きさせるのは……」


    　正直睡眠時間が取れるのは嬉うれしい。ただ、ありがたい申し出ではあるが、彼女に一人歩きをさせて何かあれば申し訳が立たない。


    　やはり断ろうと思ったその直後、


    



    「──だったら俺も手伝えばいいってことだな」


    



    　不意に聞こえた声に顔を向けてみると、そこには伏ふし見みくんが、いつものぶっきらぼうな表情で立っていた。


    「ふ、伏見くん……？」


    「おう、不ふ々ふ動どう。さっきのお前の懸念だけどよ、俺が毎朝繭まゆ原はらん家ちに迎えに行って、お前ん家に一緒に行けば何も問題ねえんじゃねえの？」


    「それは……」


    「ま、今日のお前の顔を見て寝不足なのは分かってた。どうせ合作の内容でも必死に考えてたんだろ？　お前、超がつく真ま面じ目めだからな。でもそれは俺たちが押し付けちまったことでもある。特に……俺は逃げちまったしな」


    　自分が言い出せなかった理由に、自分には背負い切れないという重みがあった。なのにそれを他の人に押し付けてしまったことを、伏見くんは悔くいているのかもしれない。


    「このまま丸投げなんてして、万が一お前が倒れでもしたら面倒だしな。だから俺もできることはしてやる。どうだ？」


    「どうだと言われましても……」


    「……あー、それに俺、畑仕事って結構興味あったんだよなー。料理は繭原に任せっけど、それなら何も問題ねえんじゃね？」


    　それでも、自分のせいで皆さんの時間を奪ってもいいのかと思い悩んでしまう。


    「──そうそう、水臭いよ、ろーくん！」


    　そこへ待ってましたと言わんばかりに登場したのは桃ももノ森もりさんだ。


    「話はフッシーに聞いたよ！　大変な時には一人で抱え込むより、みんなで分け合えばいいんだし！　でしょ！」


    「あ、コイツ、俺がここに来た時には、先にいて隠れてお前らの会話を盗み聞きしてやがったぜ」


    「ちょっ、フッシー！　それ言わない約束だしっ！」


    「んだよ。繭原が不々動に接近した時に慌あわててたアイドル声優さん？」


    「べ、べべべ別に慌ててなんかないし！　ろー、ろーくんが不純異性交遊とかしてないかなって思って監視してただけ！　それだけなんだからっ！」


    　何だか物もの凄すごい賑にぎやかになってきましたね。


    　繭原さんも啞あ然ぜんとしながら二人のやり取りを見つめている。


    「と、とにかくろーくん！　アタシだってお手伝いくらいしてあげるしね！」


    「ま、そういうこった。諦あきらめろ、不ふ々ふ動どう。女とガキが積極的になったら男は折れるしかねえぞ。あ、これ経験談な」


    　僕は登場した二人から視線を繭まゆ原はらさんへと向かわせる。


    　彼女も真剣な眼まな差ざしで訴えかけてきていた。


    　絶対引きません──といった具合に。


    　…………頼っても、いいのでしょうか。


    　今まで自分なんかが誰かに頼ると、きっと迷惑になると思い控えてきた。


    　自分が頼っていたのは、そのほとんどが兄だったから。兄だけが何を言っても笑って付き合ってくれたから。


    　でもほとんどの人は自分が近づくと嫌な顔をしたり怯おびえたりしていた。だから自然と、他人に頼るということをしなくなったのである。


    　でもこの人たちは僕に笑顔で「頼れ」と言ってくれた。


    　僕は静かに立ち上がると、皆さんに向けて頭を下げる。


    「それでは、少しの間だけお願いします」


    「はい！」「うん！」「おう」


    　三人それぞれが返事をする。


    　僕はその時、初めて心の奥底で何かが埋められたような感覚がした。


    　今までポッカリと空いていた穴が、少しだけ形が変わったような……。


    　それが不快な気持ちではなく、どこか心地ここち好よいと感じる。


    　これは一体何なのだろうか……。


    　どーくん。どーくんならこの気持ち、分かりますか？


    　それは珠たま乃のや家族に感じる家族愛ではない。ただその温かさだけは、どこか似ている。そんな感じがしたのだった。


    



    



    　──三日後。


    　僕はまるで裁判で判決を待つ気分で座して待っていた。


    　目の前には多くの園児たちと、その担任の先生、そして園長先生がいる。


    　僕以外の全員が一冊のノート──僕が書いた台本を、そこに書かれている内容を読み上げていく担任の先生の声に目と耳を傾けていた。


    　最後の一文を読み終わったあと、担任の先生は「ふぅ」と小さく溜ため息いきを零こぼす。


    　沈黙が続く。結構長い。心臓が……痛い……。


    　すると──。


    「「「「わあぁぁぁぁぁっ!?」」」」


    　突とつ如じよ園児たちが立ち上がって声を上げる。


    「すっごいすっごい！　おもしろーい！」


    「うんうん、ぼくもそうおもう！」


    「このおはなしスキーッ！」


    　思った以上の好感触な園児たちの反応に、僕は思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。


    　そこへ園長先生がニコリと笑みを浮かべて僕に顔を向けてくる。


    「素敵な物語です、不ふ々ふ動どうくん。あなたに頼って本当に良かったです」


    「はい。とても心が温かくなる良いお話でした」


    　園長先生に続き担任の先生も絶賛の声をかけてくれた。


    「それは……良かったです。これも皆さんがいろいろ案を出してくれたお蔭かげだと思います。それに伏ふし見みくんたちが、僕が制作に集中できるように支えてくれたので」


    　台本が完成するまで、彼らは僕が毎朝行っていることを代わりに担になってくれた。


    　畑仕事も、お弁当作りから朝食、さらには夕食作りまで繭まゆ原はらさんを筆頭に手伝ってくれたのである。その分、空いた時間に休憩を挟みつつ制作に集中することができた。


    　お蔭で小説創作の仕事との両立もできて、こうして物語を完成させ幼稚園の皆さんに読んでもらうことができたのだ。


    「こんなにも早く用意してくれるとは、ありがとうございます」


    「もったいないお言葉です、園長先生。いつも珠たま乃のがお世話になっておりますので」


    「あのね、あのね！　にぃやんね！　ずっとず～っとぉ、がんばってたのぉ！」


    　大きく手を振りながら珠乃が声を張り上げて僕の頑張りを口にする。


    「タマノちゃんのおにいちゃんすごいねー。こんなオハナシかけるんだねー」


    「にへへ～、も～っとたまのことほめてもいいのー！」


    　こらこら珠乃、どうしてあなたが褒ほめられるのですか。まあ、可愛かわいいからいいですが。


    　今日、授業が終わってすぐに幼稚園へ駆けつけ、さっそく園児たちも交えて先生に完成した物語を読んでもらったのだ。


    　反応は上々だが、気になるのはやはり先程から一言も発しない千せん志しくんである。


    　今回の件の発ほつ端たんである彼が認めなければ、もう一度考え直しということにもなってしまう。


    　僕はゴクリと喉のどを鳴らし、彼に聞く。


    「どうでしたか、千志くん？」


    「…………にいちゃん」


    「え？　はい、何ですか？」


    「にいちゃん、すっげぇな」


    「!?」


    「おれ、このアオオニ……やってみてえ！」


    　強こわ張ばっていた表情が途端に緩む。緊張感も一気にどこかへと飛んでいく。どうやら最大の関門を乗り越えることができたようだ。


    　そう思った直後、フッと意識が飛んでしまった。
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    「不ふ々ふ動どうくんっ!?」「不々動っ!?」


    　突然不々動くんが前のめりに倒れてしまい、私と伏ふし見みくんが同時に声を上げて駆け寄る。


    「にっ、にぃやんっ！　にぃやぁんっ！」


    　珠たま乃のちゃんも青ざめた表情で彼に縋すがりついている。


    　千せん志しも珠乃ちゃんと同じように近寄って「にいちゃん！　おい、にいちゃん！」と身体からだを揺らしていた。


    　他の園児たちも何が起こったのか分からず戸惑っている。


    　慌あわてて先生たちも近づいて様子を見ようとするが、即座に動いていたのは伏見くんだ。不々動くんの首に手を当てたり瞼まぶたを開いて確認している。


    　そして伏見くんはホッと息を吐いて言う。


    「安心しろ。寝ちまってるだけだ」


    「ねてゆ？　にぃやんねてゆだけ？」


    「おう。だから大丈夫だ。昨日の夜も頑張ってたみたいだしな。緊張が緩んで一気に眠気が襲ってきたんだろ」


    　珠乃ちゃんが「そっかぁ」と頰ほおを緩める。


    　私も彼女と同じく安あん堵どした。それにしても伏見くん、そんな判断ができるなんて凄すごい。私も何かあった時のために勉強しておこう。


    　それから不々動くんを、男の先生にも手伝ってもらい、室内の端に敷いた布団で横にさせる。


    　私はそんな彼の傍そばで、園児たちが先生の指導のもと、さっそく不々動くんが作った劇の練習をするのを見守っていた。伏見くんも演技指導みたいなことをして手伝っている。


    「…………不々動くん」


    　本当に不々動くんは凄い。たとえ寝不足でも、決して授業では寝ないし自分に与えられた仕事はちゃんとこなす。弱音も絶対に言わないし、結果も見事に残す。きっとこれは彼が誠心誠意全力で頑張ったからだ。


    　見ればとても穏やかな表情で寝息を立てている。


    　私はキョロキョロと周囲を見回す。


    　だ、誰も見ていないよね……？


    　確認してから何度か深呼吸をする。


    　そして不ふ々ふ動どうくんの頭へと手を伸ばしそっと触れた。


    　……硬い。


    　自分と違って太くて硬い毛並みだ。まさしく剛毛といえる。


    　けれどとても触り心地ごこちが良い。チクチクして少しくすぐったいが。


    「……ん」


    　不々動くんが僅わずかに頰ほおを動かし寝声を立てる。


    　思わず手を引っ込めてしまうが、どうやら起きたわけではないようだ。


    　私は再度彼の頭に触れ、そのままゆっくりと撫なでる。


    「────お疲れ様でした、不々動くん」


    　私は自分を顧みず一生懸命頑張った彼に労ねぎらいの言葉を送った。
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    「──そう。幼稚園の問題は解決できたわけね」


    　翌日、僕は今、放課後に生徒会室へと来ていた。


    　そこには多た華か町まち先輩他、柴しば滝たき姉妹もいて、問題解決に手を貸して頂いたこともあり、感謝と結果を報告したのである。


    「はい。多華町先輩と夏なつ灯ひさん秋あき灯ひさんにはお世話になりました。ありがとうございました」


    「えへへ～、でもお礼言われても何だか申し訳ないような気がして一杯だよ～」


    「そうですね。私たちは結局良い案を出せなかったわけですから」


    「そんなことはありません。考えてくださっただけで感謝を示すには十分です」


    「ふふ、本当にあなたは律りち儀ぎな人ね。それから演劇の練習の方はどうなのかしら？　子供たちは上う手まくやっているの？」


    　劇の練習を始めてまだ時間はそう経っていない。


    　何せ昨日の今日なのだから。


    　しかし子供たちは楽しそうに全力で取り組んでいると彼女たちには伝えた。


    「それは良かったわ。寝不足で倒れた甲か斐いはあったというものね」


    「！　……ご存じでしたか。一体誰からその情報を……？」


    「ふふふ、秘密よ」


    　えぇ……ちょっと怖いのですが。一体誰情報ですかそれ……。


    　倒れたといえば昨日。合作の内容を記したノートを幼稚園に届けた際に、緊張が緩んでそれまで背負っていた眠気や疲労感が押し寄せたようで、つい寝入ってしまったのである。


    　目が覚めると何な故ぜか繭まゆ原はらさんが膝ひざ枕まくらをしていたのはビックリしましたね。


    　寝心地が良いなと思っていたが、まさかそんな状態だとは思いも寄らなかった。


    　起きたら起きたらで、園児たちはニヤニヤとしながら僕と繭まゆ原はらさんをからかってきたし、助けを求めようと伏ふし見みくんを見ると、彼も園児たちと一緒になって笑っていたのである。


    　本当に繭原さんには悪いことをしました。


    　しかし彼女は本当に優しいですね。職員さんが用意してくださった枕が固くて、寝苦しそうだったからという理由で膝ひざ枕まくらまでして頂けるとは。


    　頭だけでも相当に重たいはずなのに、彼女の慈愛溢あふれる行為はまるで女神のようだ。


    　お蔭かげで短い間だがぐっすり睡眠を取ることができた。


    「それにしても残念だわ。珠たま乃のちゃんたちが披露する当日に外せない私用が入っているなんて」


    「ですよねー。アキたちも家の用事があってー」


    「あの珠乃さんの愛らしい姿をカメラに収められないのは至し極ごく残念です」


    　この三人。珠乃のことを好き過ぎではないでしょうか。


    　確かに天使なのでそれもまあ仕方ないと言えば仕方ないが。


    　……はっ！　まさか彼女たちも桃ももノ森もりさんみたいに、珠乃を妹にしようと企たくらんでいるのでは？


    　本当に珠乃の可愛かわいらしさは留とどまることを知りませんね。会う人全員を籠ろう絡らくしてしまうとは。さすがは魅力の塊かたまりだったどーくんの妹です。


    　自分に似ないで良かったと心底思った。


    　ただ、魅み力りよく的てき過ぎるのも考え物かもしれない。


    　これからはさらに一段階、珠乃の周囲に気をつけましょう。誰にも奪われないためにも！


    「……不ふ々ふ動どうくん？　どうしてガッツポーズをしながら何かを決意したみたいな顔をしているのかしら？」


    「え……あ」


    　気づけば右みぎ拳こぶしを固く握って胸のところまで上げていた。


    　僕は「何でもありません」と拳を下ろす。


    　いけない。どうやら天使トリップをしてしまったようだ。自重しなければ。


    「カメラについては撮影に許可が下りたようなので安心してください。珠乃の雄姿はしっかりビデオカメラに収めてきますので」


    「ええ、頼むわね。ところでこのあと少し時間あるかしら？」


    「はい。何かお手伝いでも？」


    「友とも枝え先生、あなたを見かけたらいつでもいいから生徒指導室へ連れてきてほしい、と仰おつしやっていたのよ」


    　友枝先生が？　一体何の用だろうか？


    「分かりました。ではさっそく向かいます。今回の件は、本当にありがとうございました」


    　僕は彼女たちに一礼をして生徒会室から出た。


    　そのまま真まっ直すぐ生徒指導室へと向かうが、少し喉のどが渇いたので自動販売機で飲み物を買ってから行こうと思った。


    　校舎の踊り場付近にある自動販売機が一番近く、そこにはお目当てのものもあるので早足で行く。


    　だがすでにそこには先客がいて──。


    「む？　伏ふし見み先生……？」


    「え？　あら、不ふ々ふ動どうくんじゃない。もしかして何か買いに？」


    「はい。《天然水ももはす》を」


    「へぇ、なかなかの通好みのチョイスね」


    　……そうなのだろうか。確かにあまり買っている人は見たことないが。


    「先生のそれは…………え？」


    　僕は先生が所持している缶を見てギョッとなる。


    　──《わさびコーヒー》──


    　誰もが忌避し、絶対に購入しないドリンクが握られていた。しかも夏も近いこの季節にホットだ。


    　一体どこのメーカーが出しているのか、果たして需要があるのか、サッパリ分からない。


    　飲んだ冒険者の見解によると、その名の通りわさびの味と香りがするコーヒーらしい。


    　ハッキリ言ってしまうかもしれないが…………不味まずそう。


    「よ、よく飲まれるのですかソレは？」


    「へ？　あー初めてかな」


    「初めて？　で、でしたら何な故ぜそのチョイスを？」


    「んーだって面おも白しろそうだから？」


    　そう言いながらプシュッとプルタブを開けて飲み出す。


    「んぐんぐ…………ぷはぁ」


    「ど、どうですか？」


    「そうだね………………………微妙？」


    　小首を傾かしげる姿は、成人女性とは思えないほど幼さを感じさせ可愛かわいい。


    「微妙……ですか」


    「うん。まあ……面白い飲み物ではあったかな」


    　飲み物に面白さって必要でしょうか。


    「もしかして他にもこういった飲み物を？」


    「まあね。一種の趣味、かな。《セロリサイダー》とか《チョコ水》とか《トマト紅茶》とか？　あ、《トマト紅茶》は結構イケたわね」


    「は、はぁ……」


    「むふふ。私はいずれキワモノドリンクを制覇する女よ」


    　どれも信じられないほど飲んでみたいという興味が湧わかない。


    　というよりそんなものを好んで飲みまくるなんて大丈夫なのだろうか。


    　この人は一応家庭科教師で、そんな調子だと味覚とか不安になってくる。


    　いやまあ、実際に彼女が作る料理などで批判は一切聞かないので大丈夫ではあるはず。


    「う～ん、でもトラちゃんは私の趣味、全然分かってくれないけど」


    　それはそうだと思う。誰が好き好んでゲテモノを口にしたがるだろうか。


    　中にはアタリがあるのかもしれませんが、ほとんどが外れのような気がしますしね。


    　僕はそれでもちゃんと飲み干す彼女をよそに《ももはす》を買って喉のどを潤うるおす。


    「そういえば合作の件、お疲れ様ね不ふ々ふ動どうくん」


    「あ、いえ。自分にできることをしただけですので」


    「ふぅん。やっぱり君は真ま面じ目めさんだね。授業でも私の話をちゃんと聞いてくれるし、友とも枝え先生も絶賛してるし」


    「きょ、恐縮です」


    「それにその喋しやべり方。今時、そんな堅い感じで喋る高校生なんていないわよ。そこんところはトラちゃんにも少しだけ見習ってほしいかも」


    「伏ふし見みくんにはああいう喋り方が合っていると思いますから、別段変わらなくていいかと」


    「時と場合は考えてほしいじゃない？　不愛想だからいつも怒っているって勘違いされたりもするし」


    「さすがはお姉さんですね。彼のことをよく見ています」


    「…………んふ。それは君だってそうだよ」


    「え？」


    「今までトラちゃんに対し、変わらなくてもいいって言ったのは君くらいだもの。ほら、トラちゃんの見た目ってアレでしょ？　だから会う人は全員、その喋り方は似合わないし、態度も柔らかい方が良いって言うのね」


    　確かに伏見くんの見た目は可愛かわいらしい女の子のようでもある。


    　ガッツリ男言葉で話すのは、その姿とミスマッチしていると捉とらえる人も多いかもしれない。


    「でもトラちゃんは今のトラちゃんだから良いのよ。トラちゃんには無理なんてしないで、ありのままでいてほしい。けど周りの人たちって、どうも自分の思った通りじゃないと否定したがるでしょ？」


    　それは……分かる気がする。


    　誰だって〝理想〟というものが存在するのだ。


    　そして人はそれを無意識ながら押し付けてしまいがちである。


    　見方を変えれば、それは今の本人の在り方を否定しているだけ。


    　今まで生きてきて培つちかったものを否定する権利は、少なくとも他人にはないと思う。


    　あまり逸いつ脱だつした言動をするならば、それはその人のためにも〝注意〟として伝えるのは必要だろう。しかし、その者の背景を何も知らずにただ否定し変えろというのは傲ごう慢まんだ。


    「少なくとも自分は、伏ふし見みくんは今のままで素敵だと思いますが」


    「！　…………トラちゃんは男の子だよ？」


    「はい？　……存じていますが」


    「!?　……こ、これは自覚なし？　もしかして不ふ々ふ動どうくんって天然ジゴロとか？」


    　顔を背けてブツブツと小声で何かを言い始めたが……。


    　すると伏見先生はクルリと顔を僕の方へ向け、ポンと優しく僕の腕を叩たたく。


    「きっと君ならトラちゃんと上う手まくやれるかも。あの子と仲良くしてあげて」


    「は、はぁ……。まあ自分が嫌われることはあっても、伏見くんを嫌いになることはないと思います」


    　その返答に、伏見先生は満足そうに笑みを浮かべると、飲み干した缶を缶ゴミ入れに突っ込み、そのまま「気をつけて帰るのよ」と言って立ち去っていった。


    　僕も用事があることを思い出し、駆け足で生徒指導室へと向かっていく。


    



    



    「おおー、ひへふへはんはねー、ふふほーくん！」


    　生徒指導室の扉をノックして、入室許可をもらってから中に入ると、入り口すぐの所のソファに座って、ハムスターみたいに大福を頰ほお張ばりながらまったりとしている友とも枝え先生がいた。


    「お待たせして申し訳ありません、友枝先生」


    「んーん、へふひひーほー」


    　ハッキリ言って何を言っているのか分からないが、大人の女性として食べ物を口一杯に入れながら喋しやべるのは少々はしたないと思う。


    「んぐんぐんぐ……かっはぁぁ～、やっぱり日本人は緑茶だよねー！」


    「…………」


    「あ、今オッサン臭いとか思った？　それともオバサン臭い？」


    「え？　い、いえ、そんなことは……」


    　思ってしまったとはさすがに言えない。


    「まーいーけどねー。どーせ25なのにオバサンですよー。……独り身の」


    　ヤバイ。このままじゃ、またお得意のダークサイドに堕おちてしまう。


    「と、ところで友枝先生、何のご用かお聞きしても構いませんか？」


    「ん？　あーそうそう。いやぁ、謝らなきゃいけないことがあってねー」


    「謝らなきゃいけないこと？」


    「まあまあ、ほらほら、甘いものでもどうぞどうぞ」


    　すでに僕を迎える準備をしていたようで、彼女が食べていたものと同じ大福が載った小皿と湯呑みを差し出してきた。


    「えと……頂きます。あむ…………ん、甘いですね」


    「でしょー。駅前にある和菓子屋さんで買ってきたんだよ」


    　そこは僕もたまに利用させてもらう。特に珠たま乃のが、そこの水みず羊よう羹かんが大好きで、ねだられるとついつい買いに走ってしまうのだ。


    「ああ、あそこの。美お味いしいですよね」


    「おお、知ってたかー。美味しいスイーツ店を知ってるのはモテる秘訣だぞ！」


    「なるほど。……勉強になります」


    　ただモテるということに関してはあまり信用できないが。


    　最近友とも枝え先生のことを陰で『妖怪：オトコくれ』って呼んでいる人もいますよ。まあダークサイドに堕おちた時に、ああも大声で結婚したい恋人欲しいと言っていれば仕方ないかもしれないですが。


    「それで……」


    「ん？　おお、そーだったね」


    　先生は一度お茶で喉のどを潤うるおしたあとに、「ごめんね」と頭を下げてきた。
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    　その理由を尋ねてみると、どうも先日の伏ふし見み先生の暴露が、自分に原因があることを知ったようである。


    「あはは、あの時はその……ね、同級生の結婚式の招待状が届いて……さ。しかも二通も」


    　うわぁ。それは友とも枝え先生には確かに大ダメージかもしれない。


    「それでちょっと荒れちゃってて。仲の良い小こ兎とちゃんにお酒付き合ってもらったんですよ。まあ……すこーし飲み過ぎちゃってぇ……」


    　記憶が飛ぶほど飲んでしまい、その時に口走ったことなどもまったく覚えておらず、先日伏見先生が僕に関することを暴露してしまった事実を聞いたようで、その原因は自分にあるので謝ろうと思ったのだそうだ。


    「別にもう済んだことですから。それに幸いにも周りにいた人たちは、面おも白しろ半分で吹ふい聴ちようするような人たちではありませんでしたし」


    「うぅ……それでも本当にごめんなさい。生徒の秘密を教師がバラすなんてサイッテーだよね……」


    　シュンとなっている姿は、どこか[image: ]しかられた珠たま乃のと重なる。何だかこちらも申し訳なく思ってしまう。


    「伏見先生にデビューのことは秘密だと、お伝えていなかったですから大丈夫です」


    　聞けば単純に、「あのねー、不ふ々ふ動どうくんって生徒が、今度作家デビューするんだよー」とだけ嬉うれしそうに言っていたそうだ。


    　恐らくちゃんと意識があれば、たとえ喋しやべっていたとしても「これはここだけの秘密にしてね」くらいは言ってくれていただろう。


    「でもでも………………悪いことしちゃったし」


    「むぅ……本当に気にはしていないんですが」


    　それにまあ恐らくこのことが周りに広まっても、信じる者も少ないと思うし、結果的にも繭まゆ原はらさんと伏見くんだけで止まっているので別に構わない。


    「ダメだよねわたし……。こんなことだから恋人もできないんだ。きっとそうだよね」


    　あーこれはもう何を言っても堕おちてしまうかもしれない。


    「あ、あの先生……自分は、その、先生のこと好きですよ？」


    「…………ふぇっ!?　す、すすすすす好きぃっ!?」


    　あれ？　どうしてそんなに驚かれるのか……。


    　もしかして自分みたいな無ぶ骨こつな男に好かれても迷惑なのかもしれない。


    「すみません、いきなりこのようなことを言ってしまって」


    「べ、べべべ別にその……あの、べ、別にね、す、好きとかほら、感情って止められないと思うし、それはそれでしょうがないんじゃないかな？」


    「は、はぁ」


    「だ、だけどその……ね？　わたしと不ふ々ふ動どうくんは教師と生徒であって、確かに見た目でいえば逆に教師が不々動くんで生徒がわたしに見えるけどって、いやいや、そんな見解とか今はどうでもよくて、だからその……えと……ぁう」


    　どうしてこんなにも落ち着かない様子なのか。


    　顔を真っ赤に染め上げ、恥ずかしそうにチラチラと僕を見ている。何な故ぜかその瞳ひとみは熱っぽくてウルウルと艶つやめいていた。


    「ダ、ダメだよゆえ！　いくら親からの催促が最近かなり面倒になってきたからって、さすがに生徒に手を出したらそれはもう反則だから！　禁則事項だから！　……あれ？　でも卒業したら？　それなら何も問題……ない？　いやいや待って冷静になってよゆえ！　ああでも不々動くんみたいに優しい旦だん那なさんと一緒になるのが夢なんだよね。彼は家庭的で真ま面じ目めで誠実だし、きっと一いち途ずに愛してくれると思う。それに未来の大作家先生で……あれ？　もしかして不々動くんて超優良物件なんじゃ……！」


    　何だか今度は早口でブツブツと言い出した。


    　表情もコロコロと変わり、照れ臭そうにしたかと思ったら急に目つきが鋭くなり、獲物を狩るハンターさながらの雰ふん囲い気きを醸かもし出し始める。


    　どうやら今日の友とも枝え先生はスーパーダークサイドにまで堕おちたみたいだ。


    　生徒への申し訳なさが引き金になって、さらに奥深くまで開いてはいけない扉を開いてしまったのかもしれない。


    「あ、あの……友枝先生？」


    「そ、そうだよ！　卒業すれば何も問題とかなくて……ああでもでも、もし彼が獣みたいにわたしに欲情したらヤバくない？　だってあの逞たくまし過ぎる身体からだだよ？　この小さい身体で受け止められるのわたし！　ダメ！　絶対壊れちゃうよ！　ううん、でも好きな人のために耐えるのも彼女の役目だよね！　うん、そうだよ！　わたし頑張れるよ、不々動くん！」


    「へ？　…………何をですか？」


    「確かに今は世間の目があるし、立場もあって無理かもだけど。不々動くんがその気なら、わたしだって覚悟はできてるよ。その……でもね、わたしを求めてくる時は、できるだけ優しくしてほしいなぁとかって思うけど……ああ別に激しいのが好みならそれでもいいから！　わたしは彼氏のためならどんなプレイにだって──」


    「そこまでですっ！」


    「ふにゃっ!?」


    　多少荒療治が必要だと思い、大声とともに友枝先生の両肩に力強く手を置いた。


    「……ふ、ふ、不々動くん……！」


    「いえ、〝ふ〟が二個多いです。自分は不々動です。それよりも友枝先生、正気に戻られましたか？」


    「ふぇ？　しょ、正気……って？　…………はっ！　わたしまたトリップしてた？」


    「はい。もうガッツリと。今回は危険度Ｓランクに匹敵するほど危なかったでしたよ」


    　これが彼女が本当にたまに陥おちいるスーパーダークサイドだ。


    　この領域に足を踏み入れてしまえば、もう強引に正気を戻すしかない。あとはこの場から逃げて、彼女の感情が冷めるのを待つくらいだ。


    「はうぅぅぅっ!?　よりにもよって生徒で妄想するなんてわたしのオバカァァァッ！」


    　自分が何を考えていたのか恥ずかしさの限界を突破したようで、友とも枝え先生は両手で顔を覆おおい蹲うずくまってしまった。


    「で、でもでもぉ！　不ふ々ふ動どうくんも悪いんだぞ！　女の子に向かって簡単に好きとか言っちゃいけません！」


    「……ですが自分にとって友枝先生は、頼りになって好ましい人なので」


    「…………それって人としてってことでしょ？」


    「はい、もちろんです」


    「………………………………はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ～」


    　すっごく長い溜ため息いきですね。二十秒くらい出ていたような気がしましたが。


    　そしてジトーッと何な故ぜか先生が睨にらみつけてくる。


    「まったくもう……そうやって勘違いさせる言動ばかりするんだから！」


    「えっと……すみません？」


    「絶対謝っている理由を分かってないでしょ」


    　とは言われましても、事実勘違いをさせたつもりなど一切ないので。


    「ま、いっか。そういうところも君の魅力の一つでもあるしね。それと話を元に戻すけど、本当に今回の件はごめんね」


    「いえ、本当にお気持ちだけで」


    「それと幼稚園のことも聞いたよ。力になってあげたんだってね。よくやったね、お疲れ様」


    　先生がソファに座っている僕の頭に背伸びしながら手を伸ばし撫なでてきた。


    「あ、あの……恥ずかしいのですが」


    「んふふ～、頑張ってる生徒はちゃ～んと褒ほめてあげないとねー」


    　そうしてしばらくの間、彼女が満足のいくまで頭を撫でられ続けたのであった。
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    　──５月31日。


    　本日は待ちに待った珠たま乃ののお遊戯会である。


    　朝起きてからちゃんとビデオカメラの点検をし、問題なく起動することも確認しており、これでいつでも出発できるように整えていた。


    　普段なら園児を幼稚園に預けるのだが、今回のお遊戯会の開催場所は老人ホームである。


    　そのため希望を出せば、保護者と一緒に直接老人ホームへ向かうことが可能であり、僕たち不ふ々ふ動どう家はせっかくだからと許可をもらい、一緒に老人ホームへ向かうことになった。


    　お祖じ父いちゃんが僕でもゆったりと乗れる大きめのレンタカーを借りて、その車で目的地へ走っていく。


    　今日は日曜で、あまり遅いとすぐに混んでしまう道を行くので、僕たちは早めに昼食を済ませ家を出ることにした。


    　──【老人介護施設・にじいろ】。


    　五年ほど前に建設された比較的新しい老人ホームだ。


    　故ゆえに外観も内装もまだ新築のように美しく、一流ホテルのような風格さえ感じる。


    　規模も大きく居室数も七十を超える大型の施設だ。白を基調とした外観と内装で清潔感があって、エントランスも広々としており圧迫感のない造りになっている。


    　また、建てられた場所も、坂道を上っていった先の小高いところにあり、テラスから一望できる街並みは一見の価値はあるだろう。


    　居住者たちへのサービスも充実したものが多く、ここでならより安らぎのあるシルバーライフを送れると、建設当初からすぐに応募が殺到した人気のある施設なのだそうだ。


    　山道のようなクネクネとした道を上りながら、辿たどり着ついた施設の中へと入って行く。


    　来客も多いことから駐車場も余裕がある。その一角に停め、車から降りてホテルのような佇たたずまいの玄関へと向かう。


    　すでにそこには見慣れない制服を着用した園児たちが集まっていた。


    　恐らく一番目にお遊戯を披露する幼稚園の人たちだろう。


    　保護者たちと手を繫つなぎながら、先生らしき人の説明を受けている。


    　午後一時半から一番目の幼稚園の演目は始まる予定だ。


    　それぞれの幼稚園では、三組ずつお遊戯を披露する。


    　幼稚園ごとに与えられている時間は一時間であり、その間に三組が各おの々おの練習した演目を居住者の方々に向けて行う。


    　もうすぐ一時になろうかというところで、次々と車がやってくる。


    　その中に【おおわかば幼稚園】のバスもあった。


    　保護者と一緒に来る園児が多いようで、バスに乗っている園児は少ない。


    　珠たま乃のの友達のゆーちゃんは、どうやら友達と一緒にバスで行きたかったらしく、彼女はバスから降りると珠乃の姿を発見して駆け寄っていく。


    　バスの中には園長先生たちと一緒に伏ふし見みくんも乗っていたようで、園児たちに続いて降りてくる。


    「よぉ、おはよーっす、不ふ々ふ動どう」


    「おはようございます伏見くん。とうとう来ましたね、この時が」


    「お前が言うと何だか有名アーティストのライブにでも来たような感じだけどな。ところで繭まゆ原はらはまだ……みてえだな」


    「ええ。彼女は自分たちと同じように家族総出で来られる予定なので」


    　メールでそのようなやり取りはしていた。


    「虎こ大だいちゃん、小道具とか運ぶのを手伝ってもらっていい？」


    　園長先生が伏見くんを呼ぶ。


    「わーったよ。んじゃまたあとでな」


    「あ、自分も手伝いますよ」


    「え？　別にいいって」


    「重いものもあるでしょう。遠慮しないでください」


    「…………じゃあ頼むわ」


    　僕は先生たちの許可も得て、珠乃をお祖ば母あちゃんたちに任せて伏見くんを手伝うことにした。


    　小道具を運んでいる時に、初めて会う子供たちや高齢者の方、それに職員の人たちの視線を僕に釘くぎ付づけにしてしまったが、やはりどこへ行ってもこの身体からだは目立つようだ。


    　そうして午後一時になると、最初の幼稚園の子たちはすでに施設内の講演ホールという場所へ入って準備をし始めている。中は観客席と対面するように舞台があり、そこで園児たちはそれぞれ必死に練習した成果を見せるよう。


    　荷物の運搬が終わった時にタクシーが一台やって来る。降りてきたのは──。


    「ハッホー、ろーくん！」


    　私服姿の桃ももノ森もりさんだ。でも彼女だけではない。


    　その隣には彼女の親友の舞まい川かわさんもいる。それにさらに同じタクシーから30代後半くらいの男女も降りてきた。舞川さんの兄妹にも見えないし、あ、両親……だろうか。


    　すると舞川さんは、僕と目が合うと挨あい拶さつをしてきた。


    「……おはよ、不々動くん」


    「おはようございます。舞川さんも来られたんですね」


    「へ？　何言ってんのろーくん、あったり前だし。理り菜なの妹だって出るんだよ？」


    「……はい？」


    　桃ももノ森もりさんの言葉が上う手まく理解できず、つい間の抜けた声を出してしまった。


    「……え？　もしかして知らなかった？」


    　桃ノ森さんが、キョロキョロと何かを探すかのように周囲を見回す。


    「ん～っと……あっ、いたいた！　おーい、ゆーちゃーん」


    　…………ゆーちゃん？


    　思わず桃ノ森さんが向ける視線の先を凝ぎよう視しする。


    　そこには珠たま乃のと一緒に談笑しているゆーちゃんがいた。


    　ゆーちゃんも桃ノ森さんの声に気づいたようで、


    「……！　ももちゃん、それにおねえちゃんも！」


    　タタタタタと珠乃と一緒に手を繫つなぎながら走ってくる。


    　そしてゆーちゃんは舞まい川かわさんの足へと抱き着きながら、


    「おかあさんもおとうさんも、きてくれてありがと」


    　と照れくさそうな笑みを浮かべて言った。


    「……もしかしてゆーちゃんは舞川さんの妹……さん？」


    「そだけど。ていうかウチもビックリしたし。まさか珠乃ちゃんのお兄ちゃんがアンタだったなんてね」


    　つい先日に桃ノ森さんからその旨むねを聞いたらしい。


    　ゆーちゃんからは、珠乃ちゃんのお兄さんはとても大きいとは聞いていたようだが、それが僕だったとは繫がっていなかったようだ。


    「でもそう言われれば、どことなく似ていますね。目元とか」


    「そ、そう？　あの子の方が可愛かわいいと思うけど」


    「いえ、舞川さんも決して負けていないかと思いますよ」


    「……へっ!?　ア、ア、アンタ、いきなり何言ってんのさ！」


    「はい？　何かおかしなことを言いましたか？」


    「いやだって……」


    　そんなふうに舞川さんと問答を続けていると、桃ノ森さんが割って入ってくる。


    「あーはいはい。こんなとこで大声で喋しやべってたら迷惑だし。それに理り菜な、ろーくんがこういう人だって教えたでしょ！」


    「ももり…………分かってるし」


    「ろーくんも、あまり気軽にそういうことは言わない！」


    「は、はあ……」


    　そういうこととは一体何のことでしょうか？


    　人に迷惑がかかるような発言をした覚えなどないので、思わず首を傾かしげてしまう。


    　桃ももノ森もりさんは、僕のそんな態度を見て呆れたように溜ため息いきを零こぼしている。


    　いや、それにしても世間は狭い。


    　まさかクラスメイトの舞まい川かわさんの妹さん──ゆーちゃんまでも同じ幼稚園だったとは。しかもその子が珠たま乃のの一番の友達。


    　まあ、よくよく考えれば有り得る話でもあるので、珍しくはないのだろう。


    「そういえばもうすぐ【とりごえ幼稚園】の演目が始まるよね？　観に行かないの？」


    　桃ノ森さんが時計を見ながら尋ねてきた。


    「そうですね。一応小道具運びなどは終わり、手持ち無ぶ沙さ汰たにはなっていますので、あとで観に行こうかと思います」


    「そっか。じゃあ先に行ってよっか、理り菜な」


    「ＯＫ。じゃあ結ゆう羽は、応援してるから頑張りな」


    「うん！　がんばる！」


    　ゆーちゃんに見送られ、桃ノ森さんと舞川さん一家は施設内へと入って行った。


    　それから珠乃ら園児たちは、幼稚園バスの前で集まって先生からの注意事項を聞いている。


    　しかしそんな中、園長先生の表情がどこか優れないことに気づく。


    　すると伏ふし見みくんまでも少し険しそうな表情で僕の方へと走ってくる。


    「なあ繭まゆ原はらは来たか？」


    「え？　いえ、まだですが」


    「そっか……。実はまだ来てねえのアイツ……というか、千せん志しだけなんだよ」


    　他の園児たちは、もう全員揃そろっているらしい。


    「この時間帯は道路が混むこともあるので、少々遅れているだけでは？」


    「だったらいいんだけどよ……」


    　園長先生も少し心配だったらしく、だからあんな顔をしていたようだ。


    　現在の時刻──一時二十分。


    【おおわかば幼稚園】の出番は、十分間の休憩時間あとの二時五十分からなので、まだ時間はたっぷりあるといえばある。


    　それに【いちご組】は三組中、一番最後に披露するので慌あわてるような時間ではない。


    「お前は他の幼稚園の演目観に行っていいぞ」


    「伏見くんはどうされるんですか？」


    「俺はとりあえず園児が全員揃うまでここにいる」


    「そう、ですか。…………ではお言葉に甘えてお先に」


    　他の幼稚園のお遊戯なんて見る機会はそうないので、楽しみではあったのだ。


    　僕はお祖じ父いちゃんとお祖ば母あちゃんと一緒に講演ホールへ向けて歩き出した。


    



    



    　これほどほっこりとする現場というものはないと思う。何な故ぜなら目の前で小さな子供たちが、必死になって歌やダンス、そして劇を披露しているのだ。


    　観客席に座っている保護者たち、それにお年寄りの皆さんも全員が微ほほ笑えましそうに、園児たちを見つめている。


    　特にお年寄りの方々は、とても楽しそうで手を叩たたいて喜んでいる姿が見える。


    　そんな光景を見ていると、今回のお遊戯会は大成功だと実感できた。


    　皆さんとても愛らしいですが、まあ珠たま乃のの可愛かわいさの方が上ですね。


    　なんて思いつつも、嚙かんだりセリフや振り付けを忘れ慌あわてる姿なんかもとてもキュートで、思わずビデオカメラに収めたくなってしまう。当然身内ではないのでそんなことはできないが。


    　しかしどこも考えるところは同じようで、現在出ている園児たちの保護者のほとんどはビデオカメラかスマホを構えている。


    「……それにしても繭まゆ原はらさん、遅いですね」


    　すでに始まってから三十分以上経っている。


    　到着しているなら、この講演ホール内にも繭原さん一家がいるはずだ。まだ外にいるのだろうか。


    　そう思って、何気なく出入り口の方を見ると慌てた様子で伏ふし見みくんが中に入ってきて、キョロキョロと、何かを探すかのように周りを見回していた。


    　そして自分と目が合うと、クイクイクイと素早く手招きをする。


    　……どうかしたんでしょうか？


    　僕は隣に座っているお祖ば母あちゃんに「少し外へ出ます」と言って席を立つ。


    　そのまま出入り口に向かうと、伏見くんに腕を摑つかまれて強制的に外へと連れ出され、講演ホールから少し歩いたところで立ち止まる。


    「ど、どうかされたんですか？」


    「…………マズイことになっちまった」


    「え？　マズイ……こと？」


    「ああ……」


    　言い辛づらいことのようで、伏見くんはかなり険しい表情を保ったままだ。彼の言葉もそうだが、その様子から只ただ事ごとではないことを察する。


    「一体何があったんですか？」


    「実はな、まだ千せん志し────繭原たちが来てねえ」


    「!?　繭原さんがまだ……ですか？　でもそろそろ……」


    「ああ。準備をしなきゃダメだな。だが……」


    　現在二時過ぎ。【とりごえ幼稚園】の演目も後半に入っているのだ。


    　あと三十分満たず演目は終わり、【おおわかば幼稚園】の番になる。


    「連絡は取れないんですか？」


    「今バアちゃん……園長が電話してる。話を聞きに行くか？」


    「え、ええ、お願いします！」


    　僕たちは急いでバスの傍そばにいた園長先生のもとへ走った。


    　そこには先程見た時以上に不安そうな表情で電話をしている園長先生がいる。


    「……はい……はい。そうですか……それは大変なことに……はい」


    　事態はかなり深刻そうな雰ふん囲い気きだ。


    「ねーねー、せんくんはー？」


    「まだきてないのせんしくんだけだよ？」


    「もしかしておねつでちゃった？」


    　子供たちも千せん志しくんが来ていないことを心配しているようだ。それを担当の先生たちが宥なだめている。


    「ええ……はい。分かりました。こちらでも都合がつけられるか、確認を取ってみます」


    　そう言って園長先生は電話を切って、担任の先生を呼びつける。


    　その話に僕たちも参加させてもらった。


    「繭まゆ原はらさんご一家が時間までに間に合うか厳しいかもしれません」


    　園長先生の言葉に息を呑んでしまう。


    「車で途中まで来られているのですが、渋滞に巻き込まれたようなんです」


    「渋滞だって？　バアちゃん、そんなに今日は混んでんのか？」


    「…………事故が起きたらしいの」


    「何だってっ!?　まさか怪け我がとかしたってんじゃねえだろうな！」


    　伏ふし見みくんの言葉に、僕は思わず〝あの時〟のことがフラッシュバックして胸が苦しくなった。


    　そんな……まさか繭原さんが……！


    　だが園長先生は頭を左右に振って、僕たちの不安を払ふつ拭しよくしてくれた。


    「直接巻き込まれたわけではないらしいから大丈夫よ。けれどその事故のせいでかなりの渋滞が起きていて、もうかれこれ一時間近く立たち往おう生じようみたい」


    「そっか……ん？　おい不ふ々ふ動どう、顔色悪いけど大丈夫か？」


    「え？　あ、いえ大丈夫です。繭原さんたちが事故に遭ったのではと思い心配になっただけで」


    「まあ怪我とかないみてえだし良かったな」


    　本当にホッとした。


    　だが渋滞……。


    　その可能性は僕も思い浮かんでいた。この時間帯は混むことがあるからだ。しかしそれだって繭原さんご一家も理解していたはずだ。だからそれなりに余裕を持って出発したと思うが、まさか事故によって起きた大渋滞に巻き込まれるとは……。


    　運が無いと簡単に言えるが、そんな言葉で軽々と片付けていい場面じゃない。


    　確か繭まゆ原はらさん一家は、母方の祖父母宅が近くにあるので、そこに寄ってから来る予定だと聞いていた。


    　せっかくの千せん志しの晴れ舞台だから、祖父母にも直接見て欲しいと千志くんが願ったそうだ。


    　僕は咄とつ嗟さに自分のスマホを出して繭原さんに電話をかける。ワンコールですぐに向こうから反応があった。


    「──も、もしもし！」


    「もしもし繭原さん、大丈夫ですか？」


    「…………」


    「繭原さん？」


    「っ…………不ふ々ふ動どうくん…………どうしたらいいんでしょうか……？」


    　消え入りそうな声が鼓膜を震わせる。


    　きっと今、彼女は不安と絶望に苛さいなまれているはずだ。


    「……今、どちらにいますか？」


    「えっと──……」


    　これは本格的にマズイ。今彼女がいる場所は、ここから車で二十分近くかかる。歩きなら二時間くらいか。


    　体力のある大人だとしたら、車から降りて全力で走れば一時間以内にこちらに着く可能性はある。それでもギリギリだと思うが。


    　しかし僕たちが待っているのは、まだ小さな千志くんだ。


    　彼が大人のように走れるわけがない。体力も走力もとてもではないが足りない。


    　下へ手たすれば二時間以上はかかるし、辿たどり着ついても疲労で満足に舞台には立てないだろう。


    　僕は腕時計を見る。もうすぐ午後二時十分。


    　ざっくりと計算すると、千志くんが所属する【いちご組】の演目まで、残り七十分といったところ。一時間とちょっとしかない。


    「とにかく事情を話して、少し休憩時間を長めに取ってもらうように頼んでみます。最悪……【いちご組】の演目は中止にせざるを得ないかもしれませんが」


    　そんな園長先生の言葉を受け、僕はハッと珠たま乃のに視線を送る。


    　珠乃は友達と一緒に、「がんばろーねー」と楽しそうに笑みを浮かべていた。珠乃だけじゃない。他の子たちもこれまで自分たちが練習してきた成果を、家族に見せようと意気込んでいる。


    　もし演目が中止になったら、確実に悲しむことになるだろう。


    「……………妹の晴れ舞台を守るのも兄の役目、ですよね」


    「？　不々動？」


    　伏ふし見みくんが不思議そうに見てきていたが、僕は周囲を見回し職員さんらしき人を見つけて、その人に駆け寄る。


    「あのっ！」


    「え……ひっ!?」


    　こんな図体の僕が突進してきたら怖いでしょう。本当にすみません。ですが今はそれどころではないんです。


    「こちらに自転車はありますか！」


    「へ、あ、はい？　自転車……ですか？　買い出し用とかで使う籠かご付きのならあります……けど」


    「貸しては頂けないでしょうか」


    「……そこにありますので、ちゃんと返して頂けるならご自由に。あ、鍵はコレです」


    「ありがとうございますっ！」


    　僕は職員さんから鍵を受け取ると、すぐに近くに置かれている自転車の鍵を外す。


    　そこへ伏見くんが近づいてきた。


    「おい不ふ々ふ動どう、お前まさか……！」


    「すみません。説明は省かせて頂きます。急いでおりますので！」


    「……！　いいからちょっとだけ待ってろ！　少しだけだから！」


    　そう言って伏見くんが、幼稚園バスの中へと入ってすぐに出てくる。


    「コレを持ってけ！」


    　何な故ぜか彼が持ってきたのは何枚ものタオルだった。


    「伏見くん……コレは？」


    「いいから持ってけ。多分……お前のことだろうから必要になるだろうしな」


    「？　……分かりました」


    　真意は分からないが、彼がそこまで言うなら、きっと何かに役立つのだろう。


    　僕は籠にタオルを入れると、まだ切っていなかったスマホに話しかける。


    「繭まゆ原はらさん、今から自分がそちらに向かいます。できればあなたも今から車から降りて千せん志しくんと一緒に大通りに沿って歩いてもらえますか？」


    「え？　あ、あの不々動くん？」


    「お願いします！　一刻を争うんです！　自分を──信じてください！」


    「！　……わ、分かりました！」


    「ではまた連絡をします！」


    　一度スマホを切ると、僕はペダルに足を置く。


    　少し自分の身体からだでは小さい自転車だが、贅ぜい沢たくなど言ってられない。


    「不々動……」


    「伏ふし見みくん……必ず千せん志しくんを連れてきますので、ほんの少しでもいいですから時間をどうにか……」


    「！　…………いいのかよ。俺なんかに頼ってよぉ」


    「伏見くんですから」


    　伏見くんと目が合う。それ以上は何も言葉を交わさなかったが、何か通じ合ったような気がした。


    「……わーったよ。行ってこい」


    「よろしくお願いします！」


    　僕はあとのことを全部彼に任せると、気持ちを切り替えて、繭まゆ原はらさんがいる場所へと向かって自転車を漕こぎ始めた。
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    　俺は凄すさまじい速度で老人ホームから出て行く不ふ々ふ動どうを見送った。


    「あのバカ、急ぎ過ぎて事故を起こさなきゃいいけどな」


    　この際、法定速度とかどうでもいい。まあバレなきゃオールオッケーってことで。


    「虎こ大だいちゃん、不々動くんがいきなり飛び出して行ったけれど……」


    「んなことよりバアちゃん、職員に事情を伝えておいた方が良いんじゃねえの」


    「そうね。時間を引き延ばしてもらえればいいのだけれど」


    　バアちゃんがそう言いながら困った様子で施設内へと入って行く。


    　時間を引き延ばすといっても、いろいろ問題が生じる可能性が高い。明らかに【おおわかば幼稚園】の落ち度と捉とらえられかねないからだ。


    　そうなれば同じ園の者たちはともかく、【おおわかば幼稚園】の次に演目を披露する幼稚園からクレームが入るかもしれない。下へ手たをすればそれこそ本当に【いちご組】の演目を中止する方向へ向かってしまう。


    　こういう時、そういう事情なら仕方ないと待ってくれるか、先に三組目の幼稚園が二番手に披露してくれるという流れになるだろう。


    　もちろんそうなれば最高ではあるが、それぞれにも予定というものがあるし、中には自業自得だという意味の過激な発言をする輩やからもいる。


    　実際、そんな些さ細さいなことで揉もめ事となり、裁判にまで発展したケースも珍しくないらしい。


    　それに三番手の幼稚園は、エリート幼稚園とも呼ばれ、金持ちや格式の高い家の子たちが通う。また聞くところによると、トリでなければ参加しないと豪語した親がいたそうだ。


    　そういう親たちは得てしてプライドが高く、自分たちの予定を狂わされることで非常に不愉快さを感じる者は少なくない。


    　何てことを考えていると、バアちゃんが職員に話をしてきたのか、こちらへと戻ってきた。


    「バアちゃん、職員は何だって？」


    「休憩時間を少しくらい延ばしてくれるみたいだけど、それでも十分くらいだって」


    　やっぱりそうなるか。まあそれでも良い方だ。ただ順番に関しては変えてもらうのは難しいらしい。何せエリート幼稚園はまだ到着していないのだから。我が子たちの演目だけしか興味がないのだろうか。


    「電話で【王おう洛らく学園大学付属幼稚園】の人たちに聞いてみてくださったんだけど、順番を変えるのは無理だと、保護者の方から意見があったそうよ」


    　はぁ～、これも予想通りか。ったく、日本人はあったかい心がウリなんじゃねえのかよ。


    　こんな感じだとしたら、十分程度なら許容範囲として待ってくれるかもしれないが、それ以上は厳しいだろう。何か特別な時間繫つなぎがあれば別なんだが。


    　するとタイミングが良いのか悪いのか、件くだんのエリート幼稚園様のバスが到着した。


    　その後ろからも続々と、高そうな車が乗り込んでくる。さらにその車から降りてくる保護者たちも、高級スーツや装飾品を身に着けたいかにもといった感じだ。


    　中には園児たちより目立つド派手な格好をした親もいる。まるでセレブが集まるような社交界にでも来ているかのような風ふう貌ぼうだ。


    　おいおい、たかが子供のお遊戯会でその装いはねえだろ……。


    　ここをどこぞのパーティ会場とでも勘違いしてんじゃねえだろうな。


    「ふぅん、そこそこに綺麗な施設ではありませんか」


    「そうですか？　主人が勤める病院の方が大きいですわね」


    「それを仰おつしやるのでしたら、ウチのホテルの方がここよりも大きくて綺麗ですわよ」


    　思わず目め潰つぶしをしたくなるほどの成金自慢が飛び出す。


    　来たばっかで老人ホームをディスってんじゃねえよ。つか病院やホテルとかと比べんなよ。まったくもって別物だっつーの。


    　そう思うと同時に、こんな奴やつらがいるなら益々時間繫ぎは無理だと判断する。


    　それでもバアちゃんは挨あい拶さつがてら、奴らに向かって交渉しに行った。


    　だが──。


    「それならば【いちご組】の演目を削ってはいかが？」


    「そうですわね。その分、早めにこちらが遊戯を披露すればいいでしょう」


    　本当に言いたい放題だ。削られる子供たちの気持ちを何一つ考えていない。


    　コイツら……予定を遅らせられるのは嫌だけど、早くなる分は大歓迎ってか。


    　バアちゃんも諦あきらめた様子で帰ってくる。


    　これはいよいよマズイな。十分も予定を引き延ばしてくれるか怪しくなってきたぜ。文句言わねえだろうな、あの成金セレブども。


    　そろそろ【とりごえ幼稚園】の演目が終わって休憩時間に入る頃だ。


    　こっちの幼稚園も準備をし始めないといけない。


    　……どうする。どうすれば時間を稼げる。それも、誰もが妥協してくれる内容が好ましい。


    　けどそんな都合の良い案なんて……。


    「…………ん？」


    　クイクイと服を引っ張られる感触があり、視線を向けると珠たま乃のが見上げていた。


    「ねえねえ、にぃやんはどこいったの？」


    「珠乃……心配ねえよ。すぐに帰ってくっから」


    「ほんと？」


    「ああ、お前の兄ちゃんだってお前の演劇をすっげえ楽しみにしてんだしよ。ぜってえ帰ってくる。信じてやれ」


    「……うん！　にぃやん、しんじうっ！」


    　俺は素直な珠乃に微ほほ笑えみながら頭を撫なでる。


    　そんな彼女の髪留めに手が当たった。ずいぶんと大きめのハート形の髪留めだ。


    「へぇ、でけえ髪留めだな」


    「うん！　にへへ～、これね、にぃやんにかってもあったの！　マジカルまかろんのやつなの！」


    「ほう、やっぱガキどもには人気なんだなマジカルまかろん…………！」


    　その瞬間、まさに天啓を得たような衝撃が走った。


    「…………そうだ。アイツなら……珠乃っ、あんがとな！」


    　俺はキョトンとする珠乃の頭をさらに一撫でしたあと、急いである場所へと向かった。


    　そこは講演ホールで、顔を視線を忙せわしなく動かしてある人物を探す。


    「────いたっ！」


    　俺はすぐにその人物のもとへと向かう。


    「……おい、おい」


    　そうして小声でかつ力強く、その人物に話しかけた。


    「!?　フ、フッシー？　もういきなり声かけないでよ、ビックリすんじゃん！」


    「お前にちょっと話があるんだ桃ももノ森もり。大事な話だ」


    「……はい？」
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    　本当に今日は運が無い。


    　まさか事故が起きて渋滞に巻き込まれてしまうなんて。


    　時間が刻々と過ぎていく中、車はほとんど前に進まずに絶望だけが膨ふくらんでいく。


    　せっかく千せん志しがやる気を出して、一生懸命練習した演劇を披露できるのに、どうしてこんな日に限って事故なんて起きるのだろうか……。


    　もしかしたら歩いた方が早いかもしれない。それでももう時間内に到着することはできそうにない。


    　多分もうすぐ車が動くだろうと父が言ったことに対し、私だって大丈夫だよねってタカをくくってしまっていた。


    　この辺の道は混むこともあるが、それを加味しても間に合うと踏んでいたのだ。しかしまさか道行く先で事故が起きて大渋滞が引き起こされているとは思っていなかったのである。


    　今から車を降りたとしても、さすがにその選択を取るべき時間は過ぎ去ってしまった。


    　こんなことならもっと早く車から降りて走ってたら……。


    　いや、十キロ以上はある道程を千志を連れて走るのは現実的ではない。


    　……本当に申し訳ない。


    　今日のために練習してきた【いちご組】の子たちや、それを支え続けてきた保護者と先生方には何てお詫わびをしたらいいか……。


    　母も父も、そして祖父母も焦しよう燥そう感かんにかられ青ざめている。


    　私の隣に座っている千志を見ると、悔くやしそうな表情で親指の爪をカリカリと嚙かんでいた。


    　……千志。


    　そんな時だった。不ふ々ふ動どうくんから電話があったのである。


    　私はこのどうしようもない状況に対し、もう彼に嘆くしかできなかった。


    　涙目で彼に「どうしたらいいんでしょうか」と口にすることしかできなかった。


    　さすがの彼もどうにもできない事態には違いないというのに。


    　それでも、彼の言葉を聞いていたかった。聞いていると少しだけ安あん堵どできたから。


    　しかし次の瞬間、何な故ぜか彼から車から出て歩いてほしいと言われた。


    　ハッキリ言って今から歩いたところでどうしようもないことは分かっている。無駄な悪わる足あ搔がきといえばそれまでだ。


    　それでも彼は自分を信じて欲しいと言った。


    　不々動くんは、こんな絶望的な状況でもまだ諦あきらめていない。


    　……だったら。だったらまだ私も諦めるわけにはいかないよね！


    「千志、外に出よう！」


    「え？　ね、ねえちゃん？」


    「ちょっと、どういうことだい糸いと那な？」


    「ごめんお母さん！　詳しいことはあとで！　私は千志と一緒に走って向かう！」


    　私は強引に千志の手を取り、車のドアを開けて外へと飛び出す。


    「こらっ、待ちなさい糸那！」


    「お母さんたちはあとから来て！　じゃあ！」


    　確か不ふ々ふ動どうくんは大通りに沿って向かえと言っていた。


    　大通りなら、今車がいる道だから、このまま真まっ直すぐ進めばいい。


    「行くよ千せん志し！」


    「で、でもねえちゃん……もう」


    「諦あきらめちゃダメ！　まだ時間はあるんだよ！」


    「っ…………わーったよ！」


    　弟を奮い立たせて、私は一緒に手を繫つないで走り出す。


    　運動の苦手な私よりも、恐らく千志の方が走力は上だ。体力もかもしれない。


    　それでも今日だけはしんどくても全力で走るべきだ。


    　他ならぬ弟のためにも。


    　──そうして十分ほど経った頃だ。


    「はあ……はあ……はあ……ね、ねえちゃん、だいじょうぶか？」


    「ぜぇぜぇぜぇ………………う、うん」


    　返事はしたものの正直に言ってとってもキツイ。こんなに全力疾走したのは初めてかもしれない。できることなら今すぐ座りたい。喉のども渇いたし水だって飲みたい。


    　まだ夏には入っていないが、今日は日差しも強く汗が溢あふれ出てくる。


    「千志……あなたは……だい……じょう……ぶなの？」


    「ねえちゃんよりかはな。つーか、マジでだいじょうぶか？」


    「えへへ……まだお姉ちゃん……なら……イケる……から」


    「……ちょっとやすもうぜ」


    「ダ、ダメ……よ」


    　少しでも前に進む。それだけを考えなければならない。


    　私は腕時計をチラリと見る。──午後二時二十二分。


    　はぁ……時間が止まればいいのに。


    　できれば恋愛的な状況で、この言葉を嚙かみ締しめたかった。


    「とにかく……ちょっとでも歩……こ？」


    「…………ああ」


    　走れなくても歩くくらいはできる。止まることだけはあってはならない。


    　するとそこでようやく事故の全容を知るくらいの距離まで辿たどり着ついた。信号機がある場所にトラックが突っ込んでしまっている。


    　パトカーが何台もあって、警察の人が交通整理を担当していた。


    　被害者がこの場にいないので、恐らくもう救急車で運ばれたのだろう。


    　よりにもよって大型のトラックが事故したから、こんなにも道幅が制限されてしまい大渋滞を引き起こしているようだ。


    　これは大型の牽けん引いん車しやを用意しなければどうしようもない状況である。


    　私は事故現場を一いち瞥べつして先を急いでいく。


    　そしてしばらく足を止めずに歩き続けるが、不意に千せん志しが足を止めてしまう。


    「……せ、千志？」


    「…………もういいよ、ねえちゃん。もうムリだって。まにあわねえし」


    「そんな！　まだ時間はあるよ！」


    「…………」


    「千志はそれでいいの？　諦あきらめちゃっていいの？　せっかくあんなに練習してたのに！」


    　普段ゲームや漫画ばかりのこの子が、この劇のために家でも毎日練習していたのを知っている。それだけこの劇を演じるのを楽しみにしていたはずだ。


    「千志が大好きな青鬼ができなくなるんだよ？」


    「しょーがねえじゃん。…………しょーが……ねえし」


    　見れば唇を嚙かみ締しめて震えている。


    「おれだって……ひっぐ……おれだ……って…………がんばった……のにぃ……っ」


    「千志……」


    　お母さんの拳げん骨こつを受けても泣くことのない千志が声を上げてまで泣いている。本当に悔くやしいのだろう。


    　みんなで頑張ってきたんだもんね。こんな結末……嫌だよね。


    　私は泣きじゃくる弟を優しく抱きしめる。


    「ごめん……ごめんね……っ」


    「んで……ねえ……っちゃん……が、あやま……んだよぉ……っ」


    　分からない。でもこの子にとって大事な日なのに、何もしてあげられないことが本当に申し訳がなかった。それに自分の無力さが歯は痒がゆくて……とても悔しい。


    　神様、お願いです。私なら何でもしますから、どうか奇跡を──奇跡を起こしてください！


    　願ってもどうしようもないことだが、最後は神頼みしかできない自分の無力さが歯痒い。


    　────…………。


    　その時、何かがふと聞こえた気がした。


    「────ぁん」


    　まただ。遠くから声が聞こえてくる。そしてどんどんその声が近づいてきていた。


    「────らさぁぁぁんっ！」


    　……え？　この声……。


    　私は顔を上げて声が聞こえてくる方向に振り向く。


    　するとそこには──。


    「繭まゆ原はらさぁぁぁぁぁぁぁんっ！」


    「ふ、ふ、不ふ々ふ動どうくんっ!?」


    　そこにはここにいるはずのない彼がいた。


    　物もの凄すごい速度で自転車を漕こぎながら接近してくる。


    　千せん志しもまた彼の姿を認めてキョトンとしてしまっていた。


    「繭原さんっ、良かった、見つかりました！」


    「不々動くん！　な、何で……どうして!?」


    「説明は後で！　今はとにかく施設へ急ぎましょう！」


    　電話をしてからまだ二十数分程度しか経っていないというのに……彼が来てくれた。


    　しかも何な故ぜか不々動くんはボロボロだ。


    「ど、どうしたんですか、傷だらけじゃないですか！」


    「いえまあ……慣れない自転車でしたので、何度か転倒してしまって」


    　服は汚れ、破れている個か所しよもあり、全身も汗あせ塗まみれで、サウナにでも入っているかのよう。


    「……どうして」


    　どうして彼はここまで……。


    　前にも私が窮きゆう地ちに立たされている時に、身を挺ていして庇かばってくれた。


    　他人のために何故彼はここまで必死になれるのだろうか。


    　ううん。きっと珠たま乃のちゃんのためだってことは分かっている。それでも、自分以外の誰かのために、ここまで全力投球ができる人を私は知らない。


    「繭原さん、とりあえずコレを」


    　そう言って渡されたのはスポーツドリンクだった。


    「来る途中に買ってきました。千志くんにも」


    　しかも千志には持ちやすいようにミニのペットボトルだ。


    「あ、ありがとうございましゅ……」


    　うわ、また嚙かんでしまった。でもしょうがないよね。だってこんなズルいことされたら、やっぱり意識しちゃうもん。


    　でも助かった。本当に何か飲みたかったところだったのである。


    　二人して、彼が持ってきてくれた飲み物で体力を回復させた。


    　そして千志が私も尋ねたかったことを口にする。


    「にいちゃん……なんできたの？」


    「君を迎えに来ました」


    「え……でも……もうぜってえまにあわねえもん」


    　またぐずり出しそうになる千志の頭を不々動くんが撫なでる。


    「だいじょーぶだいじょーぶ」


    　聞くだけでとても安心できる声音が鼓膜を震わせる。


    　どうしてか、言葉だけを聞いているのに、本当に心がホッと落ち着いてきた。不思議だ。彼の声は不思議と人の心を安心させてくれる。


    「にい……ちゃん」


    「まだ諦あきらめるような時間ではありません。最後の最後まで、その瞬間まで必死に手を伸ばし続ければ、きっと良いことが待っているはずです」


    　そう言いながら彼は自転車の籠かごを見てフッと頰ほおを緩めて続ける。


    「なるほど。伏ふし見みくんは凄すごいです。ここまで読んでいたなんて。確かにコレがあれば楽ですね」


    　何を思ったのか、不ふ々ふ動どうくんは籠に入っていた数枚のタオルを細長く結び始めた。


    「な、何をしているんですか、不々動くん？」


    「………………よし、できました」


    　タオルを繫つないで二本の長い紐ひも状じようにしてしまった。


    「繭まゆ原はらさん、あなたはこの自転車を使ってください」


    「え……でも不々動くんと千せん志しは……？」


    「千志くんは自分が運びます。この抱っこ紐で担いで」


    　ああなるほど。タオルを繫いでいたのは抱っこ紐を作るためだったらしい。


    「千志くん、背中におぶさってください」


    　千志の前で後ろ向きに膝ひざをつく彼。


    「さあ早くっ！」


    「は、はいっ！」


    　野太い声の催促で、反射的に返事をした千志が不々動くんの背中におぶさる。


    「繭原さん、このタオルをクロス状にして、千志くんが落ちないように合わせてください」


    「あ、はい！」


    　言われた通り千志がずり落ちないようにタオルをあてがい交差させ、それぞれの先端を不々動くんの胸部の方へと持っていく。そして先端同士を繫ぎ合わせて、ガッツリ抱っこ紐が完成した。


    「──よし！　千志くん、全力で走りますからしっかりしがみついていてください」


    「え、しがみつくって」


    「行きますっ！」


    「っておわぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


    　不々動くんが全力疾走していく。


    　面おも白しろいようにグングンと遠ざかる。まるで陸上競技の選手さながらだ。


    「…………あ！　私も行かなきゃ！」


    　置いていかれないように、彼のお蔭かげで大分回復した体力を振り絞ってペダルを漕こぎ始めた。
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    　何とか予想以上に早く繭まゆ原はらさんと遭遇できて良かった。


    　これは自動車では通れない細道などを駆使して近道をした甲か斐いがあった。それに下り坂が多かった僥ぎよう倖こうもある。それに信号での足止めは辛つらいので、なるべく引っ掛からない道を選んだつもりだ。


    　しかし飛ばし過ぎたこともあり、バランスを崩して何度も転倒した。


    　その際に右足首を捻ひねってしまったのが非常に痛いが、そんなことは気にしていられない。


    　僕の役目は、今背中に背負っている千せん志しくんを無事にお遊戯会へ送り届けること。


    　幸い体力には自信があるし、近道をすればもしかしたら間に合うかもしれない。


    　いや、必ず間に合わせてみせます！


    「に、にいちゃん！」


    「何ですか、千志くん！」


    「すっごいあせだけど、だいじょうぶなのかよ！」


    「問題ありません！　ちゃんと自分の分のスポーツドリンクもここにありますから！」


    　懐ふところから取り出したのは繭原さんに渡したものと同じドリンクだ。


    　僕は走りながらドリンクで喉のどを潤うるおす。


    「──っぷはぁ。これでまだまだイケます！」


    　その時、着信音が。すぐにポケットからスマホを取り出して確認してみる。


    「……伏ふし見みくん？　……もしもし！」


    「おお、その様子だと今走ってるみてえだな。どうだ、時間内に着けそうか？」


    　僕は現在いる場所を伝える。


    「……そっか。間に合ってもギリギリかもしれねえな。でも安心しろ」


    「え？」


    「休憩時間を引き延ばしてもらってるからな」


    「許可をもらえたのですか？」


    「まあ、ちょっと反則くせえけど、こっちには強い味方がいたのを思い出してな。そいつに力を貸してもらってる」


    　強い味方？　一体誰のことでしょうか？


    　思考を巡らせても該当する人物に心当たりがない。


    「──ほれ、ちょっと耳を澄まして聞いてみ」


    　向こう側から伏見くんの声が途絶え、沈黙が流れたと思ったら、微かすかに聞き覚えのある声が聞こえてきた。


    「みんなー！　今日は飛び入り参加だけど、楽しんでいってねー！」


    「「「「わあぁぁぁぁぁぁぁっ！」」」」


    　……この声────桃ももノ森もりさん？


    　そのあとに続いた声援は、明らかに子供たちであった。


    「じゃあ今からみんなで一緒に歌うよー！　せーの──」


    「「「「まーかろんろん！」」」」


    　すると桃ノ森さんがスマホから音源を流して歌い始める。


    　この曲は日曜朝にやっているアニメ──『マジカルまかろん』の主題歌だ。


    　確か桃ノ森さんがまかろんの声優をやっていて、主題歌も彼女が担当している珠たま乃のも大好きなアニメだ。


    「どうだ？　ナイスアイデアだろ？」


    「伏ふし見みくん……！」


    「幼稚園側の都合で時間を取っちまえば問題にされかねねえ。けど、第三者……まったく関係ない奴やつで、しかも需要がある奴が時間を取るなら許可が下りやすい。それに何よりガキどもが喜んでるしな。保護者だってガキ優先だ。あそこまで盛り上がってんなら文句だって出ねえだろうよ」


    「この案を伏見くんが？」


    「まあな。少しでも時間を引き延ばす手はねえかって考えたんだよ」


    　凄すごい。本当に彼は機転が利く。いや、頭が回るとでも言おうか。そういえば、今回の合作にしたって、誰よりも早く彼が思いついていたのだ。


    　実際施設を出る時も、間に合わないかもしれないと思ってしまっていた。だが、それでも伏見くんなら何か上う手まい手段を講じて、時間を作ってくれると信じたのだ。


    　正直難しいとも思ったが、彼は最強の助すけっ人とを使って見事に僕の望みを果たしてくれた。


    　それにタオルのこともそうだ。


    　今、物もの凄すごく心強さを感じている。頼りになる天才軍師が傍そばにいる武人のような気持ちだ。何の心配もなく戦場に赴くことができる。そんな感じである。


    「ありがとうございます、伏見くん！」


    「なぁに、俺だってガキどもが泣く姿なんて見たかねえしな。だから早く戻って来い」


    「全力で向かいます！」


    「ただ時間を引き延ばせるっつっても限度はある。施設側も予定があるし、まだこれから園児たちの演目も控えてっからな。もう十分くらいやってるし、あともってももう十分くらいだ」


    　それでも断然頑張ってくれている。ありがたいことだ。


    　桃ノ森さんにも感謝してもし切れない。


    　僕はスマホを切ると、さらに速度を上げる。


    　後ろの繭まゆ原はらさんはちゃんと追ってこられているだろうか。彼女も心配だが、今はとにかく千せん志しくんを何よりも優先しなければならない。


    　──ズキッ！


    　右足首が熱い。それに走る度たびに激痛が走っている。


    　これでも身体からだは頑丈だが、剣道をしていたこともあって怪け我がには敏感だ。


    　この痛みはハッキリ言ってマズイ。普通ならすぐに足を止めて、冷やしたり適切な処置をしなければならないだろう。


    　脂汗が浮かび上がってくる。それでも歯を食いしばり、痛みを奥に押し込みながらさらに加速していく。


    　時計を見る。残り一時間をゆうに切り、約四十五分程度。


    　これから上り坂が多いエリアに入る。自転車でもキツイ道程だ。


    　行きしなはこの坂道が追い風になってくれたが、これからは完全な向かい風になる。


    　覚悟を決めて両足を動かしていく。


    「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


    　思わず叫び声が口から出る。


    　すれ違う住民たちは、当然のように僕の異様な姿を見て言葉を失っていた。


    　中には「ちょっと待ちなさい！」などと制止の声をかける人もいる。何な故ぜかは分からないが。交番の前を通った気もしたが、きっと気のせいだろう。


    　それでも確実にスピードは落ちながらも前へ前へ進んでいく。


    　信号待ちはしたくないが、どうしてもそこを通らざるを得ないこともある。


    　信号を待っている間に水分補給を済ませ息を整える。


    　そして青信号になると同時にダッシュだ。


    　くっ、やはり一度足を止めると痛みがぶり返してきますね！


    　せっかく走るだけに意識を集中させ痛みを忘れていたが、止まることでどうしても足に意識が向かってしまう。


    　もう少しだけ踏ん張ってくださいっ、自分の足！


    　一つの上り坂が終わり、平坦な道に入り一気に距離を伸ばそうと加速したのその時だ。


    　シュルル──と、胸元で結んだタオルが解けてしまう。


    「──へ」


    　しがみついてくれてはいたが、ダッシュの勢いに負けたのか、タオルという安全具がなくなったことで、千志くんが空中に投げ出されてしまった。


    　すぐにそのことに気づいた僕は、痛む右足でブレーキを全力でかけ反転、必死に飛びつく。


    「んぐぅっ、うおぉぉぉぉぉぉぉっ！」


    　両手を伸ばし、地面に投げ出される寸前の千志くんを何とか受け止め、そのまま抱えて地面を滑るように倒れた。


    「に、にいちゃんっ!?」


    「ぐぅ……っ、だ、大丈夫ですか千せん志しくん！」


    「う、うん。こ、こわかったけど」


    　……良かった。危うく取り返しのつかない事故を招くところだった。


    　僕は千志くんを立たせて怪け我ががないか確かめる。


    「!?　に、にいちゃん、ひざから血が……！」


    「え……ああ、問題ありません」


    「もんだいないって……そんなわけねえじゃん！　それにひじもすりむいてる！」


    「大げさに血が出ているだけです。走るにはまったく関係ないですから」


    　そう。怪我自体は本当に大したことはない。それよりも深刻なのは……。


    　……っ、今のでさらに悪化しちゃいましたか。


    　右足首の方だった。


    　僕は大きく深呼吸をして痛みを忘れるように自分に言い聞かせる。


    　まだまだイケル──と。


    「さあ、少し窮きゆう屈くつかもしれませんが、今度は前で抱えますから」


    　そう言って千志くんに手を伸ばすが、彼は顔を俯うつむかせたまま立ち尽くしている。


    「千志くん？」


    「……びょういんいこっ、にいちゃん！」


    「え？」


    「もういいから！　おれ……うれしかったから、きてくれて！」


    「千志くん……」


    「おれいっぱいあやまる。みんなにあやまるから！　だからもう…………いいんだ」


    　まだ４歳児だというのに本当に大人びた考えをする子だ。


    　まさか自分よりも他人である僕を優先してくれるとは……。


    　とても優しい良い子ですね、君は。


    　でもだからこそ……。


    「…………自分は笑顔が好きです」


    「……えがお？」


    「はい。特に子供たちが笑っている姿を見るのがとても好きなんです」


    「…………」


    「珠たま乃のや千志くんにはずっと笑っていてほしい。楽しい人生を歩んでほしい」


    「にいちゃん……」


    「でもきっとここで諦あきらめたら、君は悲しむ。笑えないでしょう,」


    「それは……」


    　まあさすがに十年後とかまで、この話題を覚えているかといえば難しいと思いますが。


    　それでもここで諦あきらめたら、確実に多くの人が悲しむことは確実だ。


    　少なくとも、僕は後悔してしまうだろう。


    「千せん志しくんがずっと頑張ってきたことを知っています。お姉さんからも聞いています」


    「ねえちゃんから……？」


    「はい。だからこそ頑張った成果をみんなに見せてあげたいと思います。自分も……千志くんが演じる青鬼を見てみたいんです」


    　噓じゃない。彼が大好きだと言う青鬼を精一杯演じる姿を見てみたいのだ。


    「だから自分に見せてください。千志くんだけができる青鬼を」


    「…………」


    「だから信じてください。自分が必ず千志くんを笑顔にしてみせますから」


    「！　…………にいちゃんはほんとに、アオオニみてえだ」


    　バッと千志くんは顔を上げる。


    　その瞳ひとみからは先程までの落胆した色は払ふつ拭しよくされ、決意を込めた強い光を輝かせていた。


    「にいちゃんっ、おれ！　アオオニやりたい！　みんなにみせてやりたい！」


    「はい！　最後まで頑張りましょう！」


    「うんっ！」


    「良い返事です。あとは僕に任せてください！」


    　そう言いながら千志くんの頭を少し力強く撫なでる。彼は気持ち良さそうに「えへへ」と頰ほおを緩める。


    　そして僕は千志くんを前に抱える。今度こそ落ちないようにしなければ。


    「ねえにいちゃん、にいちゃんがほんとのにいちゃんだったらよかったな」


    「……そうですか。では自分は兄ですね。兄は弟のためなら何でもできます」


    　かつてどーくんが、自分の命を顧みずに僕を助けてくれたように。


    「必ず間に合わせます！　兄を信じてください！」


    「うん！　たよりにしてるぞっ、にいちゃん！」


    　不思議と痛みがなくなっていた。


    　もしかしたら千志くんと気持ちが一つになったことで、嬉うれしさが痛みを超越したのかもしれない。


    　生まれ変わったような気持ちになり、僕は再び全力で走り出していった。


    



    　　　　　　　[image: ]


    



    　俺は今、【いちご組】の前の【すいか組】の演目を講演ホールの入り口付近で見ていた。


    　舞台では子供たちが、これまでたくさん練習してきた成果を観客たちに見せている。


    　演目はダンスだ。


    　しかし与えられた二十分間フルにダンスを披露するわけではない。


    　それを終え、自己紹介や親たちに当てた手紙などを読むのも含まれる。


    　日頃の感謝の気持ちなどが刻み込まれた手紙は涙を誘い、保護者たちは目に涙を溜ためて、我が子に温かい眼まな差ざしを向けているのだ。


    　だがまだ不ふ々ふ動どうは帰ってきていない。もうすぐ【いちご組】の出番だ。


    　今頃舞台袖で園児たちも準備していることだろう。


    「ね、ねえフッシー、大丈夫かな？」


    「…………さあな」


    「さあなって……」


    　同じように入り口付近に立っていた桃ももノ森もりが不安そうに尋ねてきた。


    　さらに彼女の隣に立つ舞まい川かわも同様だ。特に舞川の妹の結ゆう羽はの晴れ舞台でもあるので、やはり成功してほしいと願っている様子だ。


    　俺はスマホを取り出して時刻を確認する。


    「ちょっと見てくる」


    「え、あ、待って。アタシも行くから！」


    「ちょ、ももり！　ウチも行くし！」


    　俺は講演ホールを出てエントランスを通って玄関口へと出る。


    　そこには不々動の祖母が、傍そばにあったベンチに腰掛け、のんびりとポットに入った茶を飲みながら待機していた。


    「ろ、ろーくんのお祖ば母あちゃん！」


    「ん？　あらまあ、ももりちゃんではないですか。そんなに慌あわててどうしたんですか？」


    「慌ててって、ほら……ろーくんのことで」


    「ああ。ゴローさんが繭まゆ原はらさん家ちのお子さんを迎えに行ったことですね」


    　一応不々動の保護者なので、桃ノ森に伝えてもらえるように頼んだのだ。


    「何でそんなに落ち着いてるんですか？　ろーくんが間に合わなかったら大変なのに。タマちゃんだって……演目が中止になるかもだし」


    「フフフ、こう見えても心配はしていますよ」


    　そうは言うが、少なくとも雰ふん囲い気きからはまったく感じない。


    「ただ間に合わないという心配ではありませんが」


    「え？　ど、どういうことですか？」


    「どうせゴローさんのことですから、きっといろいろ無茶をしていると思うので。それが少し不安なだけです」


    　……俺にも何となく想像がついていた。


    　アイツが今、どうやって千せん志しを運んでいるのかも。


    　あんなでけえ図体の奴やつが、身体からだに合わない小さい自転車を全力で漕こいで行ったのだ。バランスを崩して転倒したりもしているかもしれない。


    　だからこそアイツに多めにタオルを渡しておいたのだ。怪け我がを塞ふさぐ意味でも、千志を抱っこする時の支えとして利用するためにも。多分、アイツならそうすると推測できたから。


    「……お祖ば母あちゃんはろーくんが間に合うって信じてるんですか？」


    「あら、ももりちゃんは信じていないのですか？」


    「う、ううん！　そんなことないっ！　アタシは誰よりも信じてるし！」


    「フフフ、その意気ですよ」


    「あ……」


    　大声を出したことが恥ずかしくなったのか、桃ももノ森もりは顔を紅潮させてそっぽを向く。


    「大丈夫ですよ。お祖じ父いさんも言っていました。『アイツはやると言ったら必ずやる奴だ』と。私もそう信じていますので」


    　物もの凄すごい信頼感だ。家族なのだから珍しくないかもしれないが、それはきっとこれまで不ふ々ふ動どうが積み重ねてきたものがあってこそだと思う。


    　それに俺も、アイツならもしかしたらって思ったから……。


    　不々動は不思議な奴だ。アイツが動けば何とかなりそうって思っちまう。


    　不可能に思えることでも託したいって。


    　まだそんなに親密な関係になったわけでもないし、俺とも性格が全然違うのに、気が付けば頼ってしまっている。これはもうアイツのもって生まれた人柄によるものだろう。


    　……そうだ。もうアイツを信じるしかねえんだよな。


    　俺はふぅ～っと息を吐くと、覚悟を決めて施設の門がある方へと視線を向けた。


    　するとその奥からこちらに向かって何かが近づいてくるのが分かった。


    「フフフ、ほら来ましたよ」


    　不々動の祖母さんが嬉うれしそうにニコリと笑みを浮かべる。


    　大きな足音を立てながら物凄い速度で近づいてくる存在。


    　それはまさしく──。


    「不々動っ！」「ろーくんっ！」


    　俺と桃ノ森が同時に奴の名を呼ぶ。


    　まるで鬼の形相というか、鬼気迫るといった表情でこちらに向かってくる不々動は、信じられないくらい迫力がある。


    　アイツを知らなければ、間違いなく逃げ回っていただろう。


    　そして奴やつの腕の中には、絶対落としてなるものかといった様子で抱きかかえられた小さな存在もいる。


    「時間は──っ！」


    　俺はスマホに刻まれた時間を見る。【いちご組】の出番まで、まだ三分程度はあった。


    　やりやがったぜ、アイツ！


    「──おっ、お待たせっ……しましたっ！」


    　俺たちの目の前で足を止めたコイツを見て、全員が息を呑んでしまった。


    　それこそトライアスロンでもしてきたかのような大量の汗を纏まとっている。いや、そんなことよりもあちこちが汚れと傷で塗まみれていて、特に酷ひどいのは膝ひざからの出血だ。


    　今までモンスターと戦っていましたと、ファンタジーなことを言われても信じるくらいの酷い身み形なりをしていた。


    　不ふ々ふ動どうは千せん志しを下ろし片膝をつく。まだまともに息も整えられていない。


    　しかしそんなコイツに真っ先に近づき、肩に手をポンと置いたのは不々動の祖ば母あさんだった。


    「よく頑張りましたね、ゴローさん」


    「お、お祖母……ちゃん……で、では」


    　縋すがるような眼まな差ざしで俺を見てくる不々動。


    　俺もまた、そんな熱い眼差しを真正面から見返す。


    　そしてフッと笑みを浮かべ、親指を立てたグーサインを突きつけた。


    「ナイスだぜ、不々動っ！」


    　時間が間に合ったことを示すと、表情を強こわ張ばらせていた不々動も緊張が解けたように頰ほおを緩める。


    　……マジですげえ奴だよお前は。


    　ギリギリ、どっちに転んでもおかしくない状況だった。いや、どちらかというと間に合わない可能性の方が高かっただろう。


    　だがコイツは決して諦あきらめなかった。だからこその結果だ。見事としか言いようがねえ。


    「だけど千志、時間も時間だ。さっそくホールに向かうからついてこい！」


    「う、うん！」


    　俺はすぐに千志を連れて行こうとしたが、千志が「あ、ちょっとまって！」と言って不々動の方に振り向く。


    「にいちゃんっ！　おれ、めいっぱいやるから！　ぜってえみててくれよな！」


    「……！　はい、頑張ってください！」


    　激励を受け、大輪の花が咲いたような表情をする千志。


    　よくもまあここまで気難しいというか生意気な千志の心を摑つかんだものだ。


    　いや、それもまた必然……か？


    　俺は今度こそ千せん志しと手を繫つなぎ、急いでホールへと向かっていった。
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    「うっぐっ!?」


    「ろーくんっ!?」


    「不ふ々ふ動どうくんっ!?」


    　僕が体勢を崩して倒れ込むと、心配そうに桃ももノ森もりさんと舞まい川かわさんが駆け寄ってきた。


    「……！　やはり無茶をしたようですね、ゴローさん。……右足、足首ですか？」


    　さすがは『剣道の申し子』──お祖ば母あちゃんだ。一目見て僕の身体からだでもっともダメージを受けた部位を言い当てるとは。


    　間に合ったことで安あん堵どした直後、全身疲労もさることながら、忘れていた激痛が右足首から身体全体に走った。


    　とてつもない痛みだ。できればどうなっているか患部を見たくないほどに。


    「まったく、無茶ばかりしよるな、お前さんは」


    　不意に聞こえたのはお祖じ父いちゃんの声だった。


    「お祖父ちゃん……」


    「祖母さん、手を貸してくれんか？」


    　そこへ桃ノ森さんと舞川さんが同時に名乗りを上げる。


    「あっ、アタシも手伝います」


    「ウ、ウチも！」


    　とはいっても、ほとんどお祖父ちゃんが僕を支えてくれて、ベンチに腰をつかせてくれた。


    　そしてお祖母ちゃんが僕の右足を確認する。


    　舞川さんが「うっ、痛そう」と心配そうに声を漏もらす。


    　ああ、やっぱり相当な見た目になっていそうだ……。


    　意を決して見てみると、ビックリするくらい赤く腫はれていた。触れなくても相当痛いはずだ。


    「まったく馬鹿者が。捻ねん挫ざした足で全力疾走したツケだな」


    　お祖父ちゃんの見立てにお祖母ちゃんも「そうでしょうね」と賛同する。


    「ただまあ幸い折れてはいないようだ。詳しくは医者に行かんと分からんが……」


    「それはダメ……です！　僕は……まだここから離れるわけには……いきません」


    「そんな！　足首だけじゃなくて全身傷だらけなんだよ、ろーくん！　早く病院に行かないと！」


    「そうだって不々動くん！　もしかしたら骨に異常があるかもしれないし！」


    「……っ、男と男の約束をしました」


    「「え……？」」


    　桃ももノ森もりさんだけではなく、舞まい川かわさんも信じられないといった面持ちだ。


    「男と男の約束、か。なら守るべきだな、ゴローよ」


    「はい、お祖じ父いちゃん」


    「……はぁ。このお二人はまったく」


    　お祖ば母あちゃんはどちらかというと女性側の意見のようで、呆れて溜ため息いき交じりだ。


    「ならとっととホールへ向かうぞ、ゴロー」


    　そう言ってお祖父ちゃんが僕を支え起こしてくれた。


    　ちょっとでも力になりたいと、反対側に桃ノ森さんと舞川さんがつく。それぞれハンカチで僕の汗や血を拭ふき取ってくれている。


    「汗臭いし汚いから止やめてください、お二人とも」


    「べ、別に気にしてないし、ねっ、理り菜な？」


    「う、うん！　それにアンタの汗だったら別に……。だってこの汗は……その、アンタが頑張った証あかしなんだし」


    　本当に優しいお二人ですね。舞川さんなんて、わざわざ自分に気遣った言葉まで送ってくれて。感謝しかないです。


    「桃ノ森さん、ありがとうございました」


    「ど、どうしていきなりお礼……なん？」


    「あなたのお蔭かげで間に合いましたから」


    「それはだって…………アタシにできることをしただけだし」


    「でも本当に助かったのは事実です。感謝しています」


    「それを言うならウチもだし。ありがとね、不ふ々ふ動どうくん」


    　舞川さんは、これでちゃんと妹の晴れ舞台を見ることができると喜んでいる。


    　そうして僕は、皆に抱えられながらも、ある人のことを思う。


    　繭まゆ原はらさんは無理していないでしょうか……？


    　自転車を渡したはいいが、彼女も千せん志しくんの舞台を見るために無茶をしていないことを祈る。どうか無事にここまで来られますように、と。


    　目前に目的地である講演ホールが迫ってきた。


    　珠たま乃の、千志くん……頑張ってください。


    　心の中でそうエールを送りつつ、ホール内へと足を踏み入れたのであった。


    



    



    「それでは【おおわかば幼稚園・いちご組】によります演劇──『泣いた赤鬼とマッチうりの少女たち』をどうぞ心行くまでご堪たん能のうください」


    　施設の職員さんが、演目の内容を発表した。


    　それを僕たちは、入り口近くの後ろの方の席に座って眺めている。


    「昔々、ある日のこと。山の中に一人の赤鬼が住んでいました」


    　そんな【いちご組】の担任の先生の語りから物語は始まった。


    　舞台の上には、ハリボテで作った家があり、その前に赤鬼役の子が立っている。


    「赤鬼は、人間たちとも仲良くしたいと思い、自分の家の前に一枚の紙を貼ったのです。そこにはこう書かれていました。『心の優しい鬼の家です。どなたでもおいでください。おいしいお菓子とお茶を用意しています』と」


    　語りが終わると、赤鬼が手に持っていた紙をペタリとハリボテに貼った。


    「にんげんたちと、い～っぱいおともだちになりたいなー」


    　赤鬼が観客席に向かって大きな声で言った。


    　その姿は微ほほ笑えましくて、大人たちがニコニコと頰ほおを緩めている。


    　すると赤鬼はそのまま舞台袖まで捌はけていき、場面は人間たちが住む村へと変わった。


    「ねえねえ、きいた？　アカオニさんのおはなし」


    「うん、きいたじょ。いえにきてほちぃって」


    「う～ん、でもこわいよねー」


    「しょうしょう。だかりゃほっとこうよ！」


    「「「「うん！」」」」


    　村人役の園児たちが、お互いに向き合って練習してきた成果をバッチリ披露している。若じやつ干かん嚙かんでいる子もいるが、それもまたご愛あい嬌きようだ。


    　そのあと村人たちは袖へと消え、今度は赤鬼の家の中のシーンになった。


    「けれどもず～っと待っていても、誰一人人間はやってきませんでした。赤鬼はきっと自分の見た目がこんなんだから、怖がって近づいてきてはくれないのだと悲しみました」


    　また語りが入り、次に赤鬼が両手を目に当てて発言する。


    「え～ん、え～ん。だれもこないよー、え～ん、え～ん」


    　涙する演技の最中に、袖から一人の子が出てくる。


    　──千せん志しくんだ。


    　少し緊張しているような表情をしているが、歩きながら僕の方を見たので、応えるために微笑みながら頷うなずきとガッツポーズを見せた。


    　すると千志くんはホッとしたような顔をした。緊張が少し取れたようだ。


    「コンコンコン」


    　千志くん演じる青鬼が、わざわざノックの音まで声に出す。


    「おーい、アカオニくーん」


    「……あ、このこえはアオオニくんだ！　はーい」


    　扉を開けるフリをして入ってきた青鬼が、赤鬼の目の前にチョコンと座る。


    「友達の青鬼がやってきました。そこで赤鬼は、事情を青鬼に伝えたのです。そして赤鬼の話を聞いた青鬼は、赤鬼のためにこんなことを提案しました」


    　語りのあとは、少々長い青鬼のセリフだ。


    　いけるか、千せん志しくん……！


    「だったらこうしよー！　ぼくがむらでおおあばれするよ！　そこへアカオニくんがやってきて、ぼくをこらしめるんだ！　そうすればむらびとたちは、アカオニくんがいいオニだってわかって、きっとなかよくしてくれるから！」


    　うん。見事です、千志くん。必死に練習してきた甲か斐いがありましたね。


    　するとその時だった。


    　不意に講演ホールに誰かが入ってきた気配を感じたので視線を向けると、肩を上下させて荒々しい息遣いをした繭まゆ原はらさんが立っていたのである。


    　彼女は舞台で見事に演じる千志くんを見て嬉うれしそうに笑みを浮かべていた。さらに続けて彼女の両親と祖父母もその後ろから姿を見せる。


    　良かった。何とか途中からでも見ることができて。


    　その時、繭原さんと目が合う。さすがに会話はできないが、僕は軽く頷うなずきを見せると、彼女は泣きそうな顔でお辞儀をした。


    　そして僕は再び舞台へと注目する。


    「そんなのアオオニくんにわるいよ」


    「いいんだよ！　ぼくがしたいんだ！」


    「でも……」


    「だいじょーぶだいじょーぶ。きっとうまくいくから！」


    　青鬼の前半のセリフを聞いて、僕の代わりにビデオカメラで撮影してくれている桃ももノ森もりさんがチラリとこちらを見てくる。


    　何というか兄のどーくんの口癖をちょっと入れただけなのに、気づくとはさすがは桃ノ森さんだ。


    「そうして青鬼は、無理矢理赤鬼を引き連れて村の方へと下りていきます。青鬼は、赤鬼に隠れるように言うと、村へと入っていき大暴れするのです」


    　語りのあとに、場面が村に変わり青鬼が暴れるシーンへ移る。


    「にんげんめー、なまいきだぞー！」


    　青鬼がハリボテで作った家や井戸などを破壊していく。


    「やめてー！」


    「そうだそうだー！」


    「なんでこんなことするのよー！」


    　当然村人たちは悲しみに叫ぶ演技を見せる。


    　そこへ救世主のように現れたのが赤鬼だ。


    　ちなみに先程とは別の子が赤鬼役をやっている。赤鬼は、三人の子が回して演じているのだ。


    「まてーっ！　むらびとたちにわるさをするのはゆるさないぞー！」


    　赤鬼は青鬼を捕まえて、舞台袖に押し出そうとする。


    「こっからでていけー！　むらびとたちは、ぼくがまもるんだー！」


    「うわぁ、やられたぁぁぁー！　お～ぼ～え～て～ろ～！」


    　赤鬼に押し出され、青鬼は袖へと消えていく。


    「ありがとー、アカオニさん！」


    「あなたのおかげでたすかったよ！」


    「これからはなかよくしよー」


    　これで赤鬼の願いは叶かなった。


    　場面が変わり、赤鬼の家の中で人間たちと楽しそうに遊んでいるシーンになる。


    「計画は成功し、晴れて赤鬼は人間たちと幸せに暮らすことができました。赤鬼はとてもとても喜びました。……しかし、時が経つにつれて、赤鬼には気になったことがありました。それは、あの日から青鬼の姿を見なくなったことです」


    　今度の場面は、青鬼の家のシーンである。


    　舞台にはハリボテの家と、赤鬼だけがいた。三人目の園児が、赤鬼を演じている。


    「ある日、赤鬼は青鬼の家を訪ねてみましたが、扉は固く閉じられていました。そして扉の近くに貼り紙があるのを発見するのです。そこにはこう書かれています。『赤鬼くん、人間たちと仲良くして楽しく暮らしてください。もしぼくがこのまま君の傍そばにいれば、君も悪い鬼だと思われるかもしれません。ぼくは旅に出るけれど、君のことはいつまでも忘れません。さようなら。身体からだを大事にね。どこまでも君の友達です。青鬼より』と」


    　語りが終わった直後に、赤鬼はペタンと座り込み「え～ん、え～ん、さびしいよー」と泣く。


    　原作ではここで終わる。


    　しかしここからがこの物語の真骨頂だ。


    「なかないでー、アカオニさん！」


    　舞台袖から村人たちが出てきて赤鬼のもとへ集まる。


    「ごめんよー、ごめんよー、アオオニくん」


    　赤鬼はそれでも泣いている。


    「泣きじゃくる赤鬼にどうすればいいのか村人たちも困りました。しかしその時です。どこからともなく赤い服を着た五人の少女が現れたのです」


    　語りのあとに、コミカルな音楽が流れると舞台袖から可愛かわいらしい園児たちが姿を見せる。


    　その先頭に立つ子に、僕は思わずグッと身体に力を入れて前のめりになってしまう。


    「マッチは、いかが？　マッチは、いかが？　だれかマッチをかってくだしゃい」


    　そう。マッチうりの少女たちだ。


    　その先陣を切って最初にセリフを言った子こそ、我らが不ふ々ふ動どう家のアイドル──珠たま乃のである。


    　ああ、愛らしいです。頑張ってください、珠乃。


    　隣に座っている桃ももノ森もりさんも、小声で「可愛かわいいし、可愛い過ぎだし！　お持ち帰りしたい！」などと不穏なことを口走っている。


    　絶対に妹は死守しますけどね。


    「「「「わたしたちは、マッチうりのしょうじょですっ！」」」」


    　少女たちが一斉に両腕を高々と上げて自己紹介をする。


    「これはどうしたことでしょうか。突然現れた少女たちに全員が戸惑ってしまいます。彼女たちは、困っている人の願いを叶かなえるという、マッチうりの少女と呼ばれる妖精たちなのです」


    　マッチうりの少女たちは、赤鬼の周りを囲うと順番に「マッチはいりませんか？」と言い出す。


    　そして珠乃が演じる少女が最後に言う。


    「このマッチをかってくれれば、おともだちとなかなおりできるのー！」


    　こらこら珠乃。そこは「できますよ」でしょう。語尾があなたの癖くせそのままになってますよ。


    　まあ天元突破するくらい可愛いのでどうでもいいですが。


    「アオオニくんとまたあえるの？　じゃあかう！」


    　そこからは語り中心に子供たちは動いていく。


    「突とつ如じよ現れたマッチうりの少女たちから買ったマッチに、赤鬼は火を点けた。すると驚いたことに、マッチから出る煙の中に青鬼が映し出されたのである。そこには青鬼が、一人で村にいる姿があった」


    　舞台上は千せん志しくんだけとなり、トンカチを持って壊れた建物を直す演技をしている。


    「青鬼は昼間、村にある牛小屋の壁が古くて壊れてしまい、村人たちが困っていたのを聞き、夜遅く村に下り一人で修理をしていたのでした。この映像は過去の出来事。マッチ一本一本に、それぞれ青鬼が村人のためにやってきたいろいろなことが映し出されていたのです」


    　次に病気で寝込んでいる村人の家の前に青鬼がやってくる。


    「病人のためによく効く薬草や魚などを取って、青鬼は黙って家の前に置きます」


    　次は熊に襲われそうになっている村人たちのシーン。


    「村人に襲い掛かろうとする熊の後ろからそっと近づいた青鬼が、ゴツンと拳げん骨こつを与えると、熊はバタッと倒れました。しかし青鬼は、すぐにどこかへと去っていったので、村人は青鬼が助けてくれたことに気づかなかったのです」


    　次々と青鬼の善行がマッチの煙に映し出されているという形だ。


    　そして再び赤鬼と村人、そしてマッチうりの少女たちがいるシーンへと移る。


    「こうして青鬼がどれだけ人間のために、いえ、みんなのために頑張ってきたのかを全員が知りました。村人たちも青鬼の優しさに感動し、これまでのことを謝りたいと言います。しかしすでに青鬼は旅に出てしまっていました。そこへマッチうりの少女たちが口を揃そろえて言うのです」


    「「「「まだまにあうよ！」」」」


    　マッチうりの少女たちが全員、同じ場所を指差す。


    「「「「おともだちはアッチ！」」」」


    「赤鬼と村人たちは、一斉に青鬼を追いかけることにしたのです。そして、とうとう青鬼を見つけることができました」


    　シーンは最後。青鬼と赤鬼たちの和解へ。


    「アオオニくーん！」


    「……アカオニくん、なんでここに？」


    「ぼくは、アオオニくんともいっしょにくらしたい！」


    「……いっしょにいていいの？」


    「うん！　だってともだちだもん！　ずっとずっと、だいすきなともだちだよっ！」


    「ありがとう、アカオニくん！　とってもうれしいよ！」


    　互いにギュッと握手を交わす赤鬼と青鬼。


    　それを嬉うれしそうに囲いながら「よかったねー」とはしゃぐ村人たち。


    　マッチうりの少女たちも現れて、皆を祝福するように拍手をしている。


    「離れ離れになってしまった赤鬼と青鬼でしたが、マッチうりの少女たちのお蔭かげでまた一緒に暮らせるようになりました。これは心優しい赤鬼と青鬼に神様が与えてくれた奇跡だったのかもしれません。こうして赤鬼と青鬼は、人間たちと一緒にいつまでも平和に、そして幸せに暮らしました。めでたしめでたし」


    　そこで全員が手を繫つないで観客席に向かってお辞儀をする。


    「「「「ありがとうございましたっ！」」」」


    　直後、ホール内は温かい拍手で溢あふれ返る。


    　僕もまた精一杯披露してくれた天使たちに向かって拍手を送った。


    　一時はどうなるかと思ったが、最後まで諦あきらめないで本当に良かった。


    　だって……だって……。


    「えへへ～っ、にぃや～ん！」


    「に～ちゃ～んっ！」


    　珠たま乃のや千せん志しくんのこの笑顔を見ることができたのだから。
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    　危機一髪というところで【いちご組】の演目を無事行うことができホッとしたのも束つかの間ま、僕はすぐに病院へと向かうことになった。


    　施設を出ようとした時に、エントランスには何な故ぜか警察の方がいて、僕を見て怖い笑顔でニッコリと笑った。


    「さあ、僕と──Ｏ・ＨＡ・ＮＡ・ＳＨＩしようじゃないか。暴走少年くん？」


    　聞けばこのお巡りさんは、千せん志しくんを抱えて走っていた時に声をかけた人らしい。


    　確か交番の前を通った気がしたが、あれは気のせいではなかったようだ。


    　あまりにも異様な雰ふん囲い気きだったために、お巡りさんはもしかしたら事件かもと、僕のあとを追ってきたという。


    　そこで、人に尋ねながら僕がここに入ってきたことを知り、今の今まで職員さんに事情を聞いていたとのこと。


    　園長先生から職員さんへ、僕の事情が粗方伝わっていたこともあり、ホールへ無理矢理入って事情を聞き出すことはせずに、ここで待ってくれていたらしい。


    　僕からも謝罪とともに詳しい事情を話すと、お巡りさんもしっかり納得してくれた。もちろん、子供を抱えながらあんな速度で走っていたことに対しては厳重な注意を受けたが。


    　そして怪け我がのこともあり、お巡りさんがパトカーで病院まで送ってくれた。まさかこんな形でパトカーに乗るとは思いも寄らない初体験だった。


    　診断結果は捻ねん挫ざで、全治二週間とのこと。


    　もう少し無理をしていれば靭じん帯たいを完全に断裂しており、危ういところで重傷だけは避けることができたようだ。


    　それでも二週間程度はがっちりとテーピングをして、歩く時は松葉杖が必要と言われた。


    



    



    　そしてお遊戯会から二日後、今僕は珠たま乃のと一緒に家の仏壇がある部屋で一緒に線香をあげていた。


    　珠乃はマッチうりの少女の衣装を見せたいらしく、着用して手を合わせている。


    　──ピンポーン。


    　そこへインターホンが鳴ると、珠乃が「きたぁ！」と喜び勇んで玄関へと走っていく。


    「ゆーちゃん、もーちゃん、りーちゃん、いらっしゃ～い！」


    　どうやら桃ももノ森もりさんたちが来られたようですね。


    　僕は松葉杖を使いながら玄関へと向かう。


    　そこには桃ノ森さんと舞まい川かわさん、そして舞川さんの妹さんで珠乃の親友のゆーちゃんがいた。


    　何な故ぜ彼女たちがやってきたかというと、本日、ここでお遊戯会の大成功を祝してパーティを行う予定なのである。


    　桃ノ森さんたちも差し入れとしていろいろ持ってきてくれているようだ。


    「ろーくん、台所借りてもいい？」


    「はい。今、お祖ば母あちゃんがいると思いますので」


    「うん、分かった」


    「あ、じゃあウチも手伝うし、ももり」


    　桃ノ森さんと舞川さんが揃そろって台所の方へ向かった。


    　ゆーちゃんは大歓迎ムードの珠乃と手を繫つないでリビングの方へ向かう。


    　僕も珠乃たちを追おうとすると、またもインターホンが鳴り響いた。


    　扉を開けると──。


    「よぉ、来たぜ不ふ々ふ動どう」


    「ほ、ほほほほ本日はしょの、お、おお招き頂きゃましゃてありがとうごじゃいましゅっ！」


    「おちつけよねえちゃん、なにいってるかわかんねえ」


    　伏ふし見みくんと一緒に、繭まゆ原はらさんと弟の千せん志しくんが玄関にいた。千志くんは今日のパーティの主役の一人だ。


    「いらっしゃいませ、伏見くん、繭原さん、千志くん」


    「おう！　にいちゃん！　あそぼうぜ！」


    「こ、こら千志！　ご、ごめんなさい不々動くん！　あれから千志ってば、いつもいつも不々動くんと遊びたいって言ってうるさくて」


    「んだよ！　ねーちゃんだってにいちゃんにあえてうれしいくせに！　おれしってるんだぜ！　ねえちゃんはにいちゃんのことぶぉっ!?」


    「あーあーあーっ！　ちょっと千せん志し！　何を言うつもりなの!?」


    　慌あわてた様子で千志くんの口を塞ふさいだ繭まゆ原はらさんの表情は真っ赤だ。


    「うん、仲が良さそうで何よりですね」


    「今の一幕でそれだけしか感じ取れなかったお前はある意味すげえよ」


    「え？」


    　何な故ぜか伏ふし見みくんは呆れたように肩を竦すくめている。


    「んなことより邪じや魔ましていいのか？」


    「あ、はい。どうぞお入りください」


    「んっぷはっ！　おれいっちばーんっ！」


    「ああ、もう千志っ！」


    　テンションの高い千志くんは靴を脱ぎ捨てると、ドタドタと廊下を走っていく。


    　そして──。


    「んなぁっ!?　な、ななななななんでゆーはもここにいるんだよっ！」


    「もう！　せんくんうるさいかや！　ゆーちゃんはたまがよんだの！」


    「あ、あのあの……おいえのなかではしずかに……ね？」


    　顔を合わせれば何かと衝突する珠たま乃のと千志くん。そしてその間を取り持つようにゆーちゃんが宥なだめる。


    　何だかんだいってもこの三人は良い関係のように思えた。


    　まあゆーちゃんの精神的疲労は一番だろうけど。


    「っ！　ま、まあ、ゆーはがいうならしずかにしてやらんこともねえ！」


    　千志くんはゆーちゃんのことが好きなようだから強く反論することはない。


    「でもにいちゃんち、でっけえよなぁ！　なあなあにいちゃん！　おれもここにすみてえ！」


    「え？　あの、それは……」


    　助け船を求めて繭原さんを見る。


    「ダメでしょ、千志。無茶なことは言わないの」


    「えぇー、おれにいちゃんといっしょにくらしてえなぁ……！　そうだ！　じゃあにいちゃんがねえちゃんとケッコンしてウチにこいよ！」


    「「「「っ!?」」」」


    　とんでもない爆弾発言に、その場にいたほとんどの者が言葉を失った。


    　しかもタイミングの悪いことに、桃ももノ森もりさんと舞まい川かわさんまでもが顔を見せていた直後だったのである。


    「け、けけけけけけ結婚んんんんんっ!?　にゃ、にゃに言ってるの千せん志しぃぃぃっ！」


    　繭まゆ原はらさんは繭原さんで、両手を忙せわしなく動かしながら必死に千志くんを咎とがめようとする。


    「けどおれ、にいちゃんがほんとうのにいちゃんになってくれたらいいし。ねーちゃんとケッコンすりゃ、そーなるんだろ？　だったらケッコンしろよ！」


    「～～～～～～～っ!?　ふ、ふ、不ふ々ふ動どうくんと結婚。だ、だ、旦だん那な様……きゅぅ～」


    　とうとう脳内処理が追いつけなかったのか、目を回して倒れそうになった繭原さんを、僕が「おっと」と背中を抱きかかえた。


    「大丈夫ですか、繭原さん？」


    「ふにゅぅぅ～…………ふぇ？」


    「……繭原さん？」


    「え……ええぇぇぇっ!?　ふ、ふふふ不々動くんっ!?」


    「いえ、〝ふ〟が多いです。自分は──」


    　不々動です、と言おうとしたその時、


    「いつまで女の子を抱きしめてるのかな、ろーくん？」


    　思わずゾクリと背筋が凍るような声音が鼓膜を震わせた。


    　振り返ればそこには表情は笑顔でも目が笑っていない桃ももノ森もりさんが。しかも舞まい川かわさんまでもが何な故ぜか少し不機嫌そうな顔だ。


    「いやあの、自分は繭原さんが倒れそうになったので危ないと思いまして……」


    「もう！　だったらすぐに手を離す！」


    「は、はいっ！」


    　反射的に直立不動で返事をしてしまった。


    　何でしょうか。お祖ば母あちゃんが怒った時の気迫に似ていました。……怖い。


    「センくんもほら、結婚とかお姉ちゃんが困ってるでしょー？」


    　桃ノ森さんが千志くんに向かって優しく言うが、


    「は？　ギャルはだまってろよ、バーカ」


    「んなっ!?」


    「つーかねーちゃんはこまってねえし。それににいちゃんがだれとケッコンしようとギャルにはかんけーねえだろ」


    「か、か、関係ないなんてことないし！　てかギャルって呼ばないでぇ！」


    「はあ？　だったらギャルはにいちゃんのなんなのさ？」


    「へ？　アタシ？　アタシはろーくんの……えと……そのぉ」


    　いやチラチラとこちらを見られましても。クラスメイトではないのでしょうか。


    「そ、そう！　アタシはろーくんのお姉ちゃん的存在なんだし！」


    　突とつ拍ぴよう子しもない発言に誰もが啞あ然ぜんとする。


    「ももり、あんたいきなり何言って……」


    　舞まい川かわさんもさすがに親友といえど真意が分からないようだ。


    「と、とにかくアタシはろーくんのお姉ちゃんみたいなもんなの！　だからろーくんのことは家族みたいに知っておかなきゃなんないの！　分かった？　分かったら返事っ！」


    「うっ……はい」


    「よろしいっ！」


    　小さな暴君の千せん志しくんも、不可思議全開の桃ももノ森もりさんの対応が分からなかったようで、ついつい返事をしてしまっている。


    　それにしてもお姉ちゃん、ですか。


    　確かにどーくんが生きていたら、きっと桃ノ森さんはどーくんと恋人になって、いずれは夫婦に。


    　そう考えれば確かに彼女が義理の姉になる未来だってあったのだ。


    　僕は女性たちの騒ぎが落ち着くまで、縁側へと座って待つことにした。


    　するとそこへ──。


    「つーか、人気者だな不ふ々ふ動どう？」


    「伏ふし見みくん？　……どこがですか？」


    「うわぁ、それをマジで言ってんだからなぁ、お前ってば」


    「？　それよりも今日は来てくださってありがとうございます」


    「……まあ誘われたし、な」


    「当然です。伏見くんには大変お世話になりましたし」


    「そ、そっか……っ、と、ところでよ！　足の方は大丈夫なのか？」


    「はい。無理をしなければ二週間程度で完治するとのことで」


    「あれから大変だったよな。繭まゆ原はらなんて、お前の足見て気絶しちまうし」


    　そうなのだ。【おおわかば幼稚園】の演目がすべて終了し、病院へ向かおうとした時、繭原さんが僕にお礼を言おうと近づいてきたのだ。


    　その時に僕の足を見て真っ青になり意識を失ってしまった。


    　そして彼女が起きてすぐに、繭原さん一家総出で僕のところへ来て、感謝と謝罪をこれでもかというほどされたのである。


    「あの出来事もあってか、千志なんてお前に懐なついちまってよ。幼稚園でもお前を呼べ呼べうっせえらしいぞ」


    「それは……先生方にはご迷惑をおかけしているみたいで……」


    　ただ慕したわれているというのは嬉うれしいものがある。基本的に子供たちには怖がられてしまう存在なので、懐いてくれるのは喜ばしいことだ。


    「ま、何はともあれお疲れさん、不々動」


    　そう言って左隣に座った彼が右みぎ拳こぶしを突き出してくる。


    「！　……はい、お互い様です」


    　僕もまた左拳を出して、チョコンと拳同士を触れさせた。
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    　そういえば、と僕は過去の記憶を思い出していた。


    　小さい頃、どーくんともこんなふうに拳同士を突き合わせたことがあったのだ。


    　それは二人で何かを成し遂げた時にする儀式みたいなもの。


    　お互い頑張ったね、という労ねぎらいの証あかし。


    　まさかどーくん以外の人と行うとは思わなかった。


    　考えてみれば、伏ふし見みくんにはとても世話になったものだ。


    　彼が僕を信じて、僕もまた彼を信じたからこそ、珠たま乃のたちの笑顔が今ここにある。


    　…………僕はどうして、彼を信じることができたのでしょうか。


    　それは理屈ではなかった。見た目こそまったく違うが、どこか雰ふん囲い気きがどーくんと似通う彼なら信じることができる。そしてまた信じてもらうことができると思ったのかも……しれない。


    　今まではそういう気持ちを託せたのはどーくんだけだった。


    　家族以外では初めてだ。


    　……こういう関係は、何て呼ぶのでしょうか。


    「…………友達」


    「……んぁ？　何か言ったか？」


    「あ、いえ、何でもありません」


    　つい口にしてしまった言葉だが、どこかしっくりくるような感じがした。


    　それでも面と向かって言うのは気恥ずかしくて、やはり胸の内にしまってしまう。


    　いつか胸を張って今の言葉を言える日が来るのでしょうか。どーくん、あなたはどう思いますか？


    　僕は隣に座る伏ふし見みくんとの距離感に心地ここち好よさを感じて、思わず頰ほおを緩めたのであった。
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    　不ふ々ふ動どうくんのお家うちにお呼ばれされて、そこで開かれたお遊戯会お疲れ様パーティも始まってからしばらく経った。


    　最中で、不々動くんのビデオカメラで桃ももノ森もりさんが撮影してくれた千せん志したちの活躍を、改めてテレビに映してみんなで観賞したのである。


    　千志は自分が出てくる度たびに興奮して、不々動くんに抱き着いては「すごいだろー」と褒ほめてくれるように催促して頭を撫なでてもらっていた。


    　……羨うらやましい。


    　ちょっとだけでもいいから千志と立場を替えたいと思ってしまった。


    　不々動くんのお祖ば母あさんがご用意してくれた料理も、とても美お味いしくてほっぺたが落ちるほどの完成度だ。


    　最後に桃ノ森さんたちが差し入れで持ってきてくれたケーキを、みんなで分けて堪たん能のうすることにした。


    　私も大好物のモンブランを手に取り食べようとした時、ふと不々動くんの姿が見当たらないことに気づいた。


    　そういえば先程不々動くんのスマホが鳴って、少し出てきますとリビングを出て行ったことを思い出す。


    　不々動くん、まだ帰ってきてないんだ。


    　私は「お手洗いをお借りします」と断って部屋を出ると、何気なく長い廊下を歩いていき、一つの部屋の前で立ち止まる。


    　中には不々動くんが立っていた。スマホを耳に当てながら喋しやべっている。


    「……はい、はい。ではよろしくお願い致します」


    　畏かしこまった感じで彼はそう言うとスマホから顔を離し、ふぅ～っと軽く溜ため息いきを吐ついた。


    　そこで私の存在に気づいたのか、「ん？」というふうにこちらを見たのである。


    「繭まゆ原はらさん？」


    「あ、あわわっ！　ご、ごめんなさいっ、覗のぞくつもりはなくてですねっ！」


    「別に構いませんよ。担当編集者さんと少しお話ししていただけですから」


    「あ……そう、なんですか」


    　そうだ。彼はデビューを控える新人ライトノベル作家なのだ。


    　初めて聞いた時は目が飛び出るほど驚いたし、ハッキリ言っていまだに信じられない。


    　まさか自分の好きなライトノベルを書くプロの作家が目の前にいて、しかもあの不ふ々ふ動どうくんなのだから。


    　私は視線を泳がせながら、部屋をゆっくりと見回す。


    「も、もしかしてここって不々動くんのお部屋……ですか？」


    「あ、はい。どうぞ、興味があるのでしたら入りますか？　何もないですが」


    「い、いいんでしゅかっ!?」


    「ど、どうぞ……」


    　ちょっと予想外な申し出に興奮気味に答えてしまい、彼を引かせてしまったようだ。


    　もうっ、少しは感情を抑えようよ、私ってば！


    「じゃ、じゃあ失礼します」


    　物もの凄すごく心臓が高鳴っているのが分かる。


    　だってしょうがないでしょ。男の子のお部屋に入るのなんて初めてなんだから。


    　何度かこの家には通わせてもらったが、それでも私にとって聖域のようなココだけはまだ足を踏み入れることができていなかった。


    　ここが……不々動くんのお部屋かぁ。


    　スーッと大きく息を吸い込む。


    　ぁ……不々動くんのニオイがする。


    　男っぽいニオイというより、何だかお日様に照らされた洋服や布団みたいな香りがした。


    　とても心地ここち好よく、ずっと嗅かいでいたいと思わせる。


    「あ、あの……もしかして臭いですか？」


    「ふぇ!?　あ、ううん！　違います！　と、ととととても良いニオイで御ご馳ち走そう様さまでしゅっ！」


    「え、あ、その……お粗末様です？」


    　ああもうっ、私ってば何言ってるのぉぉぉっ！　今の言い方じゃ、ニオイを食べてるみたいじゃない！　何だかそれってすっごく変態さんだよぉぉぉぉっ！


    「それよりも繭まゆ原はらさんはどうしてここへ？」


    「へ？　あ、そ、そのですね！　お手洗いをお借りしようと！」


    「ああ、そうでしたか。それならご案内を──」


    「い、いえ！　もうお借りしたので！」


    「はぁ、そうでしたか」


    　ごめんなさい、噓ついちゃいました。だって不ふ々ふ動どうくんが気になって探しにきたって正直に言うの恥ずかしいんだもん。


    「そ、そういえばコレ！　お返ししなきゃと思いまして！」


    　取り出したのは以前彼に借りたハンカチだ。


    「ああ、そういえば。わざわざ洗濯にアイロンがけまでしてくださったのですね。ありがとうございます」


    　不々動くんは私からハンカチを受け取り、そっと机の上に置いた。


    　もっと早くに返すべきだったのだが、洗濯するのがもったいないって思って長くなってしまったのだ。


    　いや……別にニオイを堪たん能のうしたとかそういうやましい気持ちがあったわけじゃなくて…………まあ、ちょっとくらいは嗅かいだかもしれないけど。で、でもちょっとだけだから。


    　…………はぁ。


    　何というかいろいろ自分の不ふ甲が斐いなさに意気消沈していると、不意に視線が彼の右足へと向かう。


    「……一つ聞いてもいいですか？」


    「？　構いませんよ」


    「…………どうして不々動くんは、そんなになってまで他の人のために全力を出せるんですか？」


    「え？　……ああ」


    　私の言いたいことが分かったのか、彼も自分の足を見て頷うなずく。


    「極端かもしれませんが、もしかしたら歩けなくなっていたかもしれないのに……」


    　聞けば私たちを迎えに来てくれた時には、すでに足を痛めていたというではないか。


    　私も捻ねん挫ざくらいならしたことがある。といっても軽傷だった。


    　それでも、普通に歩くだけでも痛くて涙目になりそうだったのを覚えている。


    　不々動くんは他の人より大きな身体からだなので、その分足にかかる負担だって大きい。


    　そんな足で何十分も全力で走るなんて、普通の人だったらできない。


    　できるとしたら誰かの命がかかっているとか、それくらい大事でなければ心はきっと折れてしまうだろう。


    　でも彼は激痛に耐え、足が動かなくなってしまいかねないリスクを振り払ってまで、千せん志しを抱えて走った。


    「そう、ですね……。今思えばちょっと無茶だったかもしれません」


    　ちょっとどころじゃないよ……。


    　再会した時なんて、右足は信じられないくらい腫はれているし、全身はボロボロで服だって血で染め上がっていた。相当な無茶をしなければ、ああはならない。


    「ですが自分はただできることをしただけです」


    「できること……」


    「その時、自分にとって何ができるのか考えて、より最善だと思ったことを選択しただけです」


    「じゃあもし足が動かなくなっていたら……？」


    「その時は…………その時でしょうね」


    　彼のその言葉はとても衝撃的だった。


    　本気でそんなことを言う彼を見て、彼が自分の身体からだのことを軽く見ていることに気づく。


    　怖かった。ある質問が思い浮かんだが──聞けなかった。


    　──じゃあもし、死んだら？


    　それでも彼は「その時はその時」って答えそうな気がして、聞くことができなかった。


    　不ふ々ふ動どうくん…………あなたはもっと自分を大切にしていいんですよ。


    　そう伝えたかったが、何となく言葉にすることができなかった。


    　彼はどうしてここまで自分の評価が低いのだろう。自分を大切にしないのだろう。


    　まるで自分はどんな存在よりも価値が低いと断定しているかのようだ。


    　過去に……何かあったのかな。


    　彼がお兄さんとお父さんを亡くしていることは聞いた。もしかしたらそれが何か関連しているのかもしれない。


    　聞きたいけど、簡単に聞けるような話題でもなさそうだ。


    　もし本当にその出来事が今の彼を作ったのだとしたら、きっと思い出させることで悲しませてしまうだろうから。


    　だったら私は彼のために何ができるんだろう。


    　私にとって不ふ々ふ動どうくんはヒーローのような存在だ。


    　いつも私を助けてくれる大きな人。


    　でもその心は繊細で、人のことを思いやれるとても優しい人物だ。


    　だからこそ私は……。
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    「好き…………なんだろうな……」


    「はい？　何か仰おつしやいましたか？」


    「……ううん。何でもありませんよ。それよりもほら、皆さんが待ってますよ」


    　そこへタイミング良く、「にーちゃーん！　どこー！」と千せん志しの声が響き渡った。


    「ふふ、千志も探してます。行きましょっ！」


    　きっとこれからも彼は誰かのために無茶をしてしまうのだろう。


    　ならその度たびに私も力になろう。


    　何ができるか分からないが、知らないところで彼が傷つくのは嫌だ。


    　だって──だって──────大好きな人なんだから！
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    「ああぁぁぁ…………私も珠たま乃のちゃんの愛らしい姿を見たかったわ……」


    　現在僕の眼の前では、多た華か町まち先輩がテーブルに伏して項うな垂だれていた。


    　ここは生徒会室で、先日行われたパーティの模様を知りたいと言った彼女の要望を聞き、やってきたのである。ちなみに他の生徒会役員の人たちはいない。


    　劇の動画データが入ったＤＶＤを彼女に渡すためもあった。是ぜ非ひとも珠乃の活躍が観たいとのことだったので。


    「……まあ仕方ないわね。今日はこのデータで我慢しておきましょう」


    　先輩がデータが入ったＤＶＤを大事そうにカバンにしまった。


    「もし先輩の自宅を知っていたら、その日にでもお届けできたのですが」


    「あら、それは私の自宅を突き止めたいという男としての欲望なのかしら？」


    「い、いえ、そういうことではなく！　……そういえば先輩はどちらにお住まいなのですか？」


    「フフフ、それは秘密よ。いくらあなたでもそうそう教えてあげないわ。それに私が住んでいる場所を見たら、きっと驚き過ぎて腰を抜かしてしまうでしょうからね」


    　おお、そんなに驚くような建物なのだろうか。


    　先輩のことだから、きっと誰もが羨うらやましがるような高級住宅地に住んでいるのだろう。


    「それにしてもあなたともあろう者が、全治二週間の怪け我がを負うなんて。相手は一体どんなモンスターだったの？　ドラゴン？　それとも魔王かしら？」


    「あの、この世界はＲＰＧじゃないんですが」


    　さすがにドラゴンや魔王を相手にして、全治二週間の怪我で何とかできるとは思えない。多分…………死ぬ。


    「ふふふ、冗談よ。熊と戦っても生き延びたあなただものね。きっとドラゴン相手でも勝利を捥もぎ取れるわよ」


    　あれ？　冗談なのでは？　普通に話が続いてますが……。


    「あ、そういえば進路調査票は配布された？」


    　いきなり話を変えるんですね。まあいいですが。


    「はい。提出日は明後日あさつてですね」


    「あなたはどうするの？　ラノベ作家一本というのは……」


    「さすがにそこまでの冒険心はありません。まだデビューもしていませんし、売れるかどうかも定かではないので」


    「聞けばそこそこヒット作を出している作家も兼業が多いらしいわね。まあアニメ化するような大ヒット作を生み出すような作家でなければ、専業で食べていくことは難しいらしいけれど」


    「そうですね。売れるにしろ売れないにしろ、大学は行くつもりです」


    「あらそう。ちなみにどこへ行くかは決めているのかしら？」


    「いえ、それはまだ。文系であることは間違いないのですが。多た華か町まち先輩はどうなのですか？」


    「ふふふ、気になるの？」


    　目を細めて妖よう艶えんな笑みを向けてくる。モンスター繫つながりではないが、もし彼女がサキュバスなら、多くの男性が逆らうことなく支配下に置かれそうだ。


    「でもそうね……」


    　何な故ぜか先輩は少し物もの寂さびしそうな表情を浮かべた。


    　すると彼女のスマホが鈍い振動音を立てて鳴り始める。


    　先輩は「ちょっとごめんなさい」と言ってスマホを操作し始めた。


    　そして先輩はスマホの画面を見て表情を凍らせたのである。


    　まるで見たくないものを目にしたような驚きが、その双そう眸ぼうに映っていた。


    「……先輩？」


    「っ…………ん？　何か言ったかしら？」


    「い、いえ……」


    　すぐに微笑を浮かべる多華町先輩。


    「そんなことよりも不ふ々ふ動どうくん、最近女遊びが酷ひどいっていう情報があるのだけれど」


    「え、ええっ!?」


    「さあ、隠さずにキリキリ吐きなさい。今ならお仕置き三時間で済ませてあげるから」


    「い、いや、何のことだかサッパリ分からなくて！」


    　狼ろう狽ばいする僕を見て、本当に楽しそうに笑いながらからかってくる多華町先輩。


    　いつもの彼女だとホッとしつつも、先程の表情が頭の片隅に貼り紙のように貼り付いて離れない。


    　あんな目をした彼女を今まで見たことが無かったので印象的だった。


    　それでも彼女がその表情を見せたのはそれっきりであり、次第に僕も時間が経つにつれ忘れていった。


    



    　だが夏休みが近づいてきたある日、多華町先輩から一通のメールが入る。


    　そこにはこう書かれていた。


    



    



    　──────助けて、不々動くん。

  


  
    　あとがき


    



    



    　皆様こんにちは、十本スイと申します。


    　一巻に引き続き、二巻も出して頂けることに感謝感激です。


    　こんな青春ラブコメが送れたら良かったなぁ、と思いながら執筆しております。


    　さて、今回の内容ですが、相変わらず自己肯定感の低い悟ご老ろうですが、妹の通う幼稚園にある問題が浮上してしまいます。


    　それをクラスメイトである繭まゆ原はら糸いと那なと、今巻で初登場の伏ふし見み虎こ大だいとともに解決に当たっていくわけです。


    　この虎大のキャラクターは、悟老にとっては非常に重要な存在になっていきます。


    　また悟老に惹ひかれる糸那が少しだけ積極的になり、彼女と接する悟老にも徐々に心の変化が…………これ以上は本編をジックリご堪たん能のうくださいませ。


    　ともすれば男子の虎大がヒロイン化しているような感じですが、ちゃんとメインの糸那も活躍しておりますのでご安心を。


    　個人的には男の娘は大好物なので、二大ヒロインも悪くないかも……と思ったり思わなかったり。


    　そしていつもながら自分よりも他人を想う故ゆえに、無茶なことばかりをして傷つく悟老の物語を、楽しみながらも応援してくだされば嬉うれしいです。


    



    



    　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。


    　第二巻出版に際し尽力して頂いたすべての皆様に心から感謝申し上げます。


    　またイラストを担当してくださったＵ３５先生には、今回も魅力溢あふれる素敵な絵を描いて頂いています。すべてにおいて垂涎ものなので、どうぞ目に焼き付けてください。


    　そしてこの物語をＷＥＢ版から応援してくださっている方、また実際に本を手に取って頂いた方々、本当にありがとうございます。


    　ではまた、是ぜ非ひ皆様にお会いできることを祈っております。


    　そして皆様が素晴らしい本に巡り合えますように。


    



    



    　

  


  
    十本スイ


    Sui Tomoto


    



    京都生まれの京都育ち。しかし引きこもり故、京都のことを何も知りません。観光スポット？　何それ？　美味しいの？　って感じです。まあ観光スポットといえば旅行ですが、いつか北海道旅行に行ってみたいと思います。そして食べ歩きをしまくって、５キロは太って帰ってくるつもりです。
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